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　　プロローグ







「里が燃もえてる！」

　誰だれかが気付いた。

　俺おれたちは訓練中で、木ぼつ剣けんなどを振ふり回したり、野山で獲え物ものを狩かる方法を学んでいたところだった。

　俺たちノルンの民は、12歳さいにもなればこうして世界で生きていく術すべを学ぶ。優ゆう秀しゆうだと認みとめられれば巫み女こ様をお守りする戦士として選ばれることもある。それは最高の誉ほまれだ。

　だが、とにかく俺たちはまだ訓練を始めたばかりのほんの子こ供どもだった。遠く離はなれた里から黒い煙けむりがもうもうと立ち上のぼっているのを呆ぼう然ぜんと見上げることしかできない。

「何かあったな。急いで里に戻もどるぞ、お前まえ等ら」

　指し導どう役やくの大人おとなたちに連れられて、俺たちは急いで里へ取って返した。

　焦こげ臭くさいにおいがどんどん強くなっていく。何な故ぜか、首くび筋すじの後ろがちりちりし始めた。

　襲しゆう撃げきは突とつ然ぜんだった。

　先頭を行く大人たちが突然悲鳴を上げる。なんだ？　と思う間もなく、逃にげろ！　と誰だれかが叫さけび、ヒュッと風切る音がして、気付くと隣となりにいた子の側頭部に矢が突つき立っていた。その子の目がグルンと白目になって声も無く倒たおれる。

　わあ、と鬨ときの声。

「逃がすな！　ノルンの民は一人残らず殺せ！」

「呪のろわれた連中だ！　禍か根こんを残すな！」

　鎧よろい兜かぶとに剣けんや槍やり。最初は盗とう賊ぞく団だんかと思ったが違ちがった。

　帝てい国こくの兵隊だった。

「何の真ま似ねだ!?　ここは帝国に恭きよう順じゆんして何十年も諍いさかいのないノルンの里だぞ!?　何故だ!?」

　大人の誰かが叫んだが、帝国軍の返答はその口の中に槍を突き刺さすというものだった。刺した兵隊が槍をぐりっと捻ひねると、その大人の頭の上半分が捩ねじ切られて地面に落ちた。

　俺は訳わけもわからず駆かけ出した。ここにいたら死ぬ。それは本ほん能のう的てきな察知だった。他の子供も皆みなそう感じ取り、ばらばらに駆け出していた。

　運の悪い奴やつは２、３歩で殺され、運のいい奴は10歩ほど逃げたところで殺された。もっと運の悪い奴は生きたまま捕つかまった。パン焼きの息子がそうだ。「僕ぼくは美お味いしいパンを焼けます！　今度皆さんに作ってあげますから……！」そんな声は途と中ちゆうで悲鳴に変わり、「その指でパンが焼けるのか、小こ僧ぞう？」げらげらと笑う声。その後は嬲なぶり殺しだった。でも、最も運の悪い奴は生きたまま逃にげ切った奴やつ。つまり俺おれだった。里で何が起きたのか知ることになったのだから。

　とにかく恐おそろしくて家に帰ることしか考えられなかった。家に帰れば父さんや母さんが居いて、きっと何とかしてくれる。家族と一いつ緒しよに逃げなくちゃ。そう思って、命からがら里へ舞まい戻もどった。

　だが、里の姿すがたは地じ獄ごくに変わっていた。

　道のあちこちに人が、人の残ざん骸がいが、人の燃もえカスが転がっている。

　炎ほのおの爆はぜる音、倒とう壊かいする家の轟ごう音おん、死肉漁あさりのカラスの鳴き声、そして悲鳴、呻うめき、下げ卑びた笑しよう声せい。

　もう夕ゆう闇やみ間近になっても、里は炎で赤々と照らされていて熱かった。炎の熱気が俺を焙あぶる。髪かみの毛が焦こげたような嫌いやな臭においが始終付きまとっていた。

　家に帰る途と中ちゆうで兵隊たちを見た。俺は咄とつ嗟さに身を隠かくし、口くち元もとを両手で押おさえる。声が出ないよう、心しん臓ぞうが飛び出さないように……。震ふるえながらも、それでも様子を窺うかがわずにはいられない。

　どうやら兵隊たちは若わかい夫ふう婦ふと小さな男の子の家族を取り囲んでいるようだった。俺の家の近所に住んでいる神官の一家だ。

　兵隊たちの頭かしららしい男は抑よく揚ようのない声で言った。

「正直に話せば子こ供どもの命は助けてやる。巫み女こはどこにいる？」

「み、巫女様は里の奥おくの聖せい殿でんにおられるはずです」

「その聖殿にいなかった。心当たりは無いのか」

「聖殿におられないならば……きっと御お山やまに籠こもられているはずです」

「山だと？　口から出まかせで俺たちを煙けむに巻まこうとしているなら後こう悔かいすることになるぞ」

「ほ、本当です。正直に話しました。だから、どうか、どうか御ご慈じ悲ひを……」

「そうか、お前が真の正直者かどうか確たしかめよう」

　兵隊長はそう言うと、小さな男の子の喉のどに剣けんを突つき立てた。びゅっと血が噴ふき出して、男の子は倒たおれ、神官の男は半はん狂きよう乱らんになった。

「何な故ぜだ！　何故こんなことをするんだ！」

　倒れた子供を抱かかえ、溢あふれだす血を手で受け止めようとしている。

「ああ！　ああ……ダメだ死ぬな。…………この腐くされ外道め！　許ゆるさん！　絶ぜつ対たいに殺してやる！　絶対にだ！」

「その憤ふん怒ぬ、本当のことを言って子供を殺されたからこその怒いかり、だな。理り不ふ尽じんな仕打ちだと感じるからこそ、そんなふうに怒おこることができる。どうやらお前は本当に正直に話したようだ」

　兵隊長は満足げに頷うなずくと、

「俺が憎にくいか？」

「殺してやる！　殺してやるぞ！　絶対に許すものか！」

「それも本当のことだな。正直者め」

　兵隊長は摑つかみかかってきた男の頭を剣けんで叩たたき割わる。即そく死しだった。そして、一人残った若わかい母親に剣を突つき付け、

「俺おれが憎にくいか？」

「ひ……どうか、お許ゆるしを……」

「俺が憎いかと聞いている」

「に、憎くなどありません。決して逆さからったりなど致いたしませんからどうかお腹なかの子だけは……」

「この噓うそつきめ。正直に話せば命は助けるといったのに」

　兵隊長は母親を串くし刺ざしにした。そうして、全て片かた付づけると兵隊たちを引き連れて去っていく。

「山やま狩がりだ、伝令を出せ。……まったく手間をかけさせてくれる」

　俺は怖こわくて怖くて泣いた。泣きながらも家に辿たどり着こうと必死だった。

　この悪あく夢むを何とかしてくれる、家に着きさえすれば、そう思っていた。強い父と賢かしこい母が俺を待ってくれているはずだ。父は代々の巫み女こ様を警けい護ごする戦士だったし、母は巫女様に仕える侍じ女じよだった。

「父さん！　母さん！」

　家はズタボロにされていた。壁かべや床ゆかにはくり抜ぬかれたような穴あながあいている。まるでバターをナイフで切り取ったかのように、すっぱりと断だん面めんを晒さらしていた。どうやったらそんなことができるのか。尋じん常じような力ではない。

　最初は何があるのかわからなかった。多分、理り解かいしたくなかったのだろう。父親と母親が倒たおれていた。正せい確かくには、父親の上半身と母親の下半身が。

　二つ合わせて丁ちよう度ど一つになるような形にされていた。すっぱりと断たち切られた断面から、じくじくと血がにじみ出ている。家の床や壁と同じように尋常でない力で切られたようだ。真っ二つにされたにしては驚おどろくほど少ない出血量。

　俺は何が何だかわからず、ぼんやりと父親の下半身と母親の上半身はどこに行ったんだろうとか探さがそうとしていた。そして、体が動いた気がしてギクリとする。

　父親が生きていた。

「父さん！」

　俺が駆かけ寄よると、父は僅わずかに手を動かし、

「…………シグか……？　どう……して戻もどってきたのだ……」

「何があったの!?　父さんみたいな戦士が一体どうしてこんな……」

「……帝てい国こくのグリームニルが……」

　神々から与あたえられし神紋ルーンを操あやつり、人知を超こえた技わざを使うという者たち。神紋を被りし者グリームニルと呼よばれる連中だ。この奇き妙みような切断方法は神紋ルーンの力なのか。

「……我われ等らの巫女様を……シグ、フーリンを助けてやってくれ……」

　喋しやべるごとに命が失われていく。見ていてわかった。

「待って！　父さん、待ってよ！」

「……フーリンは……あの子だけは……」

　何の手も打てずに、親が目の前で死んでいくのをただ見守るしかない絶ぜつ望ぼう。命がどんどん失われていくのを見つめるだけの無力感。

「…………冷たい……シグ……どこだ……」

「何言ってるの!?　ここにいる、ここにいるよ！」

「……何も……見え……な……い……」

　そして。

　俺おれは冷たくなった父親の手を握にぎったまま、呆ぼう然ぜんとしていた。

　あんなに大きくて強くて、時々俺の頭を撫なでてくれた温かかった手が、今はもう動かない。

　本当に、何が起こったのか理り解かいできなかった。

　こんなことが、何な故ぜ自分の身に起きるのか。昨日まで、いや、今け朝さだって、幸せに家族でご飯を食べ、母に甘あまえ、父に叱しかられ、友たちと遊び、戦士になることを夢ゆめ見て、生きていた。それが当たり前の生活。慣なれ親しんだ暮くらし……だった。

　なのに、何故だ？　今朝の俺と今の俺とで何が違ちがう？　これまでの日々が今日には全くあり得ないものになっているという事実。昨日とは決定的に違ってしまっている。そこに胸むねが締しめ付けられる。もう二度と昨日のようには生きられないのだ。甘える母もいない、叱ってくれる父もいない。そして友たちも……。それがわかってしまった。失われてしまって、もう取り返せないのだから。

　俺は自分の心が冷たく、死んでいくのを感じていた。誰だれかが悪戯いたずらで俺をペテンにかけたんじゃないか。これが現げん実じつだ、としたり顔で悦えつに入いっている誰かが影かげにいるんじゃないか。

「……そうだ、フーリンを。フーリンを捜さがさなきゃ」

　俺は、父の最さい期ごの言葉を思い出し、ハッと気付く。妹はどこだ？　フーリンを助けなくては。兄として、いや、里の男として、あいつを助けないといけない。フーリンは俺の妹であると同時にノルンの里の巫み女こでもある。先代から選ばれし巫女だ。あいつまで失ったら俺はどうなってしまうのか。

　きっとあいつは泣いているに違いないのだ。すぐ泣く弱虫で、いつも俺の後をついて回り、一人では何もできなかった小さな子こ供ども。そんな奴やつがこの地じ獄ごくで取り残されている。俺はたった今為なす術すべも無く父親の最期を看み取とった。だが、フーリンだけは助ける。

「どこだ！　フーリン！」

　俺は叫さけんで里を彷徨さまよった。

　炎ほのおに躍おどる影かげ。断だん末まつ魔まの呻うめき。死体の山。どこもかしこも酷ひどい有様だった。

　さっき殺された神官の話では、フーリンは御お山やまにいるということだった。もしかして、里で生き残った人たちは皆みな、フーリンと一いつ緒しよに御山に逃にげているのでは？

　でも、帝てい国こくの兵隊たちが山やま狩がりを始めるはずだ。奴やつ等らに見つかる前にフーリンを連れ出して逃にげねば。

　俺おれは御お山やまに急いだ。御山、それは俺たちノルンの民が神しん聖せいな場所として祀まつっている山だ。里を守しゆ護ごするように聳そびえ立つ山。山中に秘ひされた祭さい壇だんで生いけ贄にえを捧ささげれば神紋ルーンの神々が降こう臨りんすると言われている。

　俺は信じる。みんな祭壇にいる。そこで祈いのりを捧げ、救いを求めているはずだ。

　祭壇に着くと、そこにはノルンの里の生き残りが集っていた。フーリンを中心に輪になり、神紋ルーンの神々に助けを求めて祈いのっていた。

　ああ、良かった。まだ生きている人がいる。

　ほっとした俺がフーリンの傍そばに駆かけ寄よろうとする。そこで、がしっと俺の裾すそを摑つかむ者がいた。見れば、それは顔かお馴な染じみの少年だ。巫女様を守る戦士の少年。酷ひどい怪け我がだった。頭から血を流している。

「仮か面めんの男にやられた……」

　その少年も自分の妹を捜さがしていたという。だが、途と中ちゆうで奇き妙みような仮面をつけた男に襲おそわれたらしい。そいつはただの帝国の兵隊には見えず、更さらに人ならざる力、神紋ルーンを使ったという。神紋ルーンの使い手、つまりグリームニルだ。俺の両親を殺した奴やつに違ちがいない。

　少年は息も絶たえ絶だえに「俺の妹を助けてくれ……」と、俺に訴うつたえかけてきた。

　気持ちは痛いたいほど伝わる。俺だってフーリンを助けたくてここまで来たのだから。

　だが、俺はとんでもない間違いを犯おかしていたのだ。

「……なるほど、ここがネズミどもの巣か」

　そんなくぐもった声が聞こえたかと思うと、俺は衝しよう撃げきと共に倒たおれ伏ふした。壁かべに叩たたきつけられ視し界かいが暗転する。ドロドロとしたものが頭から流れているのがかろうじてわかった。

「……貴き様さま、仮面の……！」

　少年の叫さけびが上がり、そして、風がヒュッと鳴る。声が不自然に途切れた。続いて、どこか湿しめった音。びちゃびちゃと何か流れ出ている。大おお勢ぜいの人が悲鳴を上げる。

　俺は今いま更さらになって気付く。仮面の男に後をつけられていたのだ。俺が皆みなのいるところに逃げ込こむだろうと予想して、わざと俺を見み逃のがしていたのだ。妹を捜すことに盲もう目もくとなり、俺は死の災さい厄やくを自ら導みちびき入れてしまった。

　寒い。

　俺は何な故ぜだか急きゆう激げきな寒さに震ふるえだす。真っ暗だった。遠くなる。何もかもが遠くなっていく。そして、意い識しきもあやふやになって……。

「フー……リン……」




　俺がようやく頭を抱かかえて立ち上がった時には、全ては終わっていた。

　死んでいた。

　里の生き残りが全て、喉のどを搔かき切られ、あるいは急所を一ひと突つきされ、絶ぜつ命めいしていた。いや、ただ一人、

「……お兄……ちゃん……」

　フーリン！　俺おれにそう呼びかけてきたフーリンだけが生きていた。だが、血が止とめ処どなく流れ出ている。まだあどけないその顔を血に染そめて、倒たおれ伏ふし俺の手を捜さがす。

「フーリン！　フーリン……大だい丈じよう夫ぶか」

「……お兄ちゃん、よく聞いて……」

　フーリンの手を取り話しかけるが、俺の言葉など聞こえていないかのようだ。

「……お兄ちゃんはこれから大きな闇やみを抱かかえ込こむ……」

「闇？　闇ってなんのことだ？」

「……けれど、決して闇に負けないで。自分を見失わないで……。ノルンの秘ひ法ほうはお兄ちゃんに受け継つがれた……受け継がれてしまった……」

「秘法？」

　これがあのフーリンだろうか？　泣き虫で甘あまえん坊ぼうだった、あの？　今のフーリンは、なにか崇すう高こうなものに見えた。痛いたみや恐きよう怖ふをおして、俺に何かを伝えようと必死なフーリンは俺の知っている妹ではなかった。まさしくノルンの里の巫み女こだった。

「常つねに心正しく……闇に負けてはいけない。それはお兄ちゃんの破は滅めつを意味する……お兄ちゃんは……ノルンの民の最後の希望……」

　俺の口をついて出た言葉は、

「ま、待って。い、嫌だ……」

　悪い予感が俺を貫つらぬいていた。

　フーリンは虚うつろな目に最さい期ごの光を輝かがやかせ、

「……ごめんね、お兄ちゃんに……辛つらい思いをさせ……てしま……」

　言葉が途と切ぎれた。

　俺は喘あえいだ。

　妹を搔かき抱いだく。まだ10歳さいにもならない妹。なのに、もうそれ以上年を重ねることは無くなっていた。

　フーリンは煤すすに塗まみれ、頰ほおには血の乾かわいた筋すじが残っている。

　さっきまで。ほんのちょっと前まで生きていたのに……まただ。もう取り返しがつかない。俺はまた間に合わなかった。

　俺はフーリンを抱えてふらふら歩きだした。

　俺にじゃれてきたフーリンはいつも笑っていた。舌したったらずな声で俺を呼よんだものだ。巫み女こ様に選ばれて家を出る時、泣いて別れを嫌いやがった。そんな小さな女の子だったフーリンが……。

　この子がこんな目に遭あわねばならないなんてどんなことをしたというのだ。

　これからその眼めで色々な物を目にし、たくさんの幸せを知ることができたはずなのに、それは唐とう突とつに断たち切られた。

　何のために？

　どうして？

　俺おれは呻うめいた。幸せだった頃ころの全てを失い、強きよう烈れつな憤いきどおりに全身を委ねる。

　だが、俺は血を流し過すぎていた。力ちから尽つきて倒たおれ、傍かたわらに転がってしまったフーリンの手を強く握にぎる。強く握りたいのに力が入らないのがもどかしい。妹を一人で死なせるわけにはいかない。冥めい府ふの女おんな主あるじヘルの館への道のりは長く寂さびしいものだろうから。

　ごめん、兄ちゃん、何もできなくて……。

　意い識しきが再ふたたび薄うすれていく。ただただ無念の情じようを抱いだいて。暗くら闇やみに沈しずむ。

　その時、声を聞いた気がした。

『復ふく讐しゆうを望む覚かく悟ごはあるか？』

『報ほう復ふくを、こんな状じよう況きようをもたらした全ての者に否ひ定ていの声を上げるか？』

『汝なんじはこのような望まぬ運命に異い議ぎを唱えるか？　運命を押おし付ける神に復讐をしたくはないか？』

『然しかり、汝は相応ふさわしい。されば、そのための力を授さずけよう』

『汝に祝福あれ』

『自らの幸運を喜ぶべし』

　俺は暗闇に光る神紋ルーンを見た。力だ、受け入れれば復讐の力が手に入る。その神紋ルーンを司つかさどる神の名は……。

　意識がぐるぐる回る。頭の中を搔かき回されているような感覚。

　気付けば、俺は揺ゆさぶられていた。肩に手をあてられ、ゆさゆさと。そして、声をかけられる。

「……どうしました？　君、大だい丈じよう夫ぶですか？」







「……どうしました、ロスト？　大丈夫ですか？」

「……ああ」

　俺は思い出から立ち返る。

　心配そうに眉まゆをひそめた優やさ男おとこが俺を覗のぞきこんでいた。最初に会った時からちっとも変わらない若わか々わかしい顔、トーメントだ。

「何ボーっとしてんだよ？」

　筋きん肉にくで覆おおわれた大男、ソロウも訝いぶかしげな目で俺を見ていた。

「……少し、昔のことを思い出していた」

　記き憶おくを刺し激げきするものを見てしまい、フラッシュバックを起こしていたようだ。

「しっかりしろ。せっかくヴァルハラ城じようへ入り込こむのに使えそうな男を攫さらってきたってのに」

　ヴァルハラ城。このニーベルンの地を統すべるトロイメア帝てい国こく皇こう帝てい・永えう劫ごう帝ていの住まう城しろにして、死の罠わなの城、二度とは出られぬ魔ま宮きゆうとして有名だ。迷めい宮きゆうになっていて、高位の者しか中には立ち入いれないという。用心深い永劫帝はその迷宮の奥おくに隠かくれ、帝国を統べているのだ。永劫帝は平和は力によってしか成り立たぬと嘯うそぶき多くの国や街へ攻せめ入いっては傘さん下かに収おさめてきた。歯向かった者は全て滅ほろぼされ、今では確たしかに平和が成り立っている。いつ皇帝から斬ざん首しゆされるかわからぬ平和が。

　俺おれは胡う乱ろんな目付きで、その役立ちそうな男を眺ながめる。その男の顔は強こわ張ばっていた。だらだらと汗あせが生じている。そのくせ、意味不明の笑みを浮うかべて、

「何でも聞いてくだされ」

　男は恐きよう怖ふと緊きん張ちようで声が震ふるえていた。

「どんな要求でも受け入れますゆえ、金ですか？　いくらお支し払はらいすれば？」

　その男は永劫帝に仕える大臣の一人だった。いわゆる高位の者という奴やつ。しかも、ヴァルハラ城の警けい備び責せき任にん者しやという役どころだ。

　そいつは俺たちをぐるりと見回した。どこか逃にげ道が無いか探さがすかのように。俺たちの誰だれかが、一人でも肯こう定てい的てきな表ひよう情じようをしていないか探さぐるかのように。

　そして、男の意味不明の笑顔が失われていく。交こう渉しようできる余よ地ちなど無いことがわかったのだろう。

　トーメントが皆みなを代表して口を開く。

「皇こう帝ていの居い場ば所しよはどこですか？」

　トーメントは優ゆう雅がな男だ。ヒョウのような身のこなし。ほつれ一つないまっさらなマントを羽は織おり、金色の髪かみは流れるよう。だが、薄うすい唇くちびるに鋭するど過すぎる眼がん光こうが、彼に近付く者を凍いてつかせる。誰もが、彼に本ほん能のう的てきな危き険けんを感じるだろう。そして、それは正しい。

　彼は殺さつ人じん鬼きだ。息をするかの如ごとく人を殺すことが出来る。人ひと狩がりと言ってもいい。帝国の犬を狩かるという人狩りに。

　その人狩りに問われて、大臣は唾つばを飲み込んだ。喘あえぎつつ、

「陛へい下かは常つねに御ご所しよにあらせられ……」

「城のどこに隠かくれているのですか？」

　トーメントが遮さえぎるように続けて問う。

　大臣は苦しげに声を絞しぼり出す。

「し、知りませぬ……」

「ああ!?　知らないだと!?」

　背はい後ごからの突とつ然ぜんの怒ど声せい＆椅い子すを蹴けり飛ばす音に、大臣が縮ちぢみあがる。転がる椅子の残ざん骸がい。

　怒声を上げたのはソロウだ。黒々と焼けた腕うでは筋きん肉にくで盛もり上がっている。山のような体。それが今、怒いかりで更さらに怒ど張ちようして見えた。

「お前、皇こう帝てい直下の大臣だろうが？　お前は自分が崇あがめる奴やつがどこにいるかもわからずに働いてんのか？」

「……黙だまっていてくれませんか、ソロウ。質しつ問もんは私の役目です。あなたの役やく割わりは他にある」

　トーメントの冷たい声に、ソロウが顔を歪ゆがめる。

「そいつがふざけたこと抜ぬかすからだろうが！」

　そして、大臣にのしかかるようにして、

「舐なめやがって……お前、筋力どれくらいだよ？」

「は、はあ？」

　大臣は完全に腰こしが引けた様子で、ひきつった声を出す。ソロウは剣けん吞のんな目つきで大臣を睨ねめ回し、

「……６、いやよくて５くらいだな。昔は兵隊でもやって鍛きたえてたんだろうが、今じゃ衰おとろえてやがる。このゴミめ！」

　吐はき捨すてた。

「その程てい度どの筋力で舐めたこと言ってんじゃねえってんだよ。お前みたいな雑ざ魚こ、片かた手てで捩ねじ切れるぞ？」

　ソロウは自分独どく自じの基き準じゆんを持っている。ソロウ自身は筋力５００だそうだ。自じ称しようだが。

「俺おれよりはるかクソみてえに低い筋力のくせに、そんな言い訳わけが通ると思ってんのか！　どこだ!?　皇帝は城しろのどこにいるんだよ！」

　大臣は何がソロウの逆げき鱗りんに触ふれたのか全くわからない様子で、目を白黒させた。

「こ、皇帝陛へい下かは常つねに城のいずこかに身を隠かくしておいでで、私にも正せい確かくな居い場ば所しよはわかりませぬ！」

　悲鳴のような弁べん明めいを始める。

「ヴァルハラ城じようが迷めい宮きゆうとなっているのは御ご存ぞんじでしょう？　あそこは、神紋ルーンの力で守られた城。だからこそ難なん攻こう不ふ落らくのままなのです。招まねかれざる者は神紋ルーンの力で永えい遠えんに城内を彷徨さまよい続けると言われております。それは私とて同じ。あそこは、私も知らぬ罠わなや隠し扉とびらの山なのです」

　トーメントが抑よく揚ようの利きいた声で尋たずねる。

「皇帝を警けい護ごする大臣でさえも、ヴァルハラ城を自由に行き来できない、と？」

「は、はい。城内の詳しよう細さいは皇帝陛下とその親しん衛えい隊たいであるビフレストたちしか把は握あくしておりません。私達も入城を許ゆるされているのはごく一部のみ。これまで盗とう賊ぞくや暗殺者が城内に忍しのび込んだことは多々あれど、生きて帰ってきた者は一人も無いと言われる所以ゆえんです」

　噂うわさ通りの死の罠の城ヴァルハラ、というところか。神紋ルーンの力を持つ俺たちなら罠ごときに後れはとらないだろうが、迷めい宮きゆうは厄やつ介かいだ。噂うわさの通りなら、永えい遠えんに迷宮内を迷まよい続け、どこにも辿たどり着けないだろう。だからこそ、警けい備び責せき任にん者しやであるこの大臣を拉ら致ちし、密ひそかに皇こう帝ていのもとへと至いたる道を聞き出そうとしたのだが、

「私は城しろの各御み門かどを守っている衛えい兵へいたちを統とう括かつしているだけで、ヴァルハラ城じよう内部の警けい護ごはお役目ではありませぬ。故ゆえに城の秘ひ密みつは知らされていないのです」

　そう聞いて、俺おれは内心舌した打うちした。

　これでは、一いちか八ばちかで城内に飛び込こむ以外、皇帝を処しよ刑けいする方法はなさそうだ。

「……皇帝陛へい下かのお傍そばで身を守るのは親しん衛えい隊たいであるビフレストたちの仕事。皇帝陛下の御ご下か命めいを我われ等らに下すのもビフレストの役目。神紋ルーンの力を使えぬ我等は城の各御門を守っているだけの案か山か子しに過すぎません。本当に何も知らぬのです。皇帝陛下のお姿すがたさえ年に一度も見られればいいほどで……どうかこれで御ご勘かん弁べんください。あなた方のことは決して話しませぬから」

　饒じよう舌ぜつにべらべらと喋しやべられる。無む駄だな情じよう報ほうが続きそうなところで、トーメントは表ひよう情じようも変えずに、

「そうですか。無む駄だ骨ぼねでしたね」

　首を搔かき切る動作をした。

　ソロウが大臣の肩かたに手を置く。自分の役やく割わりを果たそうとするかのように。

　大臣は、まるで熊くまに肩を叩たたかれたかのように感じたのだろう、

「ま、待たれよ！　皇帝のもとに行きたいのなら方法はありまする！」

　甲かん高だかい声で叫さけんだ。

　ソロウが肩を竦すくめる。しかめっ面つらで、ヘッと小声で吐はき捨すてた。

　見苦しさに呆あきれたようだ。それでも俺に、どうする？　と問うように首を傾かしげてきた。そんな小さな動きなのに、その巨きよ漢かんさゆえにまるで岩が動いたかのように見える。

　俺は答えず沈ちん黙もくで返す。ソロウたちもそれに倣ならった。

　大臣は目をあちこちに巡めぐらせながら、考えもあちこちに巡らせているようだ。自分が助かるために必死に頭を働かせている。

　きっと良い話を聞かせてくれるだろう。そのための沈黙だ。

「ま、間もなく皇帝から発はつ布ぷが為なされるはずです」

　大臣は沈黙に耐たえられず、早口になっていた。

「帝国中のグリームニルを召めし出し、競い合わせるための発布が」

「……競い合わせる？」

　俺の代わりにフュアリーが呟つぶやいた。俺たちならず者の中では場ば違ちがいな少女。大臣はその美しく白い肌はだに目を奪うばわれたのか、それとも彼かの女じよの面おも影かげに何か思いだすことがあったのか、じっとフュアリーに目線を注ぐ。

「はい。皇帝陛下は全てのグリームニルを帝てい都と闘とう技ぎ場じようへ集め、死をも厭いとわぬ戦いを催もよおすおつもりです。殺し合いをさせるおつもりなのです」

「なんのつもりかわからないけれど……まるでラグナロクのようね」

　フュアリーは顔を背そむけながら言った。ソロウが首を捻ひねる。

「ラグナロク？」

「ラグナロクとは、神々が世界の終しゆう焉えんを迎むかえる際さい、神々が新たな世界を創そう造ぞうするために引き起こす戦争のこと……全ての神が殺し合う。そして、ラグナロクの後に世界は一度滅ほろびると伝でん承しようにある」

　フュアリーが素そっ気けなくソロウの問いに答こたえる。すると、大臣はすかさずそれに乗っかった。

「そ、そうです。皇こう帝てい陛へい下かはそのラグナロクを模もして大きな催もよおしを為なされるおつもりと聞き及およびました。帝てい国こく中じゆうのグリームニルたちを集めて競きそい合わせ、最も優すぐれたグリームニルを選ぶのだとか。優ゆう勝しようした者には皇帝御おん自みずから報ほう奨しようを授さずけられるとのこと。その時ならば、皇帝陛下と見まみえること叶かないますぞ」

「ほう！　つまり闘とう技ぎ大たい会かいか！」

　ソロウが目を輝かがやかせた。破は顔がんする。熊くまが笑ったかのようだ。

「いいな、それ！　筋きん力りよくの高い奴やつ等らもいっぱい集まるんだろ？」

　ソロウは俺おれたちとは少し違ちがう。帝国に大きな恨うらみがあるわけではない。帝国に一族を誅ちゆう滅めつさせられたわけでも、地位を追われたわけでもない。ソロウは無法者で、自分のやることに法ほう律りつという名の横よこ槍やりを入れてくる帝国の連中を鬱うつ陶とうしいと思っているだけだ。だから、帝国のやること全てに対して必ずしも反発するわけではないし、今回のように大おお暴あばれできそうな状じよう況きようには興きよう味み津しん々しんだ。

「いいじゃねえか！　俺たちでその闘技大会に出ようぜ。それで優勝して、褒美として皇帝の命を貰もらえばいい。こりゃあ帝国の奴等の大好きな合法的ってもんだ」

「馬ば鹿からしい」

　フュアリーがその小さな口から吐はき捨すてる。

「どうしてそんな茶番に付き合わなければならないの？　帝国やそれに従したがう連中の行うバカな殺し合いなんて勝手にやらせておけばいい」

　だが、フュアリーはちらりと俺を見て、

「……もちろん、あなたが命じるなら別だけど。私にそいつらの内の誰だれかを殺して欲ほしい？」

　フュアリーは、俺が命令すれば誰でも一人だけ殺してくれる。そういう約束だ。それが、死にかけていたフュアリーを俺が救ってしまった代だい償しよう、ということだった。本来、冥めい府ふの女おんな主あるじヘルのもとへ送られるはずだったフュアリーの命を、俺は盗ぬすんだのだという。だから、フュアリーは盗まれた命の代わりに、別の命を冥府の女主ヘルに返さねばならないそうだ。

「私が殺すべき者の名を言って。私がその者を殺す。それであなたとの貸かし借りはなくなり、私はここを去ることができるの」

　俺は皇帝の死を願っているが、それを口に出すつもりは無い。復ふく讐しゆうは俺がやらなくてはならないことだからだ。

　俺おれはフュアリーに誰だれかを殺させる権けん利りを持ちながら、それを行使しないでいる。その状じよう態たいが気にくわないフュアリーは、事あるごとに俺に迫せまる。名前を言え、と。

　トーメントもソロウの提てい案あんには良い顔をしなかった。

「そもそも私たちがそのグリームニルの殺し合いに参加できるとは思えませんが。人にん相そうの割われたお尋たずね者もいることですし」

　帝てい国こくのお尋ね者でもあるソロウが、咳せき払ばらいなどしつつ、居い心ごこ地ち悪そうに身み動じろぎした。

「皇こう帝ていと会う計画を立てるとして、これではとても現げん実じつ的てきな案とは思えません」

　一いち瞥べつされ、大臣は舌したを回し始める。

「そ、そんなことはありません。この闘とう技ぎ大たい会かい、『神紋演武ルーンレゾナンス』に参加するグリームニルは一切の罪つみを免まぬがれます。犯はん罪ざい者しやや謀む反ほん人にんでも、『神紋演武ルーンレゾナンス』に参加するのならその罪は許ゆるされると。皇帝陛下は、優ゆう秀しゆうなグリームニルを呼よび寄よせるためならいかなる措そ置ちも辞さぬご様子です。人ひと質じちを取られ脅おどされ、無理やり参加を強しいられる者もおるとか」

「ほう、それならば私たちが潜もぐり込こみ、皇帝を討うつのも可か能のうかもしれませんね。これは考えてみる価か値ちがあるかもしれませんよ、ロスト」

　トーメントも一転してソロウに同調するかのよう。

　しかし、そんなにもグリームニルを求めているだと？

　俺は自らの体に宿る力に思い至いたらせる。

　グリームニルとは神の持つ異い能のうを操あやつる者たちのことだ。神紋ルーンを描えがいたり体に浮うかび上がらせたりすることによって、その神紋ルーンに対たい応おうした神の力や神具を使うことができる。常じよう人じんとは違ちがう、神から祝福されし者たち。もっとも、神々にもいろいろな奴やつがいて、悪あく神じんから祝福を受けるということが、本当に喜ばしいことなのかどうか……。

　グリームニルになるために大きな代だい償しようを支し払はらうこともあるのだ。生まれつき神紋ルーンの神から加か護ごを与あたえられている者もいれば、啓けい示じを受けて開かい眼げんする者もいる。たまたま神の遺い物ぶつを見つけ出し、神紋ルーンの力を宿してしまった者もいるだろう。だが、俺の場合はそうではなかった。

　神紋ルーンの神は悲ひ劇げきを好む。むごたらしい惨さん劇げきを生き抜ぬいた者に祝福と称しようして神紋ルーンの力を授さずけたりする。それはつまり、自らの肉親や大切な者を生いけ贄にえにするようなものだ。そうして悶もだえ苦しむ姿すがたを見て喜ぶような神から神紋ルーンの力を授かったとして、それは良いことなのだろうか？　俺は決してグリームニルの存そん在ざいを全面的に良いことだとは受け入れられない。

　こんな力を寄よこすよりも、悲劇を食い止めてくれた方がよっぽどよかった。だが、最も早はや取り返しはつかない。なら、精せい々ぜいこの力を利用させてもらうだけだ。復ふく讐しゆうのために。これがまた新たな悲劇を生みだして、胸むなくそ悪い神を喜ばせるだけなのだとしても。もう俺は自分を止められない……。止められるものか……。

「何のために？」

　その言葉に俺おれは引き戻もどされる。フュアリーの声だった。

　何のために、だと？　俺は何のために神紋ルーンの力を……。

「何のためにそこまでしてグリームニルを集めようというの？　皇こう帝ていは何を考えている？」

「そ、それはもちろん、優ゆう秀しゆうなグリームニルを手に入れたいとお望みなのでしょう」

　大臣は追つい従しようするように言った。

「貴き殿でんらなら、きっと皇帝陛へい下かの御お目めに留とまるかと」

　言い終わる前に、大臣の右みぎ掌てのひらにナイフが突つき刺さされていた。大臣の口が、顔が歪ゆがみ、軋きしるような悲鳴を漏もらす。

「な、なにを……ううぅぅ」

「噓うそをつくのはお勧すすめしません」

　トーメントが言う。血のついたナイフを引き抜ぬき、鞘さやに納おさめる。人ひと狩がりは、獲え物ものの意図を正せい確かくに見み抜ぬくものだ。獲物の表ひよう情じようや呼こ吸きゆう、何なに気げない仕し草ぐさから見抜く。

「それは本心からの言葉ではない。皇帝の思おも惑わくには、何か別の企たくらみがあるのですね？　それを言いなさい」

　大臣は必死に悲鳴を押おし殺し、絶たえ絶だえに口を開いた。

「こ、皇帝陛下は……ご覧らんになりたいのだと思います」

「何を？」

「グリームニルたちの殺し合いを。かのラグナロクのように、神の力を持つ者たちの死ぬ姿すがたを」

　なるほど、と俺は独ひとりごちる。

　つまり、奴やつは楽しみたいのだ。異い能のうの力を持つ者同士が、自分の命令に従したがって殺し合いに興きようじる様を。全ぜん能のうの神にでもなったつもりなのだろう。だが、そういうつもりならいい。つけこむ隙すきがあるということだからだ。

　奴は自分に向けられている憎にくしみや恨うらみを舐なめ過すぎだ。

「じゃあ望み通り見せてやろうじゃねえか」

　ソロウがかかと笑う。

「俺たちが『神紋演武ルーンレゾナンス』に出て、他の奴やつ等ら全部殺して優勝、最後に皇帝もぶっ倒たおす。簡かん単たんな話だな」

「ですが、実じつ際さいのところソロウでは優勝するのは無理です」

「……ああ？　なんだって？」

　ソロウが笑いを引っ込めた。それを無む視しして、トーメントは腕うで組ぐみをする。

「別にソロウが死んでも全くもってちっとも構かまいませんが、単なる無む駄だ死じにされては困こまりますね」

「おい！」

　声を荒あららげるソロウ。が、トーメントは、度どし難がたい、とばかりに首を振ふる。

「あなたが生きている理由は、ロストの盾たてとなって死ぬためなのですよ、ソロウ？　一対一の演えん武ぶで負けて死ぬということは、その最さい低てい限げんの役やく割わりすら果たさずに死ぬということ。そのような無む責せき任にんさを恥はじる気持ちは無いのですか？」

「なんで俺おれが負けること前ぜん提ていで話してんだ!?　お前ごときの筋きん力りよくでよぉ、ああ!?」

　トーメントは無む視しする。

「……仕方ありませんね。ロストを危き険けんに晒さらすわけにもいきませんし、闘とう技ぎ大たい会かいという形式ならば、私が『神紋演武ルーンレゾナンス』に出ましょう。私が優ゆう勝しようして、皇こう帝ていを引きずり出すことにします。ロストは皇帝を倒たおす最後の瞬しゆん間かんまで、どこか安全なところに隠かくれていてくださいね」

　過か保ほ護ご。昔からやたらとトーメントは俺おれを守ることに執しゆう着ちやくする。それに反発したのはソロウだ。

「はあ？　お前、何言ってんだ!?」

「あなたのそのでかい図ずう体たいはロストの盾にしか使えないから私が仕方なく優勝します、と言っていますが？」

「優勝!?　お前が？　お前の神紋ルーン、狩しゆ猟りようの神紋ルーンなんてウサギ狩りにしか使えないだろが！」

「狩りの獲え物ものと一対一の勝負なら、ウル神のグリームニルは誰だれにも負けませんよ。ウルは決闘の神でもあるのですから。なんなら今ここで試してみますか？」

「すかしやがって……」

　ソロウはすぐに頭に血が上る。首くび筋すじに神紋ルーンが浮うかび上がっていた。ソロウの持つ神紋ルーン、豪ごう雷らいの神紋ルーンだ。

　表ひよう情じようを変えず、トーメントも神紋ルーンを浮かび上がらせている。

　これはダメだ。

　仲間同士で神紋ルーンを使用するのはルール違い反はんに他ならない。

「やめろ」

　俺は短く言った。それまで潜ひそんでいた暗がりから姿すがたを現あらわす。マントの裾すそが翻ひるがえった。

　あっ、と大臣が悲鳴を上げる。

「そのマントの背せ中なかにある運命の神紋ルーン……貴き殿でんは、貴殿らは……」

　俺は大臣を無視した。

「ソロウ、はしゃぐな。トーメント、お前もだ。わかるな？」

「ああ、すまないロスト……」

　ソロウはたじろいだ様子で答える。

「ロスト、私はただあなたの身を案じて……」

　言いかけたトーメントに一いち瞥べつをくれる。トーメントは鼻はな白じろみ、頭を伏ふせた。

「申し訳わけありません、ロスト」

　そして、トーメントは項垂うなだれた。

「仲間同士の争いは今後もやめろ。わかったな」

　トーメントはちらりと俺おれを上うわ目め遣づかいして、

「許ゆるしてくれるのですか？」

「ああ」

「これからもお仕つかえすることを許してくださいますか？」

「ああ、わかったわかった」

　表ひよう情じように光が戻もどる。

「ありがとうございます！　何という心の広さか！　もしロストに仕えることができなくなったならば、私は死を選ぶでしょう。つまり、ロストは私の命の恩おん人じんも同じ！　これからは粉ふん骨こつ砕さい身しん、今まで以上にロストにお仕えすることを誓ちかいます！」

　俺は肩かたを竦すくめる。俺以外の奴やつには冷れい酷こく極きわまりないというのに、トーメントは初めて会った時からこんな風だった。

　俺は顔をしかめているソロウに言う。

「お前も、そんなに神紋ルーンの力を使いたいなら『神紋演武ルーンレゾナンス』で存ぞん分ぶんに振ふるえ。俺もそうする」

「お、そうか？　やっぱり俺が出なきゃな！」

　ソロウが相そう好ごうを崩くずす。

　一方、トーメントは聞き逃のがさない。

「お待ちください、ロスト。まさかあなたも『神紋演武ルーンレゾナンス』に参加するつもりですか？」

「そうだ。戦いは俺たち全員でする。誰だれか一人に押おし付けたりはしない」

「でも、ロスト。あなたは別です。危き険けんなことは私たちに任まかせて、あなたは安全な……」

「トーメント？　まだ何か言いたいことがあるのか？」

「……いえ。それでこそロストです。あなたならそうするとわかっていました」

　トーメントはコロッと態たい度どを変えた。俺をほめたたえる。何だか奇き妙みように満足げな笑みを浮うかべて。その笑みを見て俺は思う。……なんだろう、俺はうまく乗せられたのか？

　これらの話を聞いて、フュアリーは溜ため息だ。

　そして、俺をアメジスト色の瞳で見み据すえてくる。

「一いち応おう聞いておくけど、『神紋演武ルーンレゾナンス』に手を出すなら帝てい国こくの親しん衛えい隊たいと正面からやり合うことになるってわかっている？　『神紋演武ルーンレゾナンス』には皇帝に与くみするグリームニルたちも参加するはず」

　それはつまりビフレストたちのことだ。皇帝に忠ちゆう誠せいを誓ちかうグリームニルたち。皇帝はこいつらに演えん武ぶ参加者たちを殺させて楽しむつもりなのかもしれない。が、

「それがどうした？　俺たちが帝国の犬に後れを取るとでも？　フュアリー、お前はそう思っているのか？」

　フュアリーは溜め息と共に首を振ふった。

「違ちがう。その者たちの内の誰だれかの名前を言いなさい。そいつは私が殺す」

「その必要は無い。帝国の犬如ごとき、何の障しよう害がいにもならない」

「やっぱり……あなたは、また私を解かい放ほうしないのね。あなたに命を奪うばわれてから、私はいつまであなたに付き従したがわねばならないの？」

「命を奪う？　……死にかけていたのを拾っただけだろ」

　フュアリーが溜ため息を吐つきながら言う。

「言っておくけれど、私があなたにできることは、あなたの代わりに命を一つ取り返すことだけ。その命令をしないのなら、私はあなたに何もしてあげられないから」

　フュアリーは、そう言いながらも、今までずっと俺おれたちについてきている。俺が命令しないから、いつまでも解放されないと愚ぐ痴ちをこぼしながら。なのに、俺が命令せずとも、俺たちの敵てきと戦うのだ。さりげなく背はい後ごの敵を始末したり、隠かくれ潜ひそむ敵の居い場ば所しよを探さがしたりと。これはどういうことなのか。聞いてみたら「私が命を返す前にあなたが死んだら、私の命は永えい遠えんに盗ぬすまれたままになる。それは困こまるから仕方なくやってるの。それが嫌いやなら、さっさと私に奪うばって欲ほしい命の名を言いなさい」などという。彼かの女じよの言動はよくわからない。

　そのフュアリーはトーメントと違ちがって殺さつ人じん鬼きという訳わけではない。死神ではあるかもしれないが。だから、たまには憐れん憫びんの情じようというものを感じることもあるようで、

「……わざわざあなたたちに殺されるために演武に参加する連中も可哀かわい相そうに」

　などと言う。そして、俺は言う。

「帝てい国こくに与くみする連中に哀あわれさでも感じて気が進まないなら、お前は手を引いても構かまわないが」

　フュアリーは短く呟つぶやく。

「……そんなことは言っていないわ」

「だが、『神紋演武ルーンレゾナンス』に参加するつもりは無いんだろう？　だったら、ついてこなくてもいい」

「約束でしょう!?」

　フュアリーは厳きびしい声を出す。

「あなたが私の命を盗んだ以上、私はあなたから命を取り返さなければならない。私を遠ざけて、命を盗んだままでいようなんて冥めい府ふの女おんな主あるじを愚ぐ弄ろうするつもり？　ええ、絶ぜつ対たいに私も行くわ。演武に出てあげる。そしていつか必ず、あなたから命を取り返してみせる。これはもう私個こ人じんの意い志しではなく、神のために仕方のないことなの」

「いや、どうしても嫌いやなら、誰か適てき当とうな奴やつの名前を挙あげてもいいが？　そうすれば、そいつを殺してお前は自由に……」

「行くって言ってるでしょ！」

　フュアリーは、ぷい、と横を向いた。

「せっかくその約束とやらから解放してやろうというのに。まったくよくわからないな」

　俺が言うと、フュアリーはふくれっ面つらで捨すて台詞ぜりふのように、

「……まったく、どうしてこんな『神紋演武ルーンレゾナンス』なんて茶番に本気になるのかしら」
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「その茶番を俺おれたちが潰つぶす」

　そう答えた。

「……それで皇こう帝ていが姿すがたを現あらわすとでも思っているわけ？」

　フュアリーの問いに、俺は答えない。

「あなたが帝国に対して何か思うところがあるのは知っているわ。でも、その帝国に対してこんなことをしてどんな意味があるというの？」

「帝国にまつろわぬ者が帝国の威い信しんを賭かけた演えん武ぶで横から優ゆう勝しようを搔かっ攫さらう。帝国の威信は地に落ちるだろう。そのうえで皇帝を殺してやる。それが俺の望みだ」

「オーケー！　そういうことなら任まかせとけ！」

　ソロウが胸むねを張はった。

「弱い奴を虚こ仮けにするのは大好きだ！」

　俺はそこでようやく大臣に目をくれる。俺たちの正体に気付いた大臣は震ふるえていた。

「貴き殿でんらは血誓兄弟フオースブレーズだったのか……」

　血誓兄弟フオースブレーズ。帝国の息がかかった地域で暗殺や略りやく奪だつを繰くり返す無む法ほうの集しゆう団だん。皇帝に与くみする者には例外なく死を振ふりまく死神。俺たちについて知っているのは、そのようなところだろう。

　大臣は噂うわさに怯おびえていた。実じつ際さい、俺たちがこの男をスラムの廃はい屋おくに拉ら致ちする際さい、護ご衛えいの兵士たちを瞬またたく間に殺している。容よう赦しやも無く、問答もしなかった。噂通り、帝国に与する者に死を与えたのを目まの当たりにしたわけだ。こいつが次は自分の番だと思っていても不思議は無い。

　大臣は震ふるえる声で、

「な、何な故ぜ、わざわざ帝てい都とに……」

「教えてやろう。皇こう帝ていを殺すためだ。そして、それを聞いてしまったお前はここで口を封ふうじられるしかない」

「ま、ま、待ってくだされ！　何も喋しやべりません、何でも協力いたします！　ここまで話したではないですか。どうかお目こぼしを！」

　大臣は哀あわれさを誘さそうように這はいつくばってきた。

「……お前は実に恭きよう順じゆんで気持ちのいい男だ。いいだろう。そこの扉とびらから出て行ってもいい」

「ほ、本当ですか！」

　ソロウが目を丸くして、

「おい、いいのかよ？」

「何言ってるの!?　絶ぜつ対たいにダメよ！　そいつの名を私に言いなさい」

　フュアリーも眦まなじりをきっと上げて言った。

　だが、俺おれは彼かれ等らには何も言わず、ただ大臣に話しかける。

「ただし、お前が真の正直者だったらの話だ。真実のみが裁さばきの神に喜ばれたもう。俺がこれから聞くことに正直に答えるか？」

「はい、もちろんですとも！　知っていることでしたら包み隠かくさずお話しいたします！」

　熱意をもって大臣が答える。実に気持ちのいい奴やつだ。

「お前。大臣になる前は帝てい国こく軍ぐんにいなかったか？」

「はい。軍で功を上げ、城しろに上がれる身分へ昇しよう格かくいたしました」

「じゃあ、その昔、ノルンの民を討とう伐ばつする戦いにも参加したか？」

「はい。そもそもその討伐で上げた軍功こそが私の誉ほまれでして」

「ほう。つまりお前はノルンの民を殺して昇格したわけか。ところで、俺はノルンの里の出と知っていたか？」

「は……？」

　大臣の熱意が引きつる。

「続けるぞ。それで、俺はそのノルンの民討伐に関して、捜さがしている奴がいる」

「ど、どのような輩やからですか……？」

　一転して口ごもる大臣。

「まず、第一に人や物を切り取る力を持っているグリームニルだ。俺の親父とおふくろを殺した奴だがそいつを知ってるか？」

「さ、さあ、知りませぬ」

「本当か？」

「……ほ、本当なのです！　私の知る限かぎりでは、皇こう帝てい陛へい下かに仕つかえるビフレストたちの中にそのような力がある者はいないはずです！」

　必死の口調だった。そして、死ぬ様子は無い。

「そうか。お前は今、実に正直者だな。では、次の質しつ問もんだ。ノルンの里には大おお勢ぜいの人がいた。その全部が殺されたとは思えない。俺おれ以外にも生き残りがいるはずだ。お前はそいつらのこと、知ってるんじゃないか？」

「え、それは……」

「知ってるよな？　ここからはよく考えて答えろ。俺は今、ある神紋ルーンの力を発動させている」

　俺は口を開け、舌したを外に出す。そこには光り輝かがやく雄ゆう弁べんの神紋ルーンが浮うかんでいるはずだ。

「先さき程ほど、俺は会話の中にフォルセティの神紋ルーンを呼よび起こすための言葉を入れておいたが気付いていたか？　『真実のみが裁さばきの神に喜ばれたもう』とな。そして、この神紋ルーンが発動された。その発動後、俺はお前に聞いた。『正直に話すか？』と。お前はそれに、『はい』と答えた。その時点で、お前は俺の問いに偽いつわりで答えれば死ぬことが決まった。仲ちゆう裁さいと裁きの神フォルセティは真実のみを喜び、偽りには死を賜たまわる」

「な、な……」

　大臣は絶ぜつ句くした。

「さあ、答えてみろ。軽い気持ちで、『覚えていない』なんて言うなよ？　少しでも心当たりがあれば、それは偽いつわりと見み做なされて死ぬことになる」

「あ……うう」

「おい、どうなんだ？　お前がノルンの里で山やま狩がりをしたんじゃあなかったか？」

「そ……それは……確たしかに、そうです……で、ですが！　ノルンの民は皇こう帝てい陛へい下かの命令で一人残らず、その……と、捕とらえた生き残りがいるとすれば、それは恐おそらく全て皇帝陛下のもとへと連れて行かれたはずです。その者たちが、今ではどこにいるのか、私などでは知りようもありませぬ！　既すでに処しよ刑けいされたか、城しろの奥おく深くに幽ゆう閉へいされているか……わ、私がしたのではありませぬよ、全て皇帝陛下の御み心こころなのですから！」

　大臣は死んでいなかった。

「そうか。今生きているところを見ると、お前は正直に話しているんだな。では、最後の質問だ。俺はノルンの里で、ある神官の家族に質問をした男を捜さがしている」

「え？」

　大臣は唐とう突とつな質問に戸と惑まどったようだった。

「そいつはその家族に面白い質問の仕方をしていた。『正直に話せば命を助ける』とな。確か、巫み女こ様の居い場ば所しよを聞いていたな。どうだ？　そんな質問をした男に心当たりは無いか？　帝国の軍人で、兵隊たちに山狩りを指し示じできるくらいの立場の指し揮き官かんだったと思うんだが？」

　大臣は押おし黙だまり、それから、

「……そ、それは私のことかと……」

「ああ。やはりそうか……。お前を一目見たときからそうじゃないかと思っていた。思い出したんだ。嫌いやなことも併あわせてな。で、ええと、どうだった？　その神官は正直に話していたか？」

「は……はい、巫み女この居い場ば所しよを正直に答えました……」

「お前はその正直者をどうした？」

「そ、それは……」

「正直に答えろ。そうすれば命は助けてやる」

　大臣はひくついて、

「そ、その者は確たしかに殺しましたが、し、しかし、討とう伐ばつは皇こう帝てい陛へい下かの御ご命めい令れいで、ノルンの民は皆みな殺ごろしにするようにと、わ、私はそれに従したがったまでで……」

「それをあの世であの家族に申し開きしてみろ。許ゆるしを請こうて来い。もしそれで許されたらお前が生き還かえるのを許してやってもいい」

　俺おれはゆっくりと大臣に近付いた。口の中で小さく神しん言ごんを唱える。右手に神紋ルーン文字が浮うかび上がる。大臣はぱくぱくと口を開かい閉へいし、

「な……!?　また別の神紋ルーンが……!?　神紋ルーンを複ふく数すう扱える者がいるなんて……」

　俺はこの力を、この能のう力りよくを得た。だが……そのために……。

「い、生かしてくれますよね？　出て行ってもいいと言いましたよね？」

「ああ。出て行けばいい。ただし……俺から逃のがれられたら、な」

　大臣はか細い悲鳴を上げて飛び上がった。そして、転げるようにして扉とびらへと辿たどり着く。小こ刻きざみに震ふるえる手で扉とびらを開け放ち、俺の方を振ふり返りながら外へと飛び出していった。

　残念ながら、そこに床ゆかはなかった。落ちていく大臣の悲鳴はすぐに、ドン、という空間が閉とじる鈍にぶい音と共に途と絶だえた。

　俺は空間を捻ねじ曲げる神紋ルーン──森の隠いん者じやヴィーザルが司つかさどる虚こ空くうの能力で廃はい屋おくの床を元に戻もどしつつ、呟つぶやいた。

「どうやらあの家族はお前を許さなかったようだな」




　大臣の言葉通り、後日に皇帝からの発はつ布ぷがあった。

『我わが力は神々をも凌りよう駕がする、その力をもって神々に命ず。我がために殺し合え』

『神紋演武ルーンレゾナンス』開かい催さいの告知だった。

　これを聞いて神々──正せい確かくには神の力を顕けん現げんする者たち、グリームニルが帝都へと集うこととなる。コロシアムにて競きそわれる、異い能のうを持つ人間同士の殺し合いに乗じるために。













　　第一章　血誓兄弟フオースブレーズ







　コロシアムに続く道は人で溢あふれていた。屋台が並ならび、芳かんばしい香かおりが漂ただよう。

　ボロを着た連中が道のあちこちに溜たまっては、声こわ高だかに話しあっている。

　どーん、どーん、と道の先から太たい鼓この音が響ひびいてきた。

「いよいよ始まるぞ」

　早口で誰だれかが叫さけんだ。

「闘とう技ぎ場じようが開いたみたいだ」

「とうとう『神紋演武ルーンレゾナンス』の始まりか」

　人々の囁ささやきが耳に入ってくる。

　フュアリーの溜め息も耳に入ってくる。

「ここまで来ておいて何だけど……これから具体的にはどうするつもり？」

　俺おれは傍かたわらを歩く血誓兄弟フオースブレーズのメンバーたちに目をやった。ソロウがその巨きよ体たいで前を行けば、自おのずと道は開かれ、俺たちはそうして開かれた道を辿たどっている。

「ソロウの言っていた通りだ。演えん武ぶで優ゆう勝しようすればいい」

「優勝するっていうけど、そもそも今から『神紋演武ルーンレゾナンス』に参加できるの？　もう参加者は決まっているんじゃない？」

　ソロウが大声で笑う。

「そんなこと心配すんな。フュアリーは本当に心しん配ぱい性しようだな！　それについてはいい方法がある」

「……無む益えきだと思うけれど、あなたの意見を一いち応おう聞きましょう」

「演武に出る奴やつに空きがでればいい。で、俺たちがその代わりに入る。簡かん単たんだろ？」

　ソロウが胸むねを張はった。

「だから演武に出る奴を見つけ出して、ぶっ殺しちまえばいいんだよ！」

「はぁ……ソロウはいつもこれですからね。騒さわぎを起こさないでください」

　トーメントが肩かたを竦すくめた。そして、

「それならいっそ、この帝都の人間全てを殺してしまえばよいのでは？　そうすれば『神紋演ルーンレゾナ武ンス』に出る者を探さがす手て間まも省はぶけるでしょう」

　薄うす笑わらいを浮かべて言う。もしかすると、本気で言っているのか？

「なるほどな。お前もたまにはいいこと言うじゃないか」

　ソロウは本気にしたようだった。丸太のような腕うでを振ふり回し、

「よし、じゃあ、もうここらで始めちまうか？」

　人でいっぱいの道を睥へい睨げいする。子こ供ども連れや老人の姿すがたも多々あった。

「さっきから細かい奴やつ等らが邪じや魔まくさいと思ってたんだ」

　フュアリーは無言で首を振ふった。

　俺おれは言う。

「今ここで始める必要はない」

「ええ？　何でだよ？」

「それより耳を澄すましてみろ」

　ソロウが臭くさい物でも嗅かぐような顔になり、

「……つまりビフレストの……」

　漏もれ聞こえる言葉に耳をそばだてる。俺たちと同じようにコロシアムに向かっている連中が噂うわさをしていた。

「……青せい銅どうのクズネフ様ってお方かたが一番強いって話だ」

「今まで無敗なんだって？」

　ソロウの耳がぴくりと動いた。

「でも、出るのはビフレストだけじゃないだろ。他のグリームニルだって……」

「無理無理。ビフレストってのは選ばれたグリームニルなんだぜ。勝てっこない。帝てい国こく領りよう内ないで最強の能のう力りよく者しや七人が集められた精せい鋭えい集しゆう団だんだ。何で七人いるか知ってるか？　それはビフレストが虹にじの七色にちなんで構こう成せいされてるからだ。ビフレストってのは虹の橋っていう意味で……」

「おい」

　ソロウが声をかけた。噂話に興きようじていた赤ら顔の男が、ぎょっとした顔でソロウを見上げる。

「お、お？　何だ兄ちゃん、でけえな……」

「そのビフレストってのはそんなに強いのか？」

　赤ら顔は頷うなずいた。

「ああ。強いぞ。皇こう帝てい陛へい下かの命令ならどんな汚よごれ仕事も平気でこなす殺し屋みたいな連中だって話だ。ギルドや暗黒街の首しゆ領りよう、それに大だい貴き族ぞくたちが皇帝陛下への忠ちゆう誠せいの証あかしとして配下の中から差し出した最強のグリームニルたち。そいつらが集まってできているんだからな」

「へえ」

　ソロウは抑よく揚ようの利きいた声で呟つぶやく。

「で、そいつらの筋きん力りよくはどれくらいだ？」

「き、筋力？」

　赤ら顔は両の眉まゆがくっつくくらい眉み間けんに皺しわを寄よせ、

「よくわからんが、１００くらいあるんじゃないの」

「そいつは強そうだな？」

「ああ、そりゃそうだ。帝国を守ってくれるグリームニル様だものな。最近は血誓兄弟フオースブレーズとかいうならず者のグリームニルたちがあちこち荒あらしてるらしいが、そいつらもさっさと片かた付づけて欲ほしいもんだね」

「あ？　何だとてめえ！」

　ソロウがすぐに頭に血を上らせる。

「上等だ！　まずはてめえのケツの穴あなから……」

　雲行きが怪あやしくなりかけたその時だった。

「あー！　もしかしてもしかしてあれって」

　近くの子こ供どもが目を丸くしていた。

「あの真っ青な制せい服ふく……青せい銅どうのクズネフ様だ」

　周りの人間の視し線せんが一いつ斉せいに一方向を向く。その視線の先はコロシアムの入場口。その前に一ひと際きわ目立つ巨きよ漢かんが居いた。たった今コロシアム内から出てきたところらしい。ソロウとほぼ同じような体たい格かくの持ち主。胡ご麻ま塩しお頭あたまに刻きざまれた皺しわは、その男が盛さかりを過すぎていることを示しめしている。だが、その体は未だ隆りゆう々りゆうと筋肉で盛もり上がっていた。青色の制服が内部から弾はじけそうだ。

「おお……」

　俺の目の前で老ろう婆ばが呻うめいた。

「紛まごうことなき青銅のクズネフ様……わたしゃ、前にあのお方に救われたんだ！」

　青銅のクズネフの傍そばには赤い制服の若い男と濃のう紺こんの制服の男が連れ立っている。青銅のクズネフはその二人に何か指し示じを与あたえているようだ。

「……よいか。近この衛え大臣を暗殺した連中が……演えん武ぶを妨ぼう害がい……そうならば容よう赦しや不要」

「……はっ、不ふ審しんなグリームニルは見つけ次し第だい滅めつ却きやくいたします」

「……御ぎよ意い」

　彼かれ等らの会話が切れ切れに聞こえてきた。

　赤い制服の男は不ふ敵てきな笑みを浮うかべながら、濃紺の制服の男は表ひよう情じように何の変化も無く答えている。

　赤ら顔の男がその顔を更さらに赤らめて、歓かん声せいを上げた。

「あの制服の色は鮮せん紅こうのイォーリア様と藍あい玉ぎよくのネラス様か？　すごい、ビフレストが三人も揃そろっているところなんて初めて見た！」

　赤い制服の若い男は尖とがった髪かみ型がたをしていて、目付き鋭するどく唇くちびるが薄うすい。

　濃紺の制服の男は短く刈かり込んだ髭ひげを蓄たくわえ、落ち窪くぼんだ眼がん窩かが黒い陰かげを作っている。

「鮮紅のイォーリア様の制服はこれまで殺した敵てきの血で染そめられているって噂うわさだ」

　赤ら顔は我わが事のように語りだした。

「あの藍玉のネラス様は元々暗黒街の出身で、ビフレストになる前は暗黒街の首しゆ領りよう連中に仕つかえる殺し屋だったって話だ。ビフレストで一番人を殺してるのは間ま違ちがいなくイォーリア様かネラス様のどちらかだな」

「そう言われりゃ、藍あい玉ぎよくのネラス様のあの目、あれはただ者じゃねえな……底そこが見えねえ」

「鮮せん紅こうのイォーリア様だって、あの体つき見たか？　ありゃ山やま猫ねこかなんかの化け身しんだぜ……」

「その二人を顎あごで使ってる青せい銅どうのクズネフ様はどんだけなんだよ。流石さすが生しよう涯がい無む敗はいの男……」

「こんなグリームニル同士が戦うのか。ビフレストの誰だれが優ゆう勝しようしてもおかしくないな」

　ビフレストたちを目の前にして、人々は皆みな早口だ。囁ささやき、頷うなずきあい、注ちゆう視しする。中には祈いのる者までいた。

「……気に入らねえな」

　ソロウが低い声で呟つぶやく。そして、

「あいつら『神紋演武ルーンレゾナンス』に出る奴やつ等らなんだよな？　なら、ロスト、もう始めていいだろ？」

　俺おれに尋たずねてきた。そして、俺が答えるまでも無く、ビフレストたちの前へと突つき進んでいく。

　最初にソロウへ険けわしい眼まな差ざしを向けたのは赤い制せい服ふくの若い男だった。

「おい、そこの！　何を見ている！」

「そっちこそ何見てんだ？　ああ？」

　ソロウは上から見み下くだして言う。ビフレストたちの前に立ちはだかった。

　藍玉のネラスが暗い目でソロウを見上げた。

「……見かけない顔……だな。……よそ者……か？」

「お前こそ見かけない顔だな。土着の者か？」

　青銅のクズネフがソロウを睨にらみつける。

「貴き様さま、何者だ」

「阿あ呆ほう、聞いてんのは俺の方だ。お前まえ等らそこそこ強いんだってなあ？　特にでけえ爺じじい……お前だよお前。無敗の男なんだってな？　俺に断ことわりも無く無敗を名乗るとか恥はずかしくねえのか？」

「……なるほど。田舎いなか者ものが粋いきがって我われ等らに喧けん嘩かを売ってきたということか」

　青銅のクズネフのこめかみに青あお筋すじが浮うかんでいた。

　周りの見物客たちが失笑する。中には手を叩たたき、指差し笑う者もいた。

「あのでかぶつ、図体はすごいが、あのビフレスト相手に喧嘩売ってるぞ！」

「すげえ！　田舎もんは度ど胸きようあるなあ！」

　赤ら顔の男がやれやれといった仕し草ぐさで首を振ふり、

「兄ちゃん、悪いことは言わねえ。帰った方がいい。あんたが考えてる以上にビフレストは強いぜ。あんたも田舎じゃ一番だったのかも知れんが、ここは帝てい都とだ。初めて都会に出てきてはしゃいじゃったんだよな？　わかるぞ。でも、そこまでにしとき」

　ソロウは顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「うるせえな！　こんな帝国に飼かわれてるような奴やつ等ら、大たいしたことねえんだよ。どうせクソみてえな皇こう帝ていにへいこら頭下げておべっか使ってるだけの腰こし抜ぬけ野や郎ろうだろうが」

　ソロウが皇帝をクソ呼よばわりした瞬しゆん間かん、周りの空気が凍こおりついた。笑っていた者もぴたりと笑いを収おさめた。赤ら顔の男も黙だまりこみ、無む表ひよう情じようになる。

　そして、次し第だいにざわめきが起こり出した。

「……おい、あいつ……」

「……とんでもねえ野や郎ろうだ……」

「……皇こう帝ていに向かってそんなこと言ったら……」

　青せい銅どうのクズネフがひび割われたような声で呻うめく。

「……不ふ敬けいな」

「不敬？　おいおい、クソをクソといって何が悪いんだ？」

　ソロウは全く口を慎つつしまない。それどころか、どうだと言わんばかりに胸むねを張はる。

「文もん句くがあるならかかってこいよ。こそこそぶつぶつ言ってねえでよ」

　青銅のクズネフが口を開く。

「……自分が何者と対たい峙じしているのかさえ判はん断だんできぬのか。……イォーリア」

「はっ」

「演えん武ぶの前に体を温めておくことを許ゆるす」

　赤い制せい服ふくの若者は薄うすい笑いを浮うかべた。

「殺しても良いのですね？」

「許す。我われ等らビフレストに敬けい意いを払はらわぬ者、帝国に敬意を払わぬ者、そういった不敬者は処しよ断だんして構かまわぬ」

　鮮せん紅こうのイォーリアは笑いを隠かくそうともしない。その笑いをソロウに向けた。

「バカな大男だ。グリームニルと戦うつもりとは」

　対して、ソロウは首くび筋すじを搔かきながら、問う。

「なんだ、まずは前ぜん座ざか？　……筋きん力りよく10ってところか。つまんねえ」

「筋力……？　ははは！　田舎いなかでは単たん純じゆんに力ちから瘤こぶの大きい方が強かったのかもしれんが、洗せん練れんされた戦いを知らないとは哀あわれなことだ。そのせいで死ぬことになるとはな」

　ソロウは胡う散さん臭くさげに目を眇すがめ、

「……で、お前何の神紋ルーンを使うんだよ？」

「聞きたいか？　今いま更さら怖おじ気けづいても遅おそいがな。我わが名は鮮紅のイォーリア。言こと霊だまの舌したブラギ神の恩おん寵ちよう賜たまわりしグリームニルだ」

　歪いびつな笑いを浮かべるイォーリア。それは見る者を不安にさせる笑いだった。嗜し虐ぎやくを予感させる笑い。

「我が神紋ルーンは言葉を操あやつる言げん妖よう。炎ほのおだろうが雷かみなりだろうが、私が口にすればたちまちそれは実体化する。私が特に好きなのは炎だ。生きたまま、体の端はしから黒くろ焦こげにしていってやろう。自分の指が、腕うでが、足が消し炭ずみになっていくのを苦く痛つうと共に受け入れるがいい。これをやられると、どんな剛ごうの者でも必ず殺してくれと泣き喚わめく」

　イォーリアは宙ちゆうに指を走らせた。そうやって神紋ルーン文字を描えがきつつ、

「言こと祝ほげ、言ことの葉は、言げん妖ようの神紋ルーン！　ブラギの舌したから生ずるは、紅ぐ蓮れんの炎ほのお……」

　ぶじゅごおぉんっ。

　という、粘ねん着ちやく質しつな音と鉄てつ塊かいが地面に叩たたきつけられる轟ごう音おんとが合わさって聞こえた。

　言葉の途と中ちゆうで、鮮せん紅こうのイォーリアが潰つぶれた。立っていた場所に鉄塊が振ふり降おろされている。

　地じ響ひびきも。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　どろり、と鉄塊の下から血が漏もれ出してきた。鉄塊の下で、鮮紅のイォーリアの制せい服ふくは自らの血で真っ赤に染そめられたことだろう。

　ソロウは鉄塊に取ってつけたようにくっついている柄えを握にぎっていた。

　それを使って、ひょい、と鉄塊を持ち上げる。人の背せ丈たけほどもある鉄の塊かたまりなのに、まるで重さを感じさせない気軽さだ。そして、その下にいるはずの鮮紅のイォーリアに別れを告げた。

「これがビフレスト？　がっかりだ」

　ざわ、ざわ、と野次馬たちがさざめいた。

　……え……？　……なに？　何が起きた……？　……え、うそ、イォーリア様死んだ……？

　そんな声が俺の耳にも入ってくる。

　青せい銅どうのクズネフと藍あい玉ぎよくのネラスは黙もくしてその様子を眺ながめていた。が、青銅のクズネフが遂ついに口を開く。
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「その鉄の塊かたまりは神具か？　ということは、貴き様さまもグリームニルか。しかし、いつ神紋ルーンを発動させた？」

　ソロウは鉄てつ塊かいを持っていない方の手で、再ふたたび首くび筋すじを搔かいてみせた。その首筋にはぎざぎざの神紋ルーン文字、即すなわち雷らい神じんトールのグリームニルであることを示しめす、豪ごう雷らいの神紋ルーンがいつの間にやら浮うかんでいる。

「こんな風にだ」

　ソロウは首を搔く振ふりをしながら、自らの体に神紋ルーンを描えがいていた。そうすることによって、ソロウは雷神トールの所持していたとされる神具、ミョルニルを顕けん現げんすることができる。それも神しん言ごん無しで。

　そのソロウが言う。

「ていうか、お前まえ等ら舐なめ過すぎだぜ。どんなぬるま湯の中で戦ってきたんだ？」

「敵てきの力量を見み誤あやまったのはイォーリアが未み熟じゆくだったが故ゆえ……神紋ルーンを発動させる前に倒たおされるとはな。だが、私はそうはいかんぞ」

　青せい銅どうのクズネフはそう言いつつ、大おお仰ぎように神紋ルーンを描かき始める。

「戒いましめの頸くび木きをかけよ、グレイプニル……」

「だからそれが舐め過ぎだってんだよ！　この期ごに及およんでまだ神紋ルーンを発動させてないとかよ」

「……全く世話の焼けるっ！」

　人ひと狩がりトーメントがソロウの背せ中なかに飛び蹴げりを食らわせていた。優やさ男おとこと言っていいトーメントのその蹴りで、ソロウは吹ふっ飛ばされる。

「うおわっ!?」

「……ちっ」

　藍あい玉ぎよくのネラスが両手に短刀を翳かざしながら舌した打うちした。彼かれは、いつの間にか、ソロウの背はい後ごに忍しのび寄よっていたのだ。

　トーメントが冷たく言い捨すてる。

「一人に気を取られている間に、もう一人に背後を取られるとは未熟に過ぎますね。さすが知力３」

　ソロウは蹴られた背中をさすりながら、

「ああ!?　誰だれが知力３だ!?　６ぐらいある……じゃねえ、何言ってんだ!?　もう一人だと!?　そんな奴やつどこに……」

　悪あく態たいを返そうとして押おし黙だまった。

　藍玉のネラスが二人いた。ソロウの眼がん前ぜんとソロウの背後に。どちらも両手で短刀を構かまえている。

　ソロウは目の前の藍玉のネラスから決して目を離はなしたりしていなかった。

「なるほど」

　ソロウは一人頷うなずいた。

「双ふた子ごか」

「……いいや……違ちがう」

　そう声がした。野や次じ馬うまの中からもう一人、藍あい玉ぎよくのネラスが姿すがたを現あらわした。

「三つ子か」

「神紋ルーンの力に決まっているでしょう。何を言っているのですか、知力３」

　トーメントの呆あきれ声に、ソロウは首を搔かく。

「わかってるよ、そんなことは。あんまりつまらない神紋ルーンなんで、ちょっと虚こ仮けにしてやっただけだ」

「そのつまらない神紋ルーンを使う相手に背せ中なかを刺さされそうになっていたのはどう考えればよろしいのでしょうね」

「後ろから来るなんて最初からわかってたんだよ！　ていうか、何勝手にしゃしゃり出て来てんだ？　背中まで蹴けりやがって……こんな雑ざ魚こ俺おれ一人で十分だってんだ！」

　藍玉のネラスの虚うつろな眼まな差ざしが複ふく数すう、ソロウに突つき刺さる。

「……私……は神々の従じゆう者しやスキールニル……のグリームニル……だ。……スキールニル……の恩おん寵ちよう……を甘あまく見ない方がいい」

　ぼそぼそとした声。そして、構かまえた短刀を使って、宙ちゆうに神紋ルーンを描えがき始める。縦たてに一本線。更さらに、その上じよう端たんが三さん叉さになるように、

「……増ふえ満ち……よ、人の子……よ。神々の従者スキールニル……が神具……黄金のドラウプニル……が同じ重さの黄金……を滴したたらせるが如ごとく」

　そう唱となえつつ、神紋ルーンを描き終えた。

　そうして、短刀がなぞった空間に輝かがやき浮うかび出たのは増ぞう身しんを意味する神紋ルーン文字。

　次の瞬しゆん間かん。

　藍玉のネラスが増ふえていた。目の前のネラスが二人に分ぶん離りしている。

「……私……は無む限げん……に増える。……貴き様さま等ら……の命……が果てるまで……な」

　藍玉のネラスは抑よく揚ようのない声で告げてきた。その声は、あちこちから同時に響ひびく。

「ふん。こうなれば、藍玉のネラスから逃のがれることはできんぞ」

　青せい銅どうのクズネフが腕うで組ぐみする。

「ネラス。任まかせても良いな？」

「……ご随ずい意い……に」

　藍玉のネラスの言葉には熱が無い。

「くだらねえ……こんなんで本当に無む敵てきのビフレスト様なのかよ……」

　ソロウは天を仰あおいでみせた。そして、

「おい、爺じいさん。あんたもさっさと神紋ルーン出したらどうだ？　さっき出しかけてたろ。こいつじゃつまらん」

「私が出るまでもない」

　青せい銅どうのクズネフは薄うすく笑った。

「何だ、腰こし抜ぬけか」

　ソロウは吐はき捨すてる。そして、目の前の複数のネラスに向かって、

「もういいのか？　無む限げんに増ふえるんだろ？　もっといっぱい出てこいよ」

「……もう……出ている」

　と、野や次じ馬うまたちのあちこちから叫さけび声が上がる。それは悲鳴。

　短刀を両手に構かまえた藍あい玉ぎよくのネラスが、邪じや魔まだとばかりに野次馬たちの群むれを切り開き、続々と周りに集まってきていた。しゅるり、と地下水道の綴とじ蓋ぶたから抜ぬけ出てきたネラスもいる。道みち端ばたで大きな甕かめを並べていた水売りが腰を抜かした。売り物の水の入った甕からネラスがぞろぞろと姿すがたを現あらわしたからだ。バタン、と近くの旅はた籠ごの扉とびらが開いて、藍玉のネラスが団だん体たいで出てきた。

「わかったわかった、もういいよ」

　ソロウが勝手なことを言う。

「じゃあ、いっぱい増えたところでいっぱい死ぬんだな」

　風切り音。ソロウの持つ鉄てつ塊かいが石いし礫つぶての如ごとく放たれ、近くの旅籠をへしゃげさせた。柱がみしみし言い、次の瞬しゆん間かん崩ほう壊かいする。扉付近にいた藍玉のネラスたちは全て血ち煙けむりを生じさせて跡あと形かたも無くなっていた。もし、旅籠の中で藍玉のネラスが増ぞう殖しよくしていたとしても、彼かれ等らも潰つぶれているだろう。不運な旅籠の主人や旅人たちと同様に。

　それが合図となった。無言で藍玉のネラスたちがソロウに殺さつ到とうする。

　トーメントが舌した打うちして、神紋ルーンを描えがく。

「あれほど騒さわぎを起こすなと言ったのに……！　食らいつきなさい、ハウンド。狩しゆ猟りようの神ウルに獲え物ものの命を捧ささげるために」

　トーメントの手の中に光り輝かがやく弓が現れ、そこから光の矢が放たれた。それこそは必中の矢や弾だま。

　藍玉のネラスの一人が高速で飛来するそれを紙かみ一ひと重えで見切ってかわす。が、空くうを切ったはずの光の矢は軌き道どうを変え、反転。背はい後ごからその藍玉のネラスの胸むねを貫つらぬいた。

「私の神紋ルーンは狩しゆ猟りようの神紋ルーン。狩猟神にして決けつ闘とうを司つかさどるウルのグリームニルに与えられし恩おん恵けいは、狙ねらった獲物をどこまでも追い、射い殺ころすのです」

　トーメントが神紋ルーンを使ったのを見て、俺おれは言った。

「あいつは本当に心しん配ぱい性しようだな」

「まったくね。こういう相手ならソロウの方が得意なのだから、わざわざ手を貸かそうとしなくてもいいのに」

　俺おれの傍かたわらで、フュアリーも溜ため息混まじりに呟つぶやく。

「数ばかり多くて面めん倒どうですね」

　そう言いつつ、トーメントが次の矢をつがえて放った。また一人ネラスが死んだ。トーメントは再ふたたび矢をつがえる。流れるような動き。だというのに、

「とろくさいな、トーメント」

　ソロウが鼻で笑う。その間にも問題無く、風を切って飛ぶ光矢がネラスの喉のど笛ぶえに突つき立っていた。そのネラスは死角からソロウを襲おそおうとしていた奴やつだった。

「……せっかく助けているのに、その口の利きき方はいただけませんね。あなたはもっと人に感かん謝しやすることを覚えた方がいい」

「助けろなんて誰だれが頼たのんだ!?　大体、ちまちま一人ずつ殺してくなんて助けになってないんだよ！　こんなもんに手こずるようじゃ、お前は『神紋演武ルーンレゾナンス』には出ない方がいいんじゃないか？」

　そう言いつつ、ソロウは呼よび戻もどした鉄てつ塊かいを再び縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回す。

　ソロウに短刀を突き立てようと走り寄よってきていた無数のネラスたちが、その大だい旋せん風ぷうでことごとく木こつ端ぱ微み塵じんに弾はじけ飛んだ。

「……何な故ぜ……だ……」

　藍あい玉ぎよくのネラスの一人がそう漏もらす。そして、ソロウの鉄塊ミョルニルに丁ちよう度ど上半身だけ吹ふき飛ばされ、下半身がくたりと倒たおれた。

「何故……この人数……で歯が立たない……？」

　猿ましらのように飛びかかった四人のネラスが、ミョルニルの薙なぎ払はらいにあって空中で四散した。

「あのな、雑ざ魚こが何人増ふえようと雑魚なんだよ」

　ソロウは耳をほじりながら鉄塊を振り回し、投げつける。そのたびに藍玉のネラスが肉塊に成り果てていった。

「アリ一匹ぴきが百匹になったところで俺が負けると思うか？　アリが百万匹びきになったとしても、まあ、時間のかかる単調な作業だよな。で、お前、百万人くらいに増えないのか？」

「……」

「どうやら本当に無む限げんに増えるってわけにもいかないみたいだな？」

「……くっ……」

　藍玉のネラスたちは喘あえぐ。と、全員があらゆる方向から一いつ斉せいにソロウへと襲いかかった。暗殺者の術じゆつか、ソロウの影かげから湧わいて出たように見えるネラスもいた。だが、

「もういい」

　ソロウが鉄塊ミョルニルを、轟ごう、と振った。

「猛たけれミョルニル、雷かみなりは嵐あらしの子なれば！　あばよ、ぶっ飛べ！」

　ただでさえでかい鉄塊が更さらに膨ふくれ上がった。それが周囲を高速で旋回するのだ。まさに暴ぼう風ふうが巻まき起こったかのよう。真っ黒な暗雲。その嵐に巻き込こまれたネラスは瞬しゆん時じに姿すがたを消す。そして、その後には砕くだけた骨ほねや肉にく片へんが雨のようにバラバラ降ふり注ぐのだ。

　街路が血に濡ぬれる。周りで腰こしを抜ぬかしていた野や次じ馬うまたちが、自らの顔にかかった臓ぞう物もつの切れ端はしを振ふり払はらい、げえ、と言葉と胃の腑ふの中身を吐はき出した。藍あい玉ぎよくのネラスは誰だれ一人としてソロウに触ふれる事さえできずに終わる。

「……逃にげられるとでも？」

　トーメントが呟つぶやき、光矢を放った。

　一人だけ他のネラスたちとは別に、この場から走り去ろうとしていたネラス。恐おそらく本体、というか一人残っていれば、また増ふやせるのだろう。その頭が光の矢に貫つらぬかれた。そのままの勢いきおいで、だん、と壁かべに縫ぬい付けられる。最後のネラスはしばらくじたばたする。そして、静かになった。痙けい攣れんの一つ二つを遺のこして。

　トーメントはじっと鋭するどい目をソロウに向けると、

「……いいですよ」

　その言葉にソロウが眉まゆを寄よせた。

「あ？　何が？」

「『ありがとうございます』と言ってくれていいですよ、ということです。あなたの詰つめの甘あまさをフォローしてあげたのはこれで何度目でしょうね。ゴキブリは一匹でも残しておくと、また増えてしまいます」

　トーメントは口の端を僅わずかに上げ、

「結局、私が最後に締しめましたね」

「ああ!?　あんなの俺おれのミョルニルでも殺やれてたんだよ！　ていうか、わざと逃がしてやったのに、勝手に殺すなよな！」

「……意味がわかりませんね。何な故ぜ、敢あえて逃がす必要が？」

　もっともな疑ぎ問もんをぶつけるトーメント。ソロウは、おうよ、と頷うなずき、

「うむ、それはな……昔……その、偉えらい坊ぼうさんが言ったんだ、ええと……人殺しは良くないよ、って」

　そして、ソロウは曇くもりのない真っ直ぐな眼まな差ざしで、

「な？　俺って優やさしいだろ？」

　トーメントは視し線せんを辺りに巡めぐらした。血ち塗まみれでぐちゃぐちゃだった。ソロウの優しさは余よ人じんには理り解かいしがたい。

「……負け惜おしみはみっともないと恥はじる気持ちも無いのですか？　あなた、したり顔をしていたでしょう。逃げた奴のことなど微み塵じんも気付いていなかったように見受けられましたよ」

「う、うるせえうるせえうるせえ！」

　血誓兄弟フオースブレーズ同士でやり合い始める。

　たまたま被ひ害がいを免まぬがれた野次馬たちがソロウたちを見て、絶ぜつ望ぼうの呻うめきを漏もらす。

「ば、化け物だ……」

「帝てい国こくを守るビフレストが殺されるなんて……」

　どうやら、ここ帝都の住人たちは帝国による支し配はいを恩おん恵けいとして受け入れているらしい。自分たちを守ってくれると信じているビフレストが倒たおされて、衝しよう撃げきを受けているようだった。自分たちの安全を脅おびやかされたように感じたのだろう。自分たちの安あん泰たいが、誰だれかの犠ぎ牲せいによって成り立っていることを知りもしないのだ。皇こう帝ていが俺おれたち一族に何をしたか知ろうともせず、もしくは知っていても受け入れている。非ひ難なんもせず、抗こう議ぎもせず、見て見ぬふり。

　つまり、こいつらは帝国に与くみする、帝国から利り益えきを得ている敵てきだ。俺は憎にくむことにする。それは向こうも同じのようで、

「ああ！　どうか我われ等らをお守りください！　クズネフ様！」

「無む法ほう者ものどもに死を！」

　住人たちは一人になったビフレストに向かって声せい援えんをかけ出した。そう呼よびかけられている青せい銅どうのクズネフに、俺は注意を戻もどす。それで気付いた。

「おい」

　ソロウたちに言う。

「来るぞ」

「あ？　なんだって、ロスト？」

　遅おそかった。

「……グレイプニルは戦神テュールの敵てきを戒いましめたもう！」

　神紋ルーンを描えがき終えた青銅のクズネフの左ひだり腕うでから無数の鎖くさりが伸びた。しゅるしゅると海うみ蛇へびが海中を行くかのような動き。それはソロウとトーメントに嚙かみついた。絡からみつき、食い込こんでいく。

「なんだ、こりゃ？」

　ソロウが青銅のクズネフに向き直ろうとしてバランスを崩くずした。転てん倒とうする。手も足も鎖に絡からめ取られていて、受身も取れていない。その無ぶ様ざまな姿すがたを見て、野や次じ馬うまから歓かん声せいが沸わく。「田舎いなか者ものが調子に乗るからだ」「ざまあ！」「やった！」と。

「我わが神具グレイプニルはいかなる鎖よりも強くしなやかで、決して引きちぎられることは無い。一度絡め取られれば、もう二度とその戒めから逃のがれることはできんぞ」

　青銅のクズネフはその腕の筋きん肉にくを盛もり上がらせて、青銅色の鎖を引き絞しぼっていく。

「懲ちよう戒かいしてくれる」

　ソロウとトーメントは締しめ付けられて身み動じろぎもできないようだ。だが、ソロウは大笑いして、

「面おも白しろい爺じじいだな！　筋力は20程てい度どか？」

　クズネフは顔をしかめた。

「筋力？　何を言っている、痴しれ者ものが」

「人間の上じよう限げんくらいまでは鍛きたえてるようだが、まだまだ。そんな筋力で俺を捕つかまえられるとでも……」

　ソロウが、ふん、とか、ぬん、とか唸うなりだした。力を入れたソロウの筋きん肉にくがはち切れんばかりに盛もり上がる。そして、裂れつ帛ぱくの気合い。

「おらああっ！」

　が、

「……どうされました、筋力自じ慢まんのソロウさん？　どうぞ遠えん慮りよなく、この鎖くさりを引きちぎってくれて構かまわないのですが？」

　トーメントの問いかけに、ソロウは呼こ吸きゆうを荒あららげつつ、

「……うるせえ。くそっ、どうなってんだ、この鎖……！」

　そう答えるにとどまる。

「このまま絞しめ殺してもいいが、私は身動きできない反はん逆ぎやく者しやを悔くい改めさせてから首を刎はねるのを旨むねとしている」

　青せい銅どうのクズネフは鎖を手にしていない方の腕うでを腰こしの後ろに回す。そして、取り出したのは鈍にぶく光る斧おのだった。分ぶ厚あつい。切れ味よりもその重さで対象を断たち切る類たぐいの武ぶ器きだ。

　俺おれは見るべきものは見て、大体わかった。だから、

「それがお前の神紋ルーンか」

　青銅のクズネフに問いかける。クズネフは俺とその横のフュアリーに目を向けてきた。

「貴き様さまらもこの痴しれ者ものどもの仲間のようだな」

「戦神テュールの神具、グレイプニルを顕けん現げんして相手を拘こう束そくするのがお前の戦い方か」

　俺は更さらに問うた。

「だとしたら何だ？　それより貴様等は……」

「俺たちは血誓兄弟フオースブレーズだ」

　俺は明かした。

「『神紋演武ルーンレゾナンス』を潰つぶすために来た」

　青銅のクズネフのこめかみに青あお筋すじが浮うかび、声が低くなる。

「血誓兄弟フオースブレーズだと？　帝てい国こくに恭きよう順じゆんせぬ不ふ逞ていの輩やからか。ならば容よう赦しやする必要も無し」

　青銅のクズネフは俺たちに左腕を向けてくる。

「貴様等は帝国への反はん逆ぎやく者しやとして拘束されねばならない。だが、その後は……決して法の下で裁さばかれるなどと思うなよ」

　青銅のクズネフの視し線せんは険けわしい。

「私はビフレストとして貴様ら血誓兄弟フオースブレーズをこの場で処しよ断だんする」

　その言葉と同時に、グレイプニルが放たれる。広こう範はん囲いを覆おおう網あみ状じようの鎖が、俺たちめがけ伸のびてきた。このままではフュアリーと二人して絡からみつかれる。だが、俺は動かない。

　フュアリーが窺うかがうように俺を見上げ、

「ロスト？」

　言げん外がいに、奴やつの名を言え、と促うながしてくる。俺おれは首を振ふり、

「いい。動くな」

　そう告げる。そして、おとなしくグレイプニルに体を拘こう束そくされた。フュアリーも同様だ。無む抵てい抗こうなのは俺の言葉に信しん頼らいを寄よせてくれているからこそだろう。

　グレイプニルは俺の体に触ふれると意い思しを持つかのように巻まきついてくる。その精せい緻ちな動きに、俺は内心舌したを巻く。素す早ばやく、巧たくみだ。蛇へびに絡みつかれたような怖気おぞけ。そして、みっしりとした締しめ付け。血流が止まり、血けつ圧あつが高まるのを感じる。

「他愛たわいもない。痴しれ者ものの仲間はやはり痴れ者よ」

　青せい銅どうのクズネフが口元を笑みの形に歪ゆがめる。

　俺は捕つかまってしまって身動きが取れない。だが、既すでに俺は神紋ルーンを発動させていた。

　青銅のクズネフの背はい後ごに立って、神紋ルーンの力を解かい放ほうする。

「なに!?」

　青銅のクズネフが振ふり返って俺を見る。

「なんだと？　これは……」

　今度は向き直って、グレイプニルに絡からめ取られた俺を見た。

「二人!?　バカな、これは藍あい玉ぎよくのネラスの神紋ルーン……」

　俺を交こう互ごに見み比くらべる。

　グレイプニルに絡め取られていない方の俺が、神しん言ごんを唱となえた。

「戒いましめの頸くび木きをかけよ。グレイプニルは戦神テュールの敵てきを戒めたもう」

　縦たて線せんの上じよう端たんを矢印の形にした神紋ルーン、戦神の神紋ルーンが輝かがやく。と同時に、それまで俺が発動させておいた増ぞう身しんの神紋ルーンが打ち消された。俺は一人に戻もどらざるを得ない。だから、グレイプニルに囚とらわれていない方の俺に収しゆう束そくさせる。そして、自由になった俺の左手から、俺が発動させたグレイプニルが地を這はうように伸のびた。それは青銅のクズネフの足を捕らえる。

「グレイプニル!?　私と同じ、だと？　貴き様さまも戦神テュールのグリームニルだというのか!?」

　青銅のクズネフはたちまち俺のグレイプニルに縛しばり上げられ、

「バカな！　こんなことが!?」

　狼ろう狽ばいの呻うめきを漏もらす。まさか自分がグレイプニルで拘束される日が来こようとは思いもしなかったのだろう。

　そうして、いい的になったクズネフに向け、俺は新たな神紋ルーンを描えがき始めた。

「な！　また別の神紋ルーン……!?」

　宙ちゆうに指で描いたのは言げん妖ようの神紋ルーン。イォーリアの唱えていた神しん言ごんをそっくりそのまま唱えてやる。

「言こと祝ほげ、言妖の神紋ルーン。ブラギの舌したから生ずるは、紅ぐ蓮れんの炎ほのお」

　劫ごう火かが巻まき起こる。

　新たに言げん妖ようの神紋ルーンを使ったので、クズネフを縛しばっていたグレイプニルは消えている。だが、もう遅おそかった。

　劫火は生いけ贄にえを求めるかのようにクズネフへと飛びかかっていき、

「どういうことだ!?　神の恩おん恵けいである神紋ルーンの力は一人に一つのはず。なのに、どうして複ふく数すうの神紋ルーンを使える!?　貴様一体何者……!?」

「帝てい国こくに与くみする輩やからに死を与あたえる者だ」

　一気に燃もえ上がらせた。

　悲鳴を上げるクズネフの口の中にも炎ほのおが入りこんでいき、中から肺はいを焼く。だから、すぐに静かになった。

　一いつ瞬しゆん音も無くなった野や次じ馬うまたちだったが、ここで悲鳴や叫さけびが溢あふれだす。

「……クズネフ様まで！」

「なんてことだ！　なんて……！」

　膝ひざをつく者、逃にげ出す者、顔を両手で覆おおい嘆なげく者。どうやら青せい銅どうのクズネフは帝国民には慕したわれていたようだ。俺おれは実に気分がいい。

「火力が強つよ過すぎて、青銅のクズネフが黒くろ焦こげのクズネフになっちまったな」

　ソロウが立ちあがっていた。鎖くさりの使い手であるクズネフ自身が死んだので、この世に顕けん現げんしていた神具グレイプニルも消えていた。

「相変わらず、えげつない戦い方ですね」

　人ひと狩がりトーメントも自由を取り戻もどしていた。

「相手の神紋ルーンをそっくり相手にぶつけて、しかも相手の攻こう撃げきより強力なのですから。……あなたは本当に強くなった。よくぞここまで。感かん慨がい深ぶかいですよ、ロスト」

　一方、フュアリーはもう既すでにコロシアムの方へと意い識しきを向けていた。

「とりあえずビフレストを三人倒たおしたわけだけど、人の目を引くには十分な成果があったみたいね。ほら」

　そう言って指し示しめす。先さき程ほどの争いに巻き込こまれなかった幸運な野次馬たちが、コロシアム内に逃げ込んで喧けん伝でんしたのだろう。

　コロシアムから様子を見に来た群ぐん衆しゆうが、遠とお巻まきに俺たちを注ちゆう視ししていた。

　血誓兄弟フオースブレーズだ、あいつら血誓兄弟フオースブレーズだってよ、ならず者集しゆう団だんの……。そんなざわめきが耳に届とどいてくる。

　俺は一歩、コロシアムの方向へ踏ふみ出す。

　たちまち人ひと垣がきが崩くずれた。人々は右う往おう左さ往おう。引きつったような声を上げ、あちこちに逃げ出して行く。

「これじゃ『神紋演武ルーンレゾナンス』を見物する奴やつはいなくなるかもしれないな」

　ソロウは笑った。

「何しろ巻まき込こまれて死ぬかもしれないんだから」

　俺おれたち四人はすっかり人のいなくなったコロシアム入場門から中へ入った。




　人が波打っている。コロシアム内を見て、そう思った。観客席に詰つめかけ、無む秩ちつ序じよにうねって見える人々の波。俺たちの戦いに巻き込まれて死ぬなんて、少しも想そう像ぞうしていないのだろう。これだけ数がいるのだから、巻き込まれるにしてもそれは自分ではないと思うのかもしれない。ざわざわとした彼かれ等らの声は、混まざり合ってしまってもはや意味を為なさない。人の群むれから発せられる熱気が、俺たちのもとまで届とどいていた。

　俺は目を転じる。コロシアムの中央に、闘とう技ぎ台だいが設しつらえられていた。

　そこには既すでに先客が待ち構かまえている。

　闘技台の四よ隅すみには高い柱が立ち、どこか朽くちかけた神しん殿でんのような趣おもむきだ。

　その中に、全部で五十人ほどか。トロイメア帝てい国こく領りよう全土からグリームニルを招しよう集しゆうしたにしては少ない人数だ。その分、選別して強者を選んでいるのかもしれない。

　俺の見立てでは、その内の何人かは腕うでが立つようだ。

　俺はそれらの連中に目を配る。

　まずは、手て枷かせ足あし枷かせを課かせられた禿とく頭とうの男。見ただけでわかる。恐おそろしく鬱うつ屈くつした怒いかりを周囲に振ふりまいていた。

「……あれは反はん逆ぎやく者しやメルト」

　俺の視し線せんを察さつしたのか、フュアリーがそう告げてきた。

「知っているのか？」

「噂うわさだけはね。北部辺へん境きようで反逆を企くわだて、帝国軍と戦った男よ。黒森砦とりでの帝国軍を神紋ルーンの力で皆みな殺ごろしにして、一時は解かい放ほう者しやメルトと名乗った」

「……お前と似にているな」

　俺が感かん慨がい深ぶかく言うと、フュアリーは首を振ふり、深く深く溜ため息を吐つく。

「……いいえ、似ていない」

　フュアリーの口が重くなるのを感じる。俺は矛ほこ先さきを変えるように言った。

「それにしても、砦の帝国軍を皆殺しか」

「ええ。殺された兵士たちは皆、バラバラに切せつ断だんされていたと聞くわ」

「……なに？」

　背せ中なかがざわついた。切断された死体。人を切断するグリームニル。それはもしかすると……。

　だが、フュアリーは俺の内心など素そ知しらぬ風で、

「……そのメルトだけれど、帝国に捕とらえられて処しよ刑けいされるところを、この演えん武ぶに送り込まれたのでしょうね。『神紋演武ルーンレゾナンス』に参加すれば反逆者でも許ゆるされるとは言われつつ、見せしめのために彼かれは必ず殺される」

　そう予言した。

　俺おれは押おし黙だまり、考える。

　……まさか、な。親父たちを殺したのは帝てい国こくのグリームニルのはずだ。反はん逆ぎやく者しやメルトとは関係ない。……そのはずだが。

　俺は首を振ふった。一つの考えに凝こり固かたまると、それ以外のことが考えられなくなる。そうならないように、メルト以外の者のことを考えよう。そう、他にも力のありそうな演えん武ぶ参加者はいるのだ。

　というわけで、俺はでっぷりとした重そうな男を見る。その男は派は手でな装そう飾しよく品ひんで体中を飾かざり立てていた。肥ふとった孔く雀じやくのようだ。奴やつからは怯おびえを感じない。良く言えば余よ裕ゆうの態たい度ど、悪く言えば全てを見み下くだしていた。俺たちを見て、馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

　女もいる。目に包帯をぐるぐる巻まいた少女。あれでは何も見えないだろうに、堂々としている。俺は彼かの女じよを見て、一いつ瞬しゆんはっとした。というのも、彼女の身み形なりは俺に思い出させたからだ。ノルンの民の巫み女こを連想させる服ふく装そう。おそらく、何らかの神に仕つかえる巫女なのだろう。

　熊くまの毛皮を着き込こんだ子こ供どももいた。観客から熊の子とか呼よばれている。その声に、はしゃいだように手を振って応おうじる様はただの子供にしか見えない。が、俺には強い神紋ルーンの力が感じられた。間ま違ちがえて迷まよい込んだバカな子供という訳わけではないようだ。熊に育てられた野や性せい児じで、名前はピッコリトリコッピというらしい。熊語で熊殺しという意味らしいが、熊語には詳くわしくないので真しん偽ぎはわからない。

　そして、今や四人になってしまったビフレストたちだ。

　緑、黄色、橙だいだい色いろ、そして紫むらさきの制せい服ふくを着た、四人の姿すがたが見える。彼かれ等らの制服は虹にじの色をそれぞれ模もしたものだという話だった。

　そのビフレストたちの中でも、緑の制服を身につけた少女が中々の殺気を発していた。仁に王おう立だちしてこちらを睨にらんでいる。

　俺はその少女に視し線せんを返す。目があった。それで俺はそいつに魅み入いってしまった。というのも、彼かの女じよの左ひだり腕うでは鱗うろこに覆おおわれていたからだ。

「うへ、小こ手てかと思ったが、なんだあの腕は？」

　ソロウが身み震ぶるいする。俺と同じ、緑のビフレストの殺気に気付いて目を付けたようだが、

「気き色しよく悪いガキだ」

「いい面つら構がまえじゃないか」

　俺は緑のビフレストの殺気をそう表ひよう現げんした。そして、なんとなくわかる。彼女も何かを失っている。

「竜りゆう鱗りん病びようにかかっているようね」

　フュアリーが呟つぶやいた。更さらに心当たりがあるようで、

「あのビフレスト、制せい服ふくの色からすると翠すい葉ようのミリアというグリームニルだと思う」

　少しは名の知られたビフレストということか。

　もちろん、緑以外のビフレストもそれなりに力を持っているのだろう。俺おれはそいつらも順にチェックする。

　橙だいだい色いろのビフレスト──豊ゆたかな髪かみをした娘むすめ──は両手で自らを抱だき締しめるようにしていた。

　彼かの女じよはある意味、異い質しつだ。怯おびえや不安というものをこれほどわかりやすく外に出しているグリームニルはこの場では彼女だけだった。震ふるえているようにさえ見える。それとも、そういうポーズなのか。

　その橙色のビフレストの肩かたに手を置き、何事か囁ささやいているのは黄の制服を身につけたビフレストだ。端たん正せいな顔立ちをしている。橙色のビフレストを気き遣づかい、励はげましているのだろう。橙色とパートナーなのかもしれない。

　最後に、紫むらさきのビフレストが彼かれ等らの背はい後ごに控ひかえていた。緑のビフレストほどでは無いが、やはり俺たちに鋭するどい眼まな差ざしを送ってきている。燃もえるような赤毛の持ち主だ。強い意い志しを感じさせる目。だが、俺はその中に嫌いやなものを感じ取った。

　俺はこのビフレストのことを聞いたことがあった。紫し衣えのビフレストは最も正しいビフレストだ、と。こいつは誠せい実じつで潔けつ癖ぺきで、だからすごく冷れい酷こくな奴やつだ。自分の正せい義ぎに反する者には欠片かけらの慈じ悲ひもかけない、そういう輩やから。いわゆる正義の人だ。

　コロシアム内に残っていた観客たちがおっかなびっくりという感じで、俺たちを注ちゆう視ししてくる。

「……ビフレストがあいつらのこと睨にらみつけてるぜ……」

「そりゃそうだろ、血誓兄弟フオースブレーズに仲間が殺されたんだから……」

　俺たちとビフレストの間の不ふ穏おんな空気を察してさざめく観客たち。

　そんな中、ソロウが気負った様子もなく、

「なあ、ロスト。あいつら全部殺っちゃっていいんだろ？」

　無む造ぞう作さに演えん武ぶ参さん加か者しやたちを指差した。まるでこれから行うのは戦いではなく、作業だとでも言うかのように。

　その言葉は演武参加者たちにも届とどいたのだろう。

　何人かが眉まゆをひそめ、睨みつけてくる。でっぷり肥こえた男だけは冗じよう談だんを聞いたかのように笑いだした。そんな中、

「そこの思い上がったならず者！」

　ソロウに声がかけられる。

「さっさと闘とう技ぎ台だいに上がってくるがいい」

　緑のビフレストの少女がソロウに手て招まねきしている。もう我が慢まんできぬ、と言いたげに口元引き締しめ、腰こしに片手を当てちょいちょいと。ボディランゲージでわかりやすい挑ちよう発はつをする少女に対して、
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「ああ？　なんだこのトカゲ肌はだ？　お前から死ぬか？」

　いとも容た易やすくそれに乗るソロウ。その後ろでトーメントが、ふっ、と笑う。

「ソロウ、あなたのその態たい度どはいただけませんね。これから殺されることを前ぜん提ていとした三さん下したのような愚ぐ鈍どんさですよ」

「どうした？　戦いたいんだろう？　ならば、すぐに思い知らせてやろう」

　緑のビフレスト、ミリアはソロウにそう言い放つと、俺おれやフュアリーも睨にらみつけてきた。

「この蛮ばん人じんの仲間の貴き様さまらも同様だ。陛へい下かに仇あだ為なす者は決して許ゆるさん」

「おい、待てよ！」

　ソロウが大声で制せいする。

「ロストの前に俺を何とかしてみろ。できるのか？　筋きん力りよく５もねえそのひょろひょろの腕うででよ？」

「力だけが強さだとでも？」

　ミリアのその言葉に対する返答は、石。

「うっせバーカ！」

　ソロウがその剛ごう腕わんを生かして振ふり抜ぬいた石が、唸うなりをあげてミリアを襲おそっていた。頭部に当たれば、頭ず蓋がいが割われて中身が飛び散るだろう。が、

「なに!?」

　石を投げたソロウが驚おどろいた。ミリアが瞬またたく間に闘とう技ぎ台だい上じようの端はしに移い動どうしていたからだ。石は闘技台上を通り越こして観客席に穴あなをあける。

「どこを狙ねらってる？」

　ふん、とお高く鼻息一つ。

「……なるほど、少しは素す早ばやいな」

　ソロウは表ひよう情じようを改あらためる。だが、俺おれは眉み間けんに皺しわを寄よせた。

　素早い、というのとは少し違ちがう。俺には見えていた。石が当たる直前、ミリアは確たしかに消えた。一いつ瞬しゆんだが輪りん郭かくが揺ゆらぎ、弾はじけ飛んだのだ。水面の泡あわが弾けるように。

　それがどうしてか、ミリアはいつの間にか移動していた。その場から消え失せて、闘技台の端に姿を現あらわしたのだ。

「では、今度はこちらから……」

　ミリアが言いかけるのを、

「ミリア、それ以上勝手なことをするな」

　黄色のビフレストが制せいしてきた。むっとして口を尖とがらせたミリアはその時、年とし相そう応おうの子こ供どものように、

「なんだ？　文もん句くあるのか？」

「奴やつ等らの力を見たろう？　クズネフたちがやられた相手だぞ」

「だからこそだ！　クズネフたちの仇かたきを討うつのに、わたしたちがやらないで誰だれが……」

「それに、あんな無む法ほう者ものたちを闘技台に乗せることなど無い。奴やつ等らにそんな名めい誉よは無い。お前は皇こう帝てい陛へい下かの『神紋演武ルーンレゾナンス』を品位の低いものにしたいのか？　あいつらをまともに相手するなど、陛下の名に泥を塗ることになるとは思わないか？」

「わ、わたしは皇帝陛下の名誉を傷きずつける気なんてない！」

　心外だ！　と緑のビフレストは頭を振ふった。表ひよう情じようがコロコロ変わる少女だ。そこへ橙だいだい色いろのビフレストもミリアを止めようと口を出す。

「そうだよ……あんな怖こわい人たち相手にするの止めようよ……」

　黄色のビフレストはその橙色のビフレストの肩かたを今も支ささえている。この二人は争いに消極的な様子だ。なら、何な故ぜ演武に参加しているのか。生ぬるい連中だ。その一方で、

「いいや。私はミリアに賛さん成せいだ」

　そう言う、紫むらさきのビフレストの声は深い。

「彼かれ等らは無法にも私たちの仲間を殺した。彼等を裁さばかなければ、正せい義ぎは保たもたれない。そして、グリームニルを裁けるのはグリームニルだけだ。あと一つ付け加えさせてもらうなら。青せい銅どうのクズネフは倒たおされるべくして倒されたのだと言っておこう。彼が無敗の名を得ていたのは、勝てる戦いにしか挑いどまなかった小こ賢ざかしさ故ゆえだ。彼の死に怯おびえる必要は無い」

　そうやって、死んだ仲間の力を貶おとしめる。さすが正せい義ぎのビフレストだ。俺おれは思わず笑みを浮うかべてしまう。

　このようにして、俺たちをけん制せいしてくるのはビフレストばかりではない。

「……なあ、おい。貴き様さま等らも帝てい国こくに抵てい抗こうしているのか？」

　手て枷かせ足あし枷かせをつけられた男、反はん逆ぎやく者しやメルトが俺に向けて叫さけぶ。

「なら、貴様等は同どう志しだ。共にこいつらを打ち倒たおして民みん衆しゆうを救うんだ！」

　その言葉にフュアリーが下した唇くちびるを嚙かむ。

「……私たちは同志じゃない。民衆なんて知らない。勝手にやる、だから、あなたも勝手にするがいい。勝手に戦って、勝手に死ぬの。巻まき込こまないで」

「何を言ってるんだ？　帝国の圧あつ政せいに苦しんでいる民衆が居いるんだぞ！　力を持つ者は彼等のために立つ義ぎ務むがある！」

　反逆者メルトの言葉に、フュアリーは嘆たん息そくする。

「……義務？　やめてよ。あなたみたいな人種はいつもそう。周りを巻き込んで不幸を撒まき散らす……。あなたは万が一にもここから生きて出ない方がいい」

　俺は口を挟はさまなかった。フュアリーの葛かつ藤とうを知っていたから。反逆者メルトを嫌けん悪おするフュアリーの心は察するに難むずかしくない。フュアリーにとっては歪ゆがんだ鏡を相手にしているようなものだろう。その鏡きよう像ぞうはフュアリーの記き憶おくを刺し激げきし、酷ひどく苛いら立だたせるはずだ。

「ちっ、結局は自分のやりたいことだけをやる無法者か！　話の通じぬクズめ！」

　反逆者メルトは喚わめいた。

「……ロスト、この男の名を言って。私が殺してあげるから」

「それはお前が殺したいだけだろう。なら、俺が名を言う必要はない。自分でやれ」

　そこで、全てを馬ば鹿かにしたような笑いが漏もれる。でっぷり肥こえた男がニヤニヤと、

「よおし、やれやれやっちまえ。大分面白くなってきたじゃないか。因いん縁ねんのつけあい、互たがいに敵てき意いを重ね合い。さあ、その結末や如い何かに？　精せい々ぜい面白いショーを見せてくれよ？」

「道化め」

　ソロウが吐はき捨すてる。

「なんだ、その舐なめた態たい度どは？　自分は当事者じゃないつもりか？　お前も俺に殺されるんだぞ？　道化なら手を出されないとでも思ったか？」

「残念だがね、でかい旦だん那な。あんたは俺に手を出せないぜ。いや、出してもいいが、無む駄だなこと」

　太った男は舌したを出す。レロレロと舌を振ふり回して見せた。

　俺の中で、この肥ふとった男は死者の仲間入りだ。ソロウが必ず殺すだろう。

　ビフレストたちやその他の参加者たちと俺たちとの間に殺気が充じゆう満まんしていく。その時だった。

「よかろう。殺し合うことを許ゆるす」

　俺おれはその声を聞いて、身を強こわ張ばらせる。

　すぐさま声のした方向へ目をやる。

　闘とう技ぎ台だいの真正面、貴き賓ひん席せき。

　だが、ビロードで飾かざられたその玉ぎよく座ざに人ひと影かげは無い。ただ、一羽のカラスが羽は根ねをついばんでいるだけだ。

　そのカラスがくくっと頭を上げ、

「ここに演えん武ぶの始まりを告げる。神々の力を受けし者たちよ、その力を尽つくして殺し合うが良い」

　人語を話した。

「……皇こう帝てい陛へい下か」

　ビフレストたちが一様に跪ひずまずく。

「招まねかざる客もいるようだが、死ねば皆みな同じである。その者らも演武に参加することを許ゆるす。もちろん、我わが忠ちゆう実じつなる僕しもべ、ビフレストたちが我が意を汲くんでくれるであろう。我われはそう信ずる」

「勿もつ体たいないお言葉です」

　緑のビフレストが震ふるえながら顔を輝かがやかせた。

「では、万ばん端たん整った。まずは誰だれが死ぬことになるか、定めの通り恙つつが無なく果たせ……」

　カラスは最後に、クックック、と老人のような笑い声を立てた。

「おい、カラスが喋しやべったぜ？」

　ソロウが目を丸くしていた。フュアリーが溜ため息いきをつく。

「皇帝はめったに姿すがたを現あらわさない。その代わり、こうして使い魔まを介かいして会話をするそうよ」

「こんなしょぼくれたカラスが使い魔かよ」

「……正せい確かくにはカラスじゃない。ヴロックという名の魔物。知ち能のうは高いが陰いん湿しつで……」

　クックック。ヴロックは笑う。その笑いは皇帝のものか、それともヴロック自身のものなのか。

　俺はヴロックを凝ぎよう視ししていた。もう皇帝の言葉を吐はく様子は無い。こうしていると、ただのカラスにしか見えない。

　皇帝の声を耳にした時からずっと俯うつむいていたトーメントがようやく顔を上げる。俺を見て、

「……この機会を逃のがしてはいけません……殺すチャンスはもう二度とないかもしれないのですから……奴やつが……皇帝がこんなにも近くにいるなんてチャンスは」

「ああ……その奥おくから引き摺ずりだしてやるぞ、悪あく魔まめ」

　俺はようやく目の前で摑んだ皇帝の尻尾しつぽを放すまいと心に誓ちかう。













　　第二章　神紋演武ルーンレゾナンス







　俺おれたちの前に立ち塞ふさがった男は大たい層そうな自信家だった。

「『神紋演武ルーンレゾナンス』の前に確かく認にんしておきたいことがある」

　コロシアム内の闘とう技ぎ台だい上じよう。これから演えん武ぶの組み合わせが発表されるという、殺し合い前のちょっとした空白の時間。そこを狙ねらったかのように、ビフレスト紫し衣えのカントが近付いてきたのだ。実に無む造ぞう作さに。

　目を引くのは、その手にした奇き妙みような武ぶ器きだ。巨きよ大だいな錨いかりのように見える。重心が先せん端たんに偏かたよった構こう造ぞうで、これは手にして振ふり回すには向いていない。かなりバランスが悪くなりそうだ。

　カントは俺たち血誓兄弟フオースブレーズを目の前にして、少しも怖おじ気けづく様子は無い。詰きつ問もん口調で、

「貴き様さま等ら、血誓兄弟フオースブレーズのメンバーはここにいるだけか？　他に仲間はいないのか？」

　俺は片かた眉まゆを上げた。カントは手にした錨状の武器だけでなく、大剣を腰に下げている。奇き妙みような二刀流もあったものだが……。

　俺は逆ぎやくに問いかける。

「そんなことを聞いてどうする？」

　紫衣のカントは俺を睨にらみつけ、

「バカか？　聞かれたことに答えろ、ゴロツキが。貴様等以外にも反逆者がいるなら、さっさと連れて来い。まとめて始末してやる。一匹ぴきずつ探さがして潰つぶすのは面めん倒どうだ」

　つまり、俺たちをせん滅めつするという宣せん言げんだ。勝てるつもりでいるらしい。

　その大口にソロウが嚙かみつく。

「おい、調子に乗ってんなよ、紫むらさきカマ野や郎ろう！　別に俺たちはお行ぎよう儀ぎよく『神紋演武ルーンレゾナンス』の始まりを待つ必要なんてないんだ。今すぐぶっ殺してやってもいいんだぜ？」

　紫衣のカントは呆あきれたように首を振ふり、

「驚おどろいた。よくそんな口が利きけたものだな。誰だれを相手にしているかわかっていないのか？」

　言うや否いなや、紫衣のカントは腰こしに下げた大剣を引きぬいた。恐おそらく両手用であろうそれを片手で扱あつかっている。左手に持った錨は盾たてのようだ。

「お前が一体何を相手にしているのか教えてやろう。絶ぜつ望ぼうは従じゆう順じゆんの母となる。……光溢あふれよ太陽の神紋ルーン。尽つきせぬ命、光神バルドルは不ふ倒とうの神なり」

　銀色の刀身。観客の一部が気付いて、わあ！　とか、おい！　始まるぞ！　とか騒さわぎだす。

　ソロウも嬉うれしそうに身み構がまえて、

「お、なんだ、思ったより話のわかる奴やつじゃねえか！　早さつ速そく死ね……？　おおい!?」

　びっくり声で凝ぎよう固こする。

　紫し衣えのカントは大剣を構かまえたまま、ソロウに背せを向けて座すわり込こんでいた。無む防ぼう備びな背中。足を組み、瞑めい想そうでもするかのよう。

「そりゃ一体なんのつもりだ？」

「さあ、殺せるものなら殺してみたまえ」

　カントは言う。

「……ふざけやがって！」

　ソロウは拳こぶしを握にぎりしめ、そのまま勢いきおいをつけて殴なぐりかかった。と、

「は!?」

　ソロウの背はい後ごから、その首くび筋すじに大剣が突つき付けられている。カントだった。確たしかに先さき程ほどまで目の前に座りこんでいたはずなのに、一いつ瞬しゆんでソロウの背後に回り込んでいた。

「……これでも私が殺せると思うか？」

「てめえ、なにをしやがった!?」

　ソロウが首筋の大剣などまるで気にせず、腕うでをぶん回す。そして、再ふたたび同じことが起きる。

　今度も、カントは一瞬で位置を変え、再びソロウの死角から大剣を突き付けていた。

　紫衣のカントはどこか得意げだ。

「まあ、貴き様さま等らのような下等なグリームニルでは及およびもつかないだろう。私は決して死なない。絶ぜつ対たい回かい避ひの力を宿している」

　カントの額ひたいに神紋ルーンが浮うかびあがっていた。

「太陽の神紋ルーンは生命力や光を象しよう徴ちようする。光神バルドルのグリームニルは誰だれにも殺すことはできない」

　絶対回避の力だと？

　俺は先程のカントの挙きよ動どうを思い返す。

　いつの間にか、ソロウの背後に回っていた。いや、いつの間にかというレベルではない。一瞬で、何の挙動もなく飛んでいた。

　先程のミリアの回避と似にているようで、なにか違ちがう。

　人は何をするのであれ、何らかのモーションを必要とするものだ。ただ立ち上がるだけでも体全体が前に重心位置移い動どうをし、膝ひざ・足あし裏うら・背中などの筋肉が屈くつ伸しんするモーションを生じる。それらを全く感じさせずに動くことなど不ふ可か能のうのはず。

　なのにこいつはいとも容た易やすくソロウの攻こう撃げきを避よけ、それどころかその背後を取っていた。座ったままのノーモーションでだ。しかも、背中を晒さらしソロウの攻撃を見もしなかった。人の技わざではない。神紋ルーンの力か。

「もちろん、貴様お得意のクズ鉄が当たったところで殺される私ではないが、光神バルドルの加か護ごを教えておいてやろう。太陽の神紋ルーンはいかなる悪意も受け付けない。悪意が近付けば自動的に避よけてしまう。わかりやすく言えば、どんな攻こう撃げきだろうと私には届とどかないということだ」

　つまり自分はいかなる攻撃もかわすことができる、と、光神バルドルのグリームニルは嫌いやな笑いを浮うかべる。

「わかったか？　貴き様さま等らに決して私は倒たおせない。さて、今の気分はどうだ？　罠わなに嵌はまった気分はどうだ？」

「罠だと？」

「まさか、まだわからないのか？　貴様等は私という絶ぜつ対たいに勝てない相手の前に引き摺ずりだされた。いうなれば、『神紋演武ルーンレゾナンス』という餌えさに釣つられてのこのこ猫ねこの前に出てきたネズミだ。皇こう帝てい陛へい下かが何のために『神紋演武ルーンレゾナンス』を宣言したと思う？　本当に、優勝者の望みを何でも叶かなえてやるためにこんなことを始めたとは思っていないだろうな？」

　カントは滔とう々とうと語りだす。

　すなわち、この演えん武ぶはいわば撒まき餌えで、真の目的は帝国に仇あだ為なす者たちを誘おびき寄よせることだったのだと。そうしてコロシアムに集った馬ば鹿かどもをビフレストたちで処しよ刑けいする。それが皇帝の本当に狙ねらいなのだ、と。

「陛下の御み心こころが私には手に取るようにわかる。そして、その意を汲くんで、私が貴様等のような害虫どもを駆く除じよすることこそが陛下の喜びとなるだろう。さて、ここで一番最初の質しつ問もんに戻もどるぞ。貴様等血誓兄弟フオースブレーズに他に仲間はいるか？　いるなら、早くここへ呼よべ」

　そして、一いち網もう打だ尽じんにしてやろうということか。これが罠だとしたら、随ずい分ぶんと脆ぜい弱じやくな罠もあったものだ。

「お前は俺おれたち血誓兄弟フオースブレーズの仲間を探さがす前に探す物が７つあるぞ、ビフレスト」

「ほう、なんだ？」

「自分たちの墓はかだ。７つの内、３つはもう埋うまったようだが」

　カントはそう聞くと、口の端はしを笑いの形に歪ゆがめた。

「用意するなら７つじゃない、８つだ」

「８つ？」

　カントが表ひよう情じようを引き締しめた。

「……だが、クズネフたちの墓以上は我われ々われに必要ない。もちろん、貴様等にもな」

　カントの眼まな差ざしが冷たく光る。

「貴様等は墓に入れるなどと思うなよ。貴様等の死し骸がいは刑けい場じように晒さらされ、鳥に目玉をついばまれることになるのだからな」

「いいだろう。俺たちは墓に入らない。もちろん、お前が言うのとは違う意味でだがな」

　カントは口を曲げて、

「実につまらない冗じよう談だんだ」

　俺を諭さとすように続ける。

「どうやらお前は自分の神紋ルーンの力を過か信しんしているのではないか？　残念だが、貴き様さまの力、私は既すでに見切っている」

「それこそ、実につまらない冗じよう談だんだ。俺おれの神紋ルーンの力を知ったところでお前が勝てるわけじゃない」

「そうかな？　先さき程ほどの青せい銅どうのクズネフらとの戦いぶり、見させてもらっていた。そこで一つ疑ぎ問もんが浮うかんだ。普ふ通つう、グリームニルが使える神紋ルーンは一つだけのはずだが、貴様は少なくとも三つの神紋ルーンを使っていたな？」

　その通り。俺は戦神テュールの制せい約やくの神紋ルーン、言こと霊だまの舌したブラギの言げん妖ようの神紋ルーン、神々の従じゆう者しやスキールニルの増ぞう身しんの神紋ルーンの三つをあの時使った。ただ、それはあの場を見ていればわかることだ。何しろ、ビフレストたちが使ったのと同じ神紋ルーンを使ったのだから。

「さて、そこで誰だれでも思うわけだ。どうやった？　こいつはどうしていくつもの神紋ルーンを使えるのだろう？　と。その答えを私は知っている。ドヴェルクの王、モートソグニル。それが答えだ」

　俺は口を閉とじたまま、ただ紫し衣えのカントを眺ながめる。

　ドヴェルクとは神紋ルーンの神々に様々な神具や力を与える小こ人びとたちのことだ。大地や岩の中に住む名工。優すぐれた技ぎ術じゆつで細工を施ほどこし、多くの魔ま法ほうの品々を生み出したという。だが、その性せい質しつは大たい抵てい邪じや悪あくで、執しゆう念ねん深ぶかく恨うらみを忘わすれない種族だった。

　そんなドヴェルクたちの王として君くん臨りんしたのがモートソグニルだと言われている。

　俺はわざと聞いた。

「ドヴェルクの王？　それが何だというのだ？」

「モートソグニルの司つかさどる神紋ルーンは技ぎ巧こうの神紋ルーンだ」

「……そんな神紋ルーンは聞いたことが無いな」

「知らないとでも思ったか？　モートソグニルのグリームニルの伝でん承しようが残っている」

「……面白いな、どんな話だ？」

「それによると、技巧の神紋ルーンを持つ者はあらゆる神紋ルーンを使うことができたという。その技わざでもって、巧たくみに他人の神紋ルーンの力を真ま似ねたのだそうだ。いや、盗ぬすんだと言うべきか」

　紫衣のカントは俺の表ひよう情じようを窺うかがう。

「ただし、その力を使うには制約があるそうだな？」

「さあ、知らんな」

「とぼけるな。貴様が真似ることができるのは、目の前で使われた神紋ルーンに限かぎる。そして、目にしてから間もない神紋ルーンでなければならない。そうだろう？　さて、貴様の神紋ルーンの正体がわかれば、その弱点もおのずと明らかだ。貴様の神紋ルーンは言ってみればカウンターでしかない。誰かが先に手を出して、初めて使えるようになる神紋ルーン。つまり、貴様に真似る暇ひまなど与あたえること無く、一いち撃げきで倒たおしてしまえば良いだけだ。先さき程ほどのクズネフたちは貴様の前で無む警けい戒かいに神紋ルーンを使ってしまった故ゆえにあのような結果になった。部下に先に戦わせ、敵てきに神紋ルーンを使わせてから盗ぬすむ。いかにも小こ賢ざかしい無む法ほう者ものにぴったりの神紋ルーンだな？　だが、私はそんな隙すきは見せん」

　カントは笑う。

「他人の神紋ルーンを盗めなければ、貴き様さまは何の力も発はつ揮きできない、ただの人と変わりない」

「……たとえお前の言った通りだとしても、ここはコロシアムでグリームニル同士が殺し合う場所だ。そして、それは俺のこの目の前で繰くり広げられる。いくらでも神紋ルーンを真ま似ねることができるとは思わないか？」

「それは無理だ。何な故ぜなら」

　カントは親指で背はい後ごをぐいっと指し示しめした。

　丁ちよう度ど、帝てい国こくの先さき触ぶれが闘とう技ぎ台だい上じように歩み出たところだった。そして、朗ろう々ろうとした声で『神紋演武ルーンレゾナンス』の始まりを宣する。同時に、俺おれたちが誰だれと殺し合うかの組み合わせも明らかになる。

「……第一試合、帝国の盾たてなるビフレスト・紫し衣えのカントと帝国にまつろわぬ無法者・血誓兄弟フオースブレーズのロスト、台上へ参られよ」

　カントは笑う。

「貴様にはもう誰かの神紋ルーンを見て真似させる暇ひまは与あたえん。最初に血祭りに上げてやる」

「……俺が第一試合になるように仕組んだな？」

　そして、奴やつがわざわざ俺たちの前で長話を講こうじたのも、俺が誰かの神紋ルーンを見て準じゆん備びする暇を与えないための布ふ石せきだったのか？

「さあ、闘技台上に上がれ。それとも、今ここで誰かから神紋ルーンを見せてもらって真似るか？　お仲間に神紋ルーンを発動させて貰もらって？　猿さる真ま似ねしかできないグリームニルは哀あわれなものだな」

　俺の袖そでが引かれた。後ろから、フュアリーが背せ伸のびして囁ささやいてくる。耳をくすぐる感かん触しよく。アメジスト色の瞳ひとみが近くて、俺は一いつ瞬しゆん吸すい込こまれそうになる。

「ロスト。こんな奴の言うこと気にせず、こいつの名を私に……」

「いい、お前こそ気にするな」

　俺は臆おくすることなく闘技台上へと上る。誰かの神紋ルーンを見る必要など無い。

　カントも同じく台上へ上がった。

　お互たがいに向き直る。

　おおお、と観かん衆しゆうからどよめきが漏もれた。どんどんと床ゆかを踏ふみならす音。

　いよいよ始まる『神紋演武ルーンレゾナンス』に高鳴る期待。悪役である俺を、カントが叩たたきのめす場面を期待しているようだ。皇こう帝てい陛へい下か万ばん歳ざい！　ビフレスト万歳！　の声せい援えんがそれを示している。

　わかっていたことだ。こいつらは敵だ、と。なら、こいつらの期待を打ち砕くだいてやるのは気分がいい。

　戦いに巻まき込まれぬよう、先触れが闘技台下へと慌あわてて退たい避ひしていく。

「始めっ！」

　殺し合いという名の『神紋演武ルーンレゾナンス』が始まった。




　紫し衣えのカントは俺おれが神紋ルーンを見ていないと思っているようだが、そうではない。このカント自らが先さき程ほど俺に神紋ルーンを見せてくれたではないか。自分は不死であると得意げに。そんなことも見落とすくらいこいつは間ま抜ぬけなのか、それとも何か目論もくろ見みがあるのか。

　俺は敢あえてそれに乗ってやることにする。奴やつは恐おそらく、わざと自分の神紋ルーンをひけらかしたのだ。何か仕し掛かけてくるだろう。

　そう思いつつ、俺は紫のビフレストと対たい峙じしていた。

　闘とう技ぎ台だい上じようには、俺とカントの他には四よ隅すみに高い柱が立っているだけだ。当然、隠かくれる場所もない。コロシアムの熱気が高まったのか、微び風ふうが起こって台上に砂すな埃ぼこりが舞まった。

　カントは俺を睨にらむ。それから、大おお仰ぎように手を振ふり上げ、

「誓ちかおう。この場で見ている全ての者に誓う」

　と、観かん衆しゆうにアピールしだした。

「私はこの者を倒たおす。この無む法ほうの殺人者を。正せい義ぎがこの世に存そん在ざいする証あかしを示しめそう」

　俺を指差して、

「貴き様さまは私が裁さばく。正義は必ず為なされる。これまでの悪行から逃のがれられるとは思わぬことだ」

　観衆がその言葉に反はん応のうして会場の熱気が上がる。

「俺を裁く、か」

　俺は平へい板ばんな声で返した。

　こいつはまるで舞ぶ台たい俳はい優ゆうのようだ。

　カントは大きく頭を振る。額ひたいに手を当てた。手に隠かくれて表ひよう情じように影かげが差す。

「青せい銅どうのクズネフの魂たましいよ、安らかなれ！　秩ちつ序じよの担にない手であるビフレストを手にかけるとは明めい確かくな悪だ。ああ、何たることか！　正義に対する罪つみは罰ばつされなければならない」

　先程はクズネフのことを貶おとしめていたと思ったが。この男の正義は立場によって変へん幻げん自じ在ざいのようだ。

　俺は言った。

「覚かく悟ごは無かったのか？」

「何だと？」

「お前等らはこの下らん茶番、『神紋演武ルーンレゾナンス』で自分が殺される覚悟も、仲間が殺される覚悟も無いまま参加したのか？」

「覚悟？　どういう意味か」

「罪と言うが、お前等が皇帝のためにやっていることは罪ではないのか？　そして、お前たちのその弱さ……それは罪に値あたいするとは思わないのか？　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな奴が参加するんだ。殺されることなど最初からわかっていたことだろう？」

「……まるで血誓兄弟フオースブレーズに殺されるのは当然のような言い方だな。だが、間ま違ちがっている」

　紫し衣えのカントは微笑ほほえみの無い目付きのまま微笑んだ。

「先さき程ほども言ったように、私は絶ぜつ対たいに殺されることは無い」

「だが、それもお前が光神バルドルの神紋ルーンを発動させればこそ、だ。つまり……」

　俺おれは素す早ばやくカントの脇わきを走り抜ぬけた。その際さい、手早く奴やつの顎あごに手をかける。首を支し点てんに、小さな力で奴の頭を大きく動かし首の骨を折る。そのつもりだった。が、俺の手は空を切る。

　カントは消えていた。

　奴が神紋ルーンを発動させる前に殺せるかどうか試してみたのだが、既すでに先さき程ほどから継けい続ぞくして発動中だったようだ。

　そのカントは俺の背はい後ごで笑う。これが奴の言っていた絶対回かい避ひというものか。

「これぐらいでは納なつ得とくがいくまい？　これを貸かしてやろう」

　突とつ然ぜん、俺の目の前に大剣が現あらわれ、音を立てて転がった。カントが持っていた大剣だ。見れば、カントは左手に持った錨いかりを構かまえている。

「それを使って、私を好きに切ってみてはど──」

　言葉が終わらぬうちに、首を撥はねる。即そく、大剣を拾ってそのまま流れるように横斬り。その速度に砂すな埃ぼこりが舞まう。そうして、大剣の軌き道どう線せん上じようにカントの首を捉とらえらえていた。そのはずだった。が、カントは再び俺の背後に回っている。微笑みを浮かべて。どこにも傷きずは無い。

「無む手てでも駄だ目め、剣でも駄目。残念ながら、いかに私を傷つけようとも光神バルドルの加か護ごがある限かぎり、このように殺すことはできぬ。わかってくれたかね？」

　ノーモーションでの回避に加え、俺の背後への移い動どう。

　俺は闘とう技ぎ台だい上じように目を凝こらす。それから、天を仰あおいだ。

「なるほど。それがお前の神紋ルーンか」

　俺は呟つぶやいた。

「道理で死ぬ覚かく悟ごも無いわけだ」

「ああ、ないな。死ぬのは貴様なのだから。大人おとなしく頭こうべを垂たれ、裁さばきを受けるがいい」

「覚悟を持つ者と持たない者、どちらが強いと思う？」

　俺はカントに問いかけた。

「お前は光神バルドルの不死を頼たのみに覚悟もなく、高所から虫を踏ふみ潰つぶすが如ごとく戦うだけだ」

「覚悟が必要なのは死を怖おそれるがゆえ。不死者に覚悟は無用なのだよ」

「……光溢あふれよ太陽の神紋ルーン。尽つきせぬ命、光神バルドルは不死なれば」

　俺は唱となえた。俺の額ひたいに太陽の神紋ルーンが浮うかびあがる。

「……ふん、やはり私の神紋ルーンを真似るか。だが、真似たところで使いこなせまい？」

　紫衣のカントは驚おどろいた風でもない。その口の両りよう端はしが僅わずかにつり上がっていた。

「……やはりな」

　俺おれはカントに向けて告げる。

「くだらない神紋ルーンだ」

「なんだと？」

「お前の神紋ルーンは絶ぜつ対たい回かい避ひなどではない。ただの誤ご魔ま化かしだ」

　俺は再ふたたび大剣でカントを薙なごうとした。と、やはりカントは瞬しゆん時じに俺の背はい後ごに回っている。そして、嘲ちよう笑しよう。

「無む駄だだと言っているだろう？」

「どうして攻こう撃げきしてこない？」

　俺はカントに背後を晒さらしながら、背せ中なか越ごしに問いかけた。

「先さき程ほどからお前は何度も俺の背後を取っているが、一度も攻撃してこないな。いや、攻撃などできないか。そこに見えているお前は虚きよ像ぞうだからな」

「……ほう？」

　カントはニヤリと笑った。

「お前の太陽の神紋ルーンは光を操あやつる。光を曲げて虚像を作り出す等造ぞう作さもないこと。だろう？　お前はあたかもそこにいるかのごとく虚像を結ぶが、実体は光を捻ねじ曲げて目に見えぬように隠かくす。簡かん単たんに言えば、透とう明めい化かしている。そして、敵てきが虚像に向かって行けば、それを消して別の場所に像を結び直していた。あたかも瞬間移い動どうでもしているかのように。お前はその虚芸を絶対回避と称しようしていただけだ」

　カントは、いやカントの虚像は、やれやれと肩かたを竦すくめてみせた。

「能のう力りよくがわかって偉えらそうに講こう釈しやくか。貴き様さまの持つ他人の神紋ルーンを真ま似ねる力をもってすれば、私の神紋ルーンの正体が暴あばかれることはわかっていた……。で、貴様はどうするつもりだ？　それがわかったところで、姿すがたの見えない私を攻撃することはできまい？」

「ああ。攻撃できないな。だが、それはお前も同じだ」

「なに？」

　俺は太陽の神紋ルーンを使った。光を捻じ曲げ、俺の体に当たった光を反射させないようにする。これで俺は誰だれの目にも捉とらえられない。

「これでお互たがいに相手の居い場ば所しよはわからなくなった。どちらも相手を負かすことができない堂どう々どう巡めぐりだ。千せん日にち手てという奴やつだな」

「……ふふふ」

　カントの笑い声が聞こえてくる。

「ははは……はははははっ！　そうだろうな。貴様が私の神紋ルーンを真似るとしたら、当然そうするだろうなあ？　貴様も透明になり、姿を隠す……ふふくくくっ、だがな、間ま抜ぬけめ。私には貴様の姿が手に取るように見える、見えるのだよ！　初めて使う貴様と私を一いつ緒しよにするな」

　カントの虚像がかき消える。

「闘とう技ぎ台だい上じように砂すなが撒まかれているのに気付かなかったのか!?　足あし跡あとで丸わかりだぞ！　貴き様さまが得意げに私の神紋ルーンを真似るのを予想して、最初から砂を仕し込こんでおいたのだ！　はははっ！　この時を待っていた！　死ね！」

　本当にくだらない神紋ルーンだ……俺おれは大剣を、宙ちゆうに突つき出した。渾こん身しんの力を込めて。

「げえ──っ!?」

　深く切り裂さく手て応ごたえがあった後、俺のすぐ横を姿すがたを現あらわしたカントが落下していく。闘技台上に叩たたきつけられ、バウンドする。鮮せん血けつが噴ふき出していた。

　俺も神紋ルーンを使うのをやめ、姿を現す。カントは横たわってひくついたまま、俺の方に首を曲げて必死に問う。

「な……何な故ぜ……？」

「お前が上から攻こう撃げきしてくるのはわかっていた」

　俺は大剣を投げ捨すてて答える。

「闘技台上の砂にお前の足跡はどこにもついていなかったからな。気付かないとでも思ったか？　お前は闘技台上にいない。じゃあ、どこにいるのか。そこでこの錨いかりだ」

　カントの脇わきに転がる奴やつの錨。俺はそれを軽く蹴けった。

「こんな物、武ぶ器きとして役立つのは特とく殊しゆな状じよう況きように限られる。扱あつかい辛づらいからな。こんなものが役立つ状況、それはこの重量を生かした、上方からの攻撃だ」
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　俺おれは闘とう技ぎ台だいの上方を見る。四よ隅すみに立つ柱の、それぞれの天辺が見えた。

「お前はあの柱の上で透とう明めいになり、虚きよ像ぞうを操あやつっていた。そして、俺が太陽の神紋ルーンを使って透とう明めいになり、油ゆ断だんしたところをこの錨いかりで叩たたき潰つぶそうと企たくらんでいたのだろう。そこまで意図が読めれば、後は簡かん単たんだ。虫は誘ゆう導どうすればいい。わざと柱の一本に近付き、お前が攻撃しやすいように隙すきを作る。お前は最さい善ぜん手しゆを選んでいたようで俺に誘導されていたんだ。後はお前が飛び下りてくるタイミングに合わせて剣を突つき出すだけだ」

「……ぐ……き……さま……」

　俺は闘技台上の砂すなを踏ふみしめる。

「おい、俺の問いは覚えているか？　覚かく悟ごのない奴やつが負けるに決まっているだろう。小こ細ざい工くで俺を殺そうと思っていたようだが、それが逆ぎやくに自分を死に追いやる羽は目めになったようだな」

　カントは答えずに永えい遠えんに沈ちん黙もくした。二度と口を開くことは無い。

　俺は闘技台を降おりた。

「……しょ、勝負あり。勝者血誓兄弟フオースブレーズのロスト」

　勝ち名乗りが上げられ、観かん衆しゆうから悲ひ嘆たんの声が上がる。観客からすれば応おう援えんする正せい義ぎの味方が悪役に負けたのだ。絶ぜつ句くし、項垂うなだれる者の姿も目立った。そもそも、こいつらが正義だとか笑わせる。そして、まもなく敗者の遺い体たいが場外へと運ばれ、第二試合が始まった。




「俺の戦い、ちゃんと見てろよな！」

　ソロウがでっぷり肥こえた男と戦っている。その太った男の名はナズー。石いし巨きよ人じんフルングニルのグリームニルで巨人の神紋ルーンを使う相手だった。

　ソロウの雄叫おたけびがコロシアム内に轟とどろく。それを嘲あざ笑わらうかのようなナズーのせせら笑い。

　殺せ！　殺せ！　とどちらを応援しているのかわからないが、観衆たちのどよめきも増ます。どうやら、この闘技場へとどんどん人が入り込こんできているようだ。

　俺が闘技台脇わきでソロウの戦いっぷりを見守っていると、後ろから咳せき払ばらい。改まった様子で、フュアリーが俺を見上げていた。アメジスト色の瞳ひとみが俺を射いる。

「……その……おつかれ」

「それほどのことじゃない。勝って当たり前の勝負だ」

　そう。紫し衣えのカントは俺の神紋ルーンの力を過か小しよう評ひよう価かしていた。それが敗はい因いんだ。

　フュアリーは深く溜ため息を吐つく。

「そういうところが心配……全然本気じゃなかったわね？」

「そもそもあの程てい度どの相手、汗あせもかかなかったのではないですか？」

　トーメントも、腕うで組ぐみして視し線せんはソロウに固こ定ていしつつ、俺に言ってきた。

　フュアリーは再ふたたび俺を覗のぞきこむように俺を見上げてくる。

「わざわざ相手の神紋ルーンに合わせてやるなんて。もっと最初から全力でやってもいいと思う。手を抜ぬいた戦い方はいつか死に繫つながるわ」

　俺おれは首を横に振ふる。

「切り札を最初から明かすことは無い。奴やつ等らビフレストが俺のことをその程てい度どだと思っているなら、そう思わせておく。侮あなどってくれていた方が、いざ俺の力を目の前にした時の動どう揺ようも激はげしいだろう」

「でも……やっぱりあなたにはなるべく危き険けんなことはして欲ほしくない」

「そうです！　そこは私も声を大にして言いたい」

　トーメントがソロウから目を離はなした。

「血誓兄弟フオースブレーズはあなたがいるから今ここに存そん在ざいしている。あなたがその身を危険に晒さらすくらいなら、私たちを捨すて駒ごまにすればいい」

　トーメントの言葉にフュアリーも同調する。

「私が今ここにいられるのは、あなたが今ここにいるから。私を解かい放ほうする前に死なれては、本当に困こまる」

　訴うつたえる表ひよう情じようだった。まるで、俺がこの『神紋演武ルーンレゾナンス』で死ぬつもりではないかと疑うたがっているかのよう。

　俺は笑ってみせた。

「あの程度、危険でも何でもない。考えてもみろ。俺たち血誓兄弟フオースブレーズが帝てい国こくの犬いぬ如ごときに後れをとるわけは無い。違ちがうか？」

「……笑うのね」

　フュアリーは呟つぶやき、ふう、と溜ため息。

「あなたが笑うのは本当に危険な時だけ。私たちの心配を取り除のぞこうとする時だけ。知ってるのよ」

「それは思い違いだ。俺も人間だ。時には笑う」

　俺はそう言いながら、笑いを消す。

　そんな会話の最中、トーメントが気がかりな声を上げた。

「……ロスト、気を付けてください」

　トーメントはソロウの試合内容は見ておらず、むしろ闘とう技ぎ台だいの外に目を向けていた。

「帝国の犬が来ます」

　促うながされて、俺もトーメントが目を向ける方向を見る。ソロウが吠ほえ、観かん衆しゆうが唸うなり、怒ど号ごうや口笛がかき鳴らされる中、それら雑ざつ音おんをまったく無む視しして俺たちに向かってくる奴がいる。緑の制せい服ふく。翠すい葉ようのミリアというビフレストだ。その制服から覗のぞく左ひだり腕うでは鱗うろこに覆おおわれている。

　フュアリーが険けわしい顔つきになり、俺の前に歩み出た。俺を守る盾たてになるかのように。

　が、俺はフュアリーを摑つかんで後ろに押おしやる。そこで丁ちよう度ど、翠葉のミリアが俺の前に立った。

　背せ丈たけは大きくない。だから、俺は上から威い圧あつするように、

「何か用か」

「用？　あるに決まってるだろう、この悪あく党とう！」

　俺おれを見上げるミリアの視し線せんは渦うず巻まくマグマのように沸ふつ騰とうしていた。

「貴き様さまはわたしが殺す！　クズネフやカントを殺した貴き様さま等らを絶ぜつ対たいに許ゆるさない！」

　言葉の内ない容ようも激はげしい。純じゆん粋すいな敵てき意いだった。

　仲間のために復ふく讐しゆうを誓ちかうか。それは実に人間的な行こう為いだが、この少女はわかっているのだろうか。俺もまた復讐のためにここにいる、いわば彼かの女じよと同じ人間だということに。俺が悪党なら、彼女もまた同じく悪党ということだ。

　悪戯いたずら心ごころが湧わいてきて、彼女をからかうことにする。俺は少し首を捻ひねってみせ、

「『神紋演武ルーンレゾナンス』に参加した者はあらゆる罪つみを許されると聞いたが？　そういう発はつ布ぷが為なされたはずだ。なのにお前は、俺がお前の仲間を殺したからといって裁さばくのか？」

「む……法や布ふ告こくなど知らない。わたしはただ自分の心の命ずるままに、ビフレストを殺した貴様を殺す！」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったミリアだったが、すぐに俺への敵てき意いを再さい燃ねんさせた。

　法を無視して、自分の気持ちを優ゆう先せんするという。それは俺たち血誓兄弟フオースブレーズの考え方だ。

　法は皇こう帝ていの権けん力りよくを守るためにある。俺たちは皇帝を認みとめないのだから、法に従したがう必要は無い。むしろ従ったら皇帝を助けることにだってなりかねない。だから、物事を自分の心で判はん断だんする。

　このビフレストは俺たち無む法ほう者ものに近い。

「貴様みたいな悪い奴やつを倒たおさなくてはならない！」

　俺は大きく頷うなずいて、

「お前は実に不ふ遜そんな奴だ。皇こう帝ていの命令など屁へとも思っていない。気に入った。お前がこの演えん武ぶで死ななかったら、血誓兄弟フオースブレーズのメンバーに入ってもいい」

　ミリアは顔を朱しゆに染そめて、怒ど鳴なる。

「ふ、ふざけるな！　なんでわたしが悪党の仲間にならなくてはいけない」

　俺の背はい後ごにいたフュアリーが溜ため息交じりの声を出す。

「随ずい分ぶんと勝手なことを言うのね、ビフレストという人たちは。悪だなんだと……。あなたたちは正せい義ぎなの？　私たちが悪だとどうして言えるの？　何も知ろうとしていないくせに」

　そう聞いてミリアはきっぱりと言う。

「皇帝陛へい下かに危き害がいを加えようという者は全部悪だ。それ以上の言葉はいらない」

　すると、脇わきで話を聞いていたトーメントが割わって入ってきた。どこか皮肉な冷笑を含ふくんで、

「全ては皇帝のために、という訳わけですか？　つまり、あなたは皇帝の一番の忠ちゆう犬けんを目指しているのですね？」

「我わが忠誠は皇帝陛下のため」

「皇帝に撫なでてもらうことを夢ゆめ見てそんなことをしていると？　餌えさを与えられて尻尾しつぽを振ふる可愛かわいい犬になりたいと？」

「それの何がいけない？　皇こう帝てい陛へい下かはこんな身み形なりのわたしを助けてくれた上に、必要としてくれる。その皇帝陛下にご恩おんを返すのは当たり前のことだ」

　トーメントの顔が歪ゆがんだ笑みを作る。

「では、そこまで忠ちゆう誠せいを誓ちかう皇帝陛下にあなたは当然見まみえたことがあるのでしょうね？　謎なぞめいた皇帝陛下のご尊そん顔がんを拝はいしたことがあると？」

「そ、それは…………皇帝陛下は偉い大だいな方だから民みん衆しゆうの前にそのお姿すがたを晒さらされることはない」

　ミリアが口を濁にごす。皇帝は姿を見せないことで有名だ。誰だれかにどうしても姿を見せねばならない時は仮か面めんをつけて正体を隠かくすという。それは近この衛えであるビフレストたちにも徹てつ底ていしているらしい。

「姿を見たこともない相手に忠誠を誓う？　それは本当に忠誠ですか？　見たこともない幻まぼろしを信しん仰こうしているだけではないですか？」

　トーメントの言葉にまごつくミリアだったが、きっ、と視し線せんを鋭するどくし、

「そんなの関係ない！　皇帝陛下はわたしを助けて、ビフレストにまで育ててくれた。それは事実だから。与あたえられた信しん頼らいに応こたえる忠誠。わたしが今、心に何の曇くもりもない気分でいられるのは、人として正しい道を歩いているという自信があるからだ。貴き様さまたちに蔑さげすまれるようなことじゃない」

　その助けてくれたという皇帝が非道の行いをしているとしてもか……。それでも何もやましさを感じないか……。

　トーメントは含ふくむところのある笑いを漏もらした。

「正しい道を歩いているという自信？　……楽しみですね、その自信が粉々に打ち砕くだかれる時が早く来ることを祈いのります。……予よ言げんしましょう。あなたの忠誠や信頼が皇帝から裏うら切ぎられる時は必ず来ます。おそらくそう遠くない内に」

「戯ざれ言ごとはそこまでだ！」

　ミリアの厳きびしい声に、トーメントは取り繕つくろった。大おお仰ぎように一礼する。

「いいでしょう。帝国の犬は私の獲え物ものです。ロストが相手をするまでもない。もっとも、あなたのような犬が狩かられたところで、皇帝は悲しみもしませんがね。あの男は結局、自分のみが大切なのですから」

「皇帝陛下への侮ぶ辱じよくは許ゆるさない！」

　そう、トーメントに言ってから、翠すい葉ようのミリアは俺おれに向き直り、

「これだけは伝えておく。血誓兄弟フオースブレーズはどうしてもビフレストの手で滅ほろぼさなくてはならない敵てきだ。だから、貴き様さまにはわたしと戦うまで死なずにいることを望む。貴様の死を陛下に捧ささげるのはわたしの役目なのだから。そのことを肝きもに銘めいじて、以後戦うがいい」

　そう言い捨すてて、ミリアは背せを向けた。後は俺たちを一いつ顧こだにせず、仲間たちの所へと歩み去る。

　あの少女は俺おれの力が先の戦いで見せたものだけではないことに気付いている。どうやらカントなどよりもよほど実力がありそうだ。

　その時、闘とう技ぎ台だいから一ひと際きわ大きな声ががなられた。

「来ぉい！　今の俺は最さい大だい硬こう度ど！　絶ぜつ対たい硬こう度ど１６００……！」

　その声を断たち切るように、ずぅぅん、と響ひびいた。俺たちの足もとが揺ゆれる。

　すっかり忘わすれていた。試合は終わったようだ。闘技台上にもうもうと土つち煙けむりが立つ。その奥おくからソロウがのっそりと姿すがたを現あらわした。ぺっぺっと唾つばを吐はきながら。

「……勝負あり。勝者血誓兄弟フオースブレーズのソロウ」

　勝ち名乗りが上げられ、ソロウがこちらに戻もどってきた。

　その顔に笑みは無い。

「ああ、つまんなかったぜ」

　ソロウは吐き捨すてた。

「おい、ロスト。ひでえ外れだったぞ、あの道どう化け。体を石のように硬かたくできるだか何だか知らないが、そんなんで俺の前に立つとか……何をされても死なないとか威い張ばってたが、石くらいの硬かたさで俺のミョルニルを防ふせげると思っていたのかよ……。砕くだいて粉こな微み塵じんにしてやったがな。しかもあいつ、硬くなるばかりでなんにも攻こう撃げきしてこないって何なんだろうな？　じっとぶったたかれるのを待ってるとか意味がわからん。ま、強すぎる俺も考えもんだよな？」

「……」

　俺は正直に話すことにした。

「すまん、お前の試合は見ていなかった」

「私も」「私もです」

　フュアリーとトーメントも告白した。

「おい!?　お前まえ等ら、仲間が戦ってるのに見てなかったのかよ!?　俺のミョルニルストーム……」

「ああ、すまん」

　ソロウは大きく天を仰あおぎ、

「裏うら切ぎられた！　俺の信しん頼らいは裏切られたぞ！」

　裏切られて自信を打ち砕くだかれたのはソロウの方だった。




「血誓兄弟フオースブレーズの女、フュアリー。参られませ」

　呼よばれたフュアリーが闘技台上へ上がる。第三試合の組み合わせが明らかになった。相手は、

「帝てい国こくに弓引く大だい罪ざい人にん、反はん逆ぎやく者しやメルト、同じく闘技台上へ」

　手て枷かせ足あし枷かせをつけられた男が台上へと上がる。付き添そった衛えい兵へいがその枷を一つ一つ外していった。その際さい、

「おい」

　と、メルトは自分の手て枷かせ足あし枷かせを外した衛えい兵へいに声をかける。

「帝てい国こくに与くみする者は皆みな殺ごろしだ。馳はせよ駿しゆん馬め、疾とく速はやき神は死の手からすら逃のがれたもう」

　そして一いつ瞬しゆん、姿すがたが見えなくなった。

　同時に、

「は？　なに……？」

　その衛兵は半口を開けて自らの腹はらに手を当てる。衛兵の腹が裂さけていた。腹ふく圧あつに押おされ、どろり、と中身がはみ出してくる。一いつ瞬しゆん遅おくれて溢あふれ出る血。

「うぁ……は、腹が……ちょ、中身が……」

　臓ぞう物もつを押おさえようと両手でそれを受け止める衛兵。その手の一方がスパッと断たち切られ、ぼとりと落ちる。痛いたみを感じていないのか、衛兵は叫さけぶでもない。ただ、自分の体がパカパカと切り開かれていくのを眺ながめるばかり。その両目が横一文字に切り開かれる。開けていた半口がすっぱり切られ、下した顎あごがだらりとぶら下がる。耳が削そがれる。ぼとぼとと何かがまとめて落ちたので見てみれば、その衛兵の指が根元から切せつ断だんされていた。

　時間にしておよそ５～６秒だろう。衛兵は解かい体たいされた。細分された肉にく片へんの山になる。両足の膝ひざから下だけが肉片の山の中から突き出していた。

「あまりに素す早ばやく切られると、体もそれと気付かず血を流すのも忘わすれる」

　いつの間にかフュアリーの背はい後ごに反はん逆ぎやく者しやメルトが立っていた。ただし、メルトはフュアリーを見ていない。貴き賓ひん席せきに向けて、いや、玉ぎよく座ざで羽を休めているカラスに向けて話している。

「枷を外したのは失敗だったな。こうなれば、俺おれは誰だれにも捕つかまえられない。この駿馬の神紋ルーンが発動している間はな」

　メルトの足首に神紋ルーンが輝かがやいているのが見える。

「我われは俊しゆん敏びんのヘルモーズがグリームニル。疾く速き神ヘルモーズの加か護ごを受けし者は空気を切り裂さいて馳せることができる。その速さは真空の波を作り出し、触ふれた者を寸すん断だんするのだ。俺の敵てきは俺に手を触れることもできずに肢し体たいを分断されることになる」

　確たしかにメルトの神紋ルーンは人を切り裂いた。だが……。

「これは違ちがうな……フュアリー、もう勝っていい」

　こいつは俺の両親を殺したグリームニルではない。切り口が違い過すぎる。となれば、話を聞く価か値ちもない。だから、俺はフュアリーにさっさと終わらせるように指し示じした。

　それを受けて、フュアリーは頷うなずく。そして。

　決着までは僅わずかな時間。

「……ぐあぁぁ!?　足が、俺の足がぁ！」

　見れば、メルトの足が凍いてついていた。素す足あしには氷が張はりつき、黒く変色し腐くさりかけている。

「俺の速き脚あしが！　何よりも速きこの俺が、こんな、こんなぁ！」

　自じ慢まんの足が永えい久きゆうに損そこなわれたことを知り、メルトは戦慄わなないていた。

　フュアリーは常つねと変わらず。溜ため息を吐つき、

「……朽くちさせよ、氷ひよう霜そうの神紋ルーン。冥めい府ふの女おんな主あるじにして虜りよ囚しゆう、ヘルが嘆なげきを我わが手に」

　ダメ押おしの一言といったところか。その言葉で、フュアリーの周りが一いつ層そう黒ずんだ様に見えた。くすんでいる。その黒ずみは茨いばらのように地を這はい、広がっていた。それはメルトの立つ場所まで達している。

「相手が悪かったわね。冥府の女主ヘルの加か護ごを受けた私は、彼女の支し配はいする死と極ごつ寒かんの世界ニヴルヘイムを顕けん現げんすることができる。いかに疾とく速き神であろうとも、自らニヴルヘイムに入り込こめば死から逃のがれられぬと知れ」

　ニヴルヘイムは黒ずみ、くすんだ世界のようだ。そしてそこに立つ者を永えい劫ごう苦しめる。

「ぐぐぐ……」

　反はん逆ぎやく者しやメルトは喘あえぐ。床ゆかについた手もじわじわと黒ずんでいた。

　メルトは項垂うなだれ、それでもぐっと頭を起こし、フュアリーを見上げる。

「……氷霜の神紋ルーン……ふふ、うふふ……聞いたことがあるぞ。三年ほど前、山さん岳がく地ち帯たいで独どく立りつ運うん動どうを起こした連中を率ひきいていたグリームニル……確たしか、嘆きの少女という呼よび名のグリームニルが氷霜の神紋ルーンを使っていたと……」

　フュアリーはそれを見下ろすばかり。口は横一文字に引かれ、その眼まな差ざしは氷そのもの。

「……貴き様さまがそうなのか？　逃にげのびていたのだな？」

「……そうよ」

「な、ならば！　貴様はまさしく同どう志しではないか！」

　反逆者メルトは叫ぶ。その視し線せんは熱っぽい。

「志こころざしを同じくする者よ！　人々の帝てい国こくからの解かい放ほうを願った我われ々われは、共に崇すう高こうな使命を抱いだいた仲間だ！　はっはー！　さあー今こそ俺おれと共に帝国に立ち向かおう！」

「……一人でやればいい」

　フュアリーはぼそりと言った。

「人を巻まき込こまないで。もういいの。みんなのために、とかそういうのはもういい。私は子こ供ども過すぎた。そんな思い上がりは二度としない。私が皆みなを助けたい、なんて思い上がったことを考えなければ、皆を死なせずに済すんだ」

「な、なに!?　た、戦わんのか？　俺と共に帝国を倒たおす……」

「少なくとも、あなたと共にじゃない。だってあなたはこれから冥府に行くから」

　反逆者メルトの目がつり上がった。常じよう軌きを逸いつした目。

「き、き、貴様！　知ってるぞ！　貴様は疫やく病びよう神がみ、不幸の女だ！　貴様の独立運動の仲間は皆死んだそうだな！　内ない紛ふんを起こして仲間内で殺し合い……貴様だ、貴様が殺したんだろう!?」

「……ええ、そう。私が殺した。みんな、みんな、私が殺した」

　フュアリーは平へい板ばんな声を出す。

「私に関わったせいでみんな死んだ……バカな子……私と同じ、本当にバカな子こ供どもだった」

「ふははは！　ならば俺おれも殺すのか？　ああ、殺すがいい！　帝てい国こくに牙きば剝むくことも忘わすれた負け犬め！　だが俺は違ちがう！　俺は人々のために戦う。人々のためなら、人々を巻まき込こんで何人殺そうと構かまわない！　そうでなければ、この世を変えることなどできるものか！　俺はまだ諦あきらめん！　未来の人々のために、今の人々を何人犠ぎ牲せいにしようと何ともない！　そう、我わが志こころざしは歴史の中で輝かがやくのだ！　俺は負けぬ！　俺は負けてない！　お前にも、ビフレストの黒い奴やつにも、俺は負けてないのだ！　心が折れない限かぎり、それは負けじゃない！」

　俺はメルトの言葉に引っかかる。ビフレストの黒い奴？　ビフレストは虹にじの七色のはず。黒などいないはずだ。そう思い、二人の会話に口を挟はさもうとした。

「おい、ちょっと待て、お前のいうビフレストの黒とは……もしかして人を切り裂さく奴……」

「俺の本気の力を見ろ、疫やく病びよう神がみめ！　速き神ヘルモーズよ！　今一度力を！　再さい加か速そく！」

　メルトの足首の神紋ルーンが輝き、身を屈め、一息に飛び出そうというところで。

　フュアリーは短く別れの言葉を告げた。それは冥めい府ふの女おんな主あるじヘルの神しん言ごん。

「……げぁっ！」

　凍こおりつき、闘とう技ぎ台だい上じように張はり付いていたメルトの足首がもげていた。飛び出そうとしていたメルトは、その勢いきおいで自らの足首を引きちぎってしまったのだ。勢いついて転がったメルトの足首から上の部分が闘技台上に横たわる。

「おい……」

　俺は闘技台上のぼろ屑くずに声をかけたが、もう無む駄だなのはわかっていた。

　メルトはしばらくの間、うぅ、ううふふふ、などと含ふくみ笑いをしていたが、次し第だいに声を小さくしていった。それと反はん比ぴ例れいするようにメルトの体を覆おおう霜しもの面積が広がっていく。更さらに、体全体が黒ずみ縮ちぢんでいくようだ。

　何の声もしなくなった時、メルトは完全に凍りついていた。フュアリーがその変色した氷の塊かたまりを踏ふみつける。ピシリと割われ、粉々に崩くずれ去った。

「……勝負あり。勝者フュアリー」

　勝ち名乗りがあげられた。

　フュアリーの表ひよう情じようはいつも通り変わらなかった。




　本人たちに聞くのが一番だ。

　今度は俺がビフレストたちの傍へ行く。

「……第四試合、野や性せい児じピッコリトリコッピ、蜂はちの防人さきもりホルスト、闘技台上へ上がられませ」

　次の試合が始まるのを横目に、俺はビフレストたちのもとを目指す。

　俺おれたちとは反対側の闘とう技ぎ台だいの脇わき。そこにビフレストたちは陣じん取どっていた。ぐるっと回る感じで歩く。

「にゃおー！　たーべちゃーうぞー！」

「……何がにゃーだ、クソガキが。熊くまに育てられたんじゃねえのかよ」

　闘技台の上でのやり取りが耳に入ってくる。が、目は向けない。

　俺の視し線せんの先で、橙だいだい色いろのビフレストが震ふるえ、黄色の背せ中なかに隠かくれるのが見える。翠すい葉ようのミリアが、俺を待ち構かまえていたように立ちはだかった。

「今度はこちらが聞く番だ。何の用？　待ち切れずに今すぐ殺されたいのか？」

「話してもらう。メルトが言っていたビフレストの黒とは何だ？　黒い色のビフレストがいるのか？」

　俺の言葉を聞くと、ミリアは顔をしかめた。

「……何を言っている？　ビフレストは虹にじの七色。黒なんかいない」

「それが本当なら俺の目を見ろ！　そいつは、そいつは、俺がずっと追っている奴やつなんだ！」

「……黒のビフレストはその存そん在ざい自じ体たいが秘ひ密みつとされている。…………彼のことは何も知らない、としか言えない。知っていても教えるわけがない」

　公には知られていないビフレストということか、隠されたビフレスト。そういえば、紫し衣えのカントもそんなことを匂におわせていなかっただろうか。

　俺が尋じん問もんした大臣もその存在を知らなかったのだとしたら……。

「言え！　言うんだ！　そいつは俺の親を殺した奴かもしれない。俺の親父は帝てい国こくのグリームニルにやられたと言っていた。お前まえ等らの中に俺の親父を殺したような、切り裂さく神紋ルーンを使う者がいるんじゃないか？　黒のビフレストがその神紋ルーンを使うんじゃないのか？」

「……もしそうならどうするつもりだ？」

「決まっている。殺す。俺の家族を無残に殺した奴だ。その報むくいを受けさせる」

　翠すい葉ようのミリアは俺をじっと睨にらんでくる。鱗うろこの肌はだが奇き妙みように陽光を反はん射しやしていた。

「……どうしてなんだ？　自分の親が殺されたことを悲しんでいるのに、どうして一方で簡かん単たんに人を殺すことができる？」

「悲しみなどない。仇かたきを討うつのに邪じや魔まな者は容よう赦しやなく殺す。それが復ふく讐しゆうというものだ」

「なら、わたしを殺す理由も十分というわけか。わたしと戦う時は本気を出すことだな」

「どうしても教えないつもりか!?　なら……」

「……」

　答えないミリアに対して俺は苛いら立だちをぶつけるように吐はき捨すてた。

「……別にお前に聞かなくてもいいんだ。そっちの奴やつ等らに聞いたっていい」

　俺は黄色と橙色のビフレストに目をやった。

「やだ……助けてミリアちゃん」

　橙だいだい色いろは黄色の陰かげに隠かくれて震ふるえるばかり。黄色のビフレストは彼かの女じよの盾たてにならんとぐっと踏ふん張ばっていた。

「やめろ」

　ミリアが俺に指さし図ずしてくる。

「スーに構かまうな。……わかった、知ってることを教えてもいい」

「黒のビフレストというのはどこにいる？」

　俺おれが勇んで聞きだそうとすると、ミリアは掌てのひらで俺を押おさえるかのように待ったをしてくる。

「教える……ただし、わたしと戦って勝てたらな」

　ここまで来てまだもったいぶるこの女に、俺の拳こぶしがきつく握にぎられる。すると、

「これならわたしと本気で戦う理由になるだろう？　貴き様さまが本気で戦うことが条じよう件けんだ」

　そう続けられた言葉に、俺は怒いかりとは別に、ある種しゆの戸と惑まどいを覚えた。

「なんだ？　どうしてそんなに俺と本気で戦いたがる？」

「……それが皇こう帝てい陛へい下かの願いだから。本気の貴様を倒たおさなければならない。何な故ぜかは知らないがな」

　どういうことだ？　俺はミリアの言葉に違い和わ感かんを覚えた。だが、こいつが黒のビフレストのことを知っているのは確たしかなようだ。それをすぐに聞き出す。皇帝を倒す邪じや魔まをするなら誰だれだろうと倒すつもりでいたのだ。問題ない。

「いいだろう。やってやる」

「そうか。取引成立だ」

　俺たちは険けわしい視し線せんを交わした。

　わああ！　と観かん衆しゆうが騒さわいだ。

「き、きたねえ！　やり方がきたねえぞ、ガキ！」

「これが大自然の知ち恵えだよ！　かーわいそーだねー」

　闘とう技ぎ台だいの上で決着がついたようだ。

「……勝負あり。勝者野や性せい児じピッコリトリコッピ」

　勝ち名乗りが上げられる。

　俺はゆっくりと闘技台上を指差す。

「闘技場が空あいたみたいだな。上がれ」

　翠すい葉ようのミリアは首を横に振ふった。

「断ことわる。わたしはまだ貴様とは戦わない」

「どうした？　ここまで来て逃にげるのか？」

「いいや、貴様を倒すのは最後。その前に、貴様の周りにいる無む法ほう者ものたちを屈くつ服ぷくさせ、貴様から誇ほこりや仲間、大切なものを全てを剝はぎ取る。そうやって惨みじめに打ちのめすことこそが皇帝陛下の御ご意い向こうに適かなうこと」

　次に闘とう技ぎ台だいへ上がるよう名前を呼よびあげられたのはミリアとトーメントだった。

「……ようやく私の出番ですか」

　名前を呼よばれ、人ひと狩がりトーメントが腕うで組ぐみを解とくのが見えた。

　俺おれはミリアに声をかけた。

「おい。今すぐ黒のビフレストのことを話せ！　手て遅おくれになる前にな」

「何な故ぜ？」

「お前が今から死ぬからだ。話す前に死なれては困こまる。今の内に知っていることを全部明かしてもらおうか」

「……随ずい分ぶんとバカにしてくれる。なら、わたしがあの優やさ男おとこを打ち負かすよう、わたしを応おう援えんしていればいい」

　ミリアは俺に剣けん吞のんな眼まな差ざしを放ってから、闘技台の真ん中に進み出る。

　こうなれば、トーメントがミリアを即そく死しさせないことを祈るだけだ。だが、あいつの神紋ルーンは獲え物ものを追い立て、必ず心しん臓ぞうを貫つらぬく。俺は次じ善ぜんの策さくも考えることにする。

　俺は橙だいだい色いろのビフレストを見た。スーという名前らしい。

　あの女ならすぐに話すだろう。黄色を痛いためつけて吐はかせればいい。

　俺はトーメントのもとに戻もどる。

「……何かあの緑のビフレストと約束があるようですが……」

　トーメントは俺に問いかけてくる。

「まさか皇こう帝ていの飼かい犬を生かしておくわけではないでしょうね？」

「……お前の好きにしろ」

　俺は勝つことを許ゆるした。




　だが、勝負は一いつ瞬しゆんだった。

「何だと……？」

　トーメントの必中の矢、ハウンドが当たることはなかった。これまで積み重ねてきた技ぎ術じゆつの結けつ晶しよう。それが何ら発はつ揮きされることなく、トーメントは自らの喉のどに突つき付けられている刺突剣レイピアを見つめている。

　どうしたというのだ。

　俺はあまりにあっけないトーメントの敗北に片かた眉まゆを上げる。

　何な故ぜ必中のはずの矢はミリアを貫つらぬかなかった？

　試合開始直後、トーメントはすぐさま自分の神紋ルーンを発動させた。浮うかび上がる狩しゆ猟りようの神紋ルーン。そして、光の矢ハウンドを放つ。流れるような動き。ミリアはそれをただ見ていただけだ。だから、ハウンドは過あやまたず、ミリアの胸むねに吸すい込こまれていった。

　なのに、その瞬間。

　ミリアは姿すがたを消していた。それどころか、いきなりトーメントの目の前に立っていたのだ。

　だが、俺おれはその時点でトーメントの勝利を確かく信しんしていた。というのも、トーメントのハウンドは一度放たれればその獲え物ものを貫つらぬくまでどこまでも追い続けるからだ。一度姿すがたを消して避よけたとしても、ハウンドは執しゆう念ねん深ぶかくその後を追う。トーメントの前に立ったミリアの背せ中なかはがら空あきだった。方ほう向こう転てん換かんしたハウンドに背はい後ごから貫かれる。そのはずだった。

　俺が眉まゆをひそめたのはその直後だ。

　ハウンドが無い。

　消えていた。ミリアはいつまで経たっても背後から刺さし貫かれることなく、悠ゆう然ぜんと刺突剣レイピアを抜ぬいていた。それを、すっ、とトーメントの喉のど元もとに突つき付ける。

　それで終わりだった。

　トーメントは始終眉み間けんに皺しわを寄よせ、手を拱こまねいているばかりだった。闘とう技ぎ台だいの上で、躊躇ためらうように一歩踏ふみ出しては立ち尽つくしていた。

　体調が悪かった？　いや、グリームニル同士の戦いでそんな理由の訳わけがない。翠すい葉ようのミリアの神紋ルーンの力で何かをされたのだ。だが、俺の見たところあの女は神紋ルーンを発動させていなかった。神紋ルーンの力は発動されると普ふ通つう、輝かがやく。それに、神紋ルーンの力は神紋ルーン文字を描えがいたり、掌てのひらや額ひたいなどに神紋ルーン文字を浮うかび上がらせて使うものだ。そのような兆ちよう候こうや仕し草ぐさはまるでなかったはずなのだが……。

「何ものも海を穿うがつことはできない。勝負ありだ」

　ミリアが言う。トーメントは唇くちびるを嚙かみ、それから、

「何のつもりです？　何な故ぜひと思いに殺さない？」

「敗北を認みとめろ。そうすれば皇こう帝てい陛へい下かの慈じ悲ひがある。皇帝陛下が『神紋演武ルーンレゾナンス』を開いた目的は力のあるグリームニルを集め本当の強者を集めることだ。ならば、貴き様さまが心を改めて皇帝陛下に忠ちゆう誠せいを誓ちかえば、助かる道もあろう。今から血誓兄弟フオースブレーズと決別するとあの男に言え」

　と、ミリアは俺の方を顎あごで示しめし、

「あの男には従したがわぬと、もう奴やつの仲間ではないと明言しろ。さもなければ、このまま殺す」

「ほう、それはお優やさしい……。それよりも、聞きたいですね。何をしたんです？　私のハウンドはなぜあなたに当たらなかったんですか？」

「いいや、当たっている」

　ミリアは認みとめた。

「当たったから、貴様の矢は消えることになった」

　ハウンドは獲物を貫くまで消えない。そのはずだ。当たったというなら、何な故ぜ今平気な顔で立っていられる？　神紋ルーンの力か。だとしても、ミリアが発動させた神紋ルーン文字がどこにも見当たらないのもおかしい。彼女の使う神紋ルーンが何か見えていれば、トーメントもむざむざと敗やぶれることなく、警けい戒かいも容た易やすかったはずなのだが。

「で、返答は如何いかが？」

「……私は……」

　トーメントは喉のどに突つき付けられた刺突剣レイピアを前にして、口を開く。

「皇こう帝ていの慈じ悲ひなど求めません。あの男に慈悲などあるものか。あれは醜しゆう悪あくな豚ぶただ。自みずからの楽しみのためだけに人の命を弄もてあそぶ亡もう者じやです」

「皇帝陛へい下かへの誣ぶ告こくはやめよ！」

「それに私に命いのち乞ごいをしろと？　笑わせないでいただきたい」

「……わかった、死にたいのだな。皇帝陛下を貶おとしめようというその罪つみは死し罪ざいに値あたいする。このまま死ね」

　眼めを鋭するどくした翠すい葉ようのミリアは、その言葉の温度も低くしたようだった。刺突剣レイピアを握にぎる手に力を込こめる。

　トーメントは落ち着き払はらっていた。

「そもそも、あなたは私と同じように命乞いをするように命ぜられて、それに従したがうのですか？　皇帝にはもう従わず、血誓兄弟フオースブレーズの長たるロストに従え。さもなくば殺す、と言われて言うことを聞きます？」

「……」

　ミリアの、刺突剣レイピアを握る手がピクリと動きを止める。その表ひよう情じようが危き険けんなものに変わっていた。口角が僅わずかに張はり、眉み間けんに皺しわが寄っている。感情が昂たかぶっている顔だ。

　そんなミリアに対して、トーメントはまるで無む頓とん着ちやくに見えた。揚あげ足を取るように、

「自分ではできもしないことを私に求めるのは止めていただきたい」

　当然、ミリアは感かん情じようを爆ばく発はつさせた。手にした刺突剣レイピアをトーメントの目の前に突き出し、

「一いつ緒しよにするな！　皇帝陛下と無む法ほう者ものの頭とう領りようを同列で語れるわけがないだろう！　皇帝陛下は偉い大だいなお方だ。なのに何な故ぜ貴き様さまは皇帝陛下ではなく、この下げ賤せんな悪あく党とうに忠ちゆう義ぎ立だてしようなどと考える？　人を殺して生きてきた犯はん罪ざい者しやのくせに！」

「私こそ聞きたいですね。何故、あなたはあの下げ種すな男に忠義を尽つくそうとしているのです？　彼かれがどういう人間か知らないのですか？」

　ミリアの顔色は最も早はや、朱しゆに染そまっている。口こう角かく泡あわを飛ばすかのような激はげしい口調で、

「ふざけるな！　貴様が皇帝陛下の何を知っているというのだ！」

「いいえ、よく知っていますよ。深いところまで、ね」

　そう言うトーメントの表情は暗い笑みで満ちていた。悪意があった。

　ミリアは大きく首を振ふる。

「いいや、貴様が知っているわけがない！　皇帝陛下は公正で寛かん大だいなお方だ！　わたしのこの体を見ろ！　醜みにくいだろう。この腕うでを見て誰だれもが目を逸そらし、怖気おぞけを震ふるう。だが、皇帝陛下は違ちがう。わたしの外見ではなく、わたしの持つ神紋ルーンの力を評ひよう価かしてくださる。これこそ皇帝陛下の御み心こころの表れだ！」

「それが皇こう帝ていを信しん仰こうすることとどう繫つながるというのです？」

　トーメントの言葉にミリアは、ぐ、と俯うつむき、それから絞しぼり出す。

「……この竜りゆう鱗りん病びようの所せ為いで、わたしは悪あく疫えきをもたらす疫やく病びよう神がみ・不ふ吉きつの兆きざしとして生まれ故こ郷きようを追われた。見てくれで人を差別する輩やからによって家は焼かれ、家族はばらばらだ。父や兄は行方ゆくえ知れず。わたしを育てるために母は帝都で体を売り、美しかった髪かみも病やまいで全て抜ぬけ落ちて狂きよう死ししてしまった。あんなにわたしを愛してくれた母は、貧ひん民みん街がいの片かた隅すみで最さい期ごはわたしを恨うらんで死んでいったんだ。やせ衰おとろえ、墓はかにも入れず、最期は下水道の中に投げ込まれたのだ。今でも母の声を思い出す。お前の所為で、お前さえ居いなければ、とな。さあ、一人になってしまったわたしはどうすればよかった？　母と同じように体を売ろうにも、この体では誰だれも相手にしてくれない。物もの乞ごいをして人の情なさけにすがろうか？　だが、竜鱗病を怖おそれる人たちはそもそもわたしと関わろうとさえしなかった……」

「それはそれは、ご苦労でしたね」

　トーメントの励はげますような口調は、薄うすっぺらかった。薄っぺらいのを相手にわからせるような薄っぺらさ。ミリアは険けわしい目つきでトーメントを睨にらみ、

「わたしは人を憎にくんだ。今、貴き様さまたちを憎むようにな！　そして、このような病やまいを与あたえた運命を憎んだ。それは果てしなく暗い穴あなのような気持ちだった。自分自身がその暗い穴になったような気分だった。そんな真っ黒いわたしを抱かかえて、わたしは貧民街のゴミの中で死ぬはずだった。何も見ていない真っ黒な目で膝ひざを抱かかえ、飢うえて死に、何のためにこの世に生まれてきたのかわからぬ無む為いな生を終えるはずだった」

「お涙なみだ頂ちよう戴だいの人生ですね……ですが、よくある話です」

「いいや、よくある話ではない。何な故ぜなら、わたしには救いがあったのだから。そんな真っ黒なわたしに光を授さずけてくださった方がいたからだ。それが皇帝陛へい下かだ。皇帝陛下はそのお力でわたしを探さがし出してくださった。わたしには神紋ルーンの力を使える資し質しつがあると見み抜ぬいておられたのだ。皇帝陛下は仰おつしやられた。わたしの力が必要だと。ビフレストとして仕つかえよ、と。必要とされたのだ、このわたしが。醜みにくいわたしでも、いや、醜さなど問題ではないのだと、皇帝陛下は求めてくださったのだ。こんなわたしに食事や居場所などの生きる糧かてを与えてくださり、更さらには生きる意味まで与えてくださった」

　トーメントは冷笑する。

「他人から与えられた、生きる意味、ですか？　何でもかんでも貰もらって、物乞いのような生き方ですね。後学のためにその御ご大たい層そうな生きる意味とやらを教えてくれると有り難がたいのですが」

「わたしの生きる意味──それはわたしを助けてくださった皇帝陛下のために生き、そして死ぬことだ。わたしはそのためだけに生まれたのだ」

　そうして、ぐっと握にぎり拳こぶしに力が漲みなぎる。

「わたしは絶ぜつ対たいに皇こう帝てい陛へい下かをお守りする。皇帝陛下の盾たてとなり、皇帝陛下に仇あだ為なす者を屠ほふる剣つるぎとなる。そのわたしの前で皇帝陛下を詰なじるのはわたしの生きる意味そのものを否ひ定ていすることだ。今までの言葉を取り消せ！」

　一気にまくしたてたミリアは肩かたで息をしていた。憤いきどおったマグマを一気に噴ふき出したかのよう。それにじっと耳を傾かたむけていたトーメントは、ふ、と口の端はしを吊つり上げ、

「……それだけですか」

「なにいっ!?」

「あなたがあの男について知っていることはそれだけですか、と聞きました」

「それだけ、だと？　皇帝陛下がいかに素す晴ばらしい方であるか……」

　トーメントは首を横に振ふる。

「わかりませんね。あなたのお話では、外見ではなく神紋ルーンの能のう力りよくでもって自分を評ひよう価かしてくれた、というのはわかりました。辛い境きよう遇ぐうにあった自分を拾ってくれた恩おん人じんだ、とも」

「皇帝陛下は慈じ悲ひの心を持つ素晴らしい方だ」

「グリームニルとして評価した……つまり、皇帝はあなたのことを神紋ルーンが使えるか否いなかだけで評価している、ということでしょう。あなたに神紋ルーンの力が無ければ、あなたは貧ひん民みん街がいで見み捨すてられたまま死んでいた。あの男があなたを救ったのは別に優やさしさでも何でもない。奴やつの公正さでも寛かん大だいさの表れでもない」

「何を言う！　皇帝陛下は公正で寛大だ！」

「本当に公正なら、貧民街の子こ供ども全部を救うべきですね。本当に寛大なら、あなた以外の報むくわれぬ人々にも食事や居い場ば所しよを与あたえてあげればいい。でも、そうではない」

　ミリアは鼻白んだように黙だまる。トーメントが続けた。

「あの男があなたを助けたのは、あなたが自分に利用できそうな相手だったからにすぎない。なのに、そんな男に恩おん義ぎを感じ、良いように使われているあなたが滑こつ稽けいでなりません」

　そして、にっこりと笑い、朗ほがらかに予よ言げんした。

「目に見えるようですよ。あなたが神紋ルーンの力を失ったら、あの男は何の躊躇ためらいもなくあなたをお払い箱にするでしょうね」

「何を言っている……！　皇帝陛下のことを推おし測はかろうとするとは！　大体、皇帝陛下のことを知らない、と蔑さげすむ貴き様さまはわたしよりどれだけ皇帝陛下のことを知っているというのだ？　貴様だって皇帝陛下のお顔を知らないくせに！」

「だから言ったじゃないですか。あの男のことは昔からよく知っている、とね」

「何を言っている？　貴様のような下げ賤せんの輩やからが皇帝陛下のことを知っているわけが……」

「あの男とは不本意ながら兄弟なんですよ」

　翠すい葉ようのミリアは目を瞬またたいた。虚きよを突つかれたようで、

「……なんだと？」

「あの男とは血のつながりがあると言いました。私の異い母ぼ兄けいにあたります。私があの男のことを知っているか……ええ、よく知り尽つくしておりますよ。知りたくもないことばかりね。あの男は本当にクズです」

「馬ば鹿かな。世よ迷まい言ごとを。皇こう帝てい陛へい下かに兄弟がいるなど聞いたことも……」

「ほら、やはりあなたは何も知らない。あの男の家族のことも本ほん性しようも。教えてあげましょうか？　あの男は自分が皇帝になるために血けつ縁えん者しやをことごとく殺した冷れい酷こくな男です。いや、ただ殺すなら冷酷だが、奴やつは惨むごかった。憎にくしみを煽あおるかのように、わざと酷い粛しゆく清せいを繰くり返した。人の心を弄もてあそび、助かるという希望を持たせた上で呆あつ気けなく殺した。私の知っているだけでも、奴が殺し合いをさせた親子や兄弟の数は二十人を超こえる。奴は家族同士で殺し合いをさせ、生き残った者だけを助けるといったやり口を繰り返したのです」

　トーメントはどこか楽しげに笑って言葉を続ける。

「……自分が助かるために愛する者を裏うら切ぎって生き残る。そうした者をあの男は笑いながら傍そばに置いていました」

　ミリアは首を横に振ふりながら、

「馬鹿げてる。そんな話は聞いたこともない」

「当然です。こんな話を公おおやけにできるわけもない。表向きは事じ故こ死しや失しつ踪そうということで処しよ理りされたはずです。私と私の家族もね」

　トーメントは薄うすい笑いを浮かべたまま続ける。

「私の場合を聞きたいですか？　まだ赤ん坊ぼうだった弟を殺しました。それを止めようとした母も同様に殺しました。そうしないと、私が殺されていた。だから仕方なかった。……などという理り屈くつで自分を偽いつわり、命永ながらえた私をあの男は嘲あざ笑わらいました。私のことを人間の屑くずと詰なじり、もっと踊おどって見せろと囃はやしたてました。私はそれに対してへつらった笑みを浮うかべるばかり。奴の支し配はいは心の奥おく底そこにまで根ねを張はり、決して逃にげられないという家か畜ちくの諦あきらめが私の心を凍こおらせてしまったのです。いずれ自分が同じように殺されるのがわかっていて、それでも奴から逃にげようとしない、できない状じよう態たいでした」

「……そもそも貴き様さまが皇帝陛下の異い母ぼ弟ていを騙かたるなど不ふ敬けいの極みと思わないのか？」

「私の出自をお疑うたがいですか？　私は身分の低い女を母親にしておりますが、間ま違ちがいなく皇帝の血を受け継ついで生まれていますよ。それが全ての間違いの元でしたが」

「間違いだと？」

「ええ。その所せ為いで私はこうなってしまったのですからね。あの男は玉ぎよく座ざに上ると、自らの帝位を脅おびやかす者を全て亡なき者にしようとしたのです。私は一時はあの男の傍で安息を得ていました。でも、いずれ死ぬ。あの男の気き紛まぐれで、呆あつ気けなく殺される。それがわかっていて送る日々の緩かん慢まんな絶ぜつ望ぼうがどんなものかおわかりになりますか？」

　トーメントの問いかけに、ミリアは眉まゆを寄よせる。

「そんなに絶ぜつ望ぼう的てきだったのなら、どうして貴き様さまは今生きているというのだ？」

「逃にげ出したからですよ。なけなしの勇気を振ふり絞しぼってね。逃げた先に未来があると信じて。しかし、今度は日々追手に追われる毎日が始まっただけでした。命を狙ねらわれ、気の休まる時のない日にち常じよう。出会った者全てを追手ではないかと疑うたがわずにはいられない。親切で私を匿かくまってくれた一家を私の疑ぎ心しんから皆みな殺ごろしにしてしまった時、私は自らの罪つみ深ぶかさに絶望しました。彼かれ等らは私をこの境きよう遇ぐうから救い出してくれたかもしれなかったのに。そんなよりよい未来を自ら閉とざしてしまったことに気付いたのです。それからあとは、後こう悔かいだけが私の傍そばにありました。

　逃とう亡ぼう者しやとして身を潜ひそめ、生きるために弱者から奪うばう。愛する人も未来も全て自ら手をかけて。そんな私を、捻ひねくれた神紋ルーンの神々はお気に召めしたのでしょう。私はいつしか神紋ルーンの力を使って、追われる側から逆ぎやくに追手を狩かる側へと回りました。生き残るための術すべを手に入れたのです。けれど、この心の闇やみは晴れません。私はこのどす黒い後悔を乗り越こえるためにも、あの男を、皇こう帝ていを殺さなければならない。そうでなければ私に永えい遠えんに安息の日は来ない」

　トーメントは長々と語った後、深く溜ため息を吐ついた。

「どうです？　あなたも少しは皇帝のことがわかったのではないですか？　無む邪じや気きなお嬢じようさん？」

「貴様、わたしを惑まどわそうとしているだけだろう？　その手には乗らない」

　ミリアはきっぱりと言った。

「わたしの皇帝陛へい下かへの忠ちゆう誠せいはいささかも揺ゆるがない。今すぐその愚ぐ弄ろうを止めねば殺す」

　その手に握にぎる刺突剣レイピアが鈍にぶく光る。

　このままではトーメントは殺されるだろう。俺おれは闘とう技ぎ台だいへと乱らん入にゆうすべく身み構がまえた。神紋演武ルーンレゾナンスのルールなど血誓兄弟フオースブレーズである俺達には何の制せい約やくにもならない。血の誓ちかいこそが優ゆう先せんされる。皇帝を殺すという誓いを立てた仲間を今失うわけにはいかない。だが、トーメントが鋭するどい目で俺やソロウを止める。入ってくるな、このまま神紋演武ルーンレゾナンスに参加し続けろ、と言わんばかりに。

　俺たちがここで演えん武ぶ参加者を皆みな殺ごろしにして、全てをぶち壊こわしにすることは容た易やすい。だが、それだと用心深い皇帝をこの場に、表おもて舞ぶ台たいに引き摺ずりだすことはできなくなる。俺たちが『神紋演武ルーンレゾナンス』に参加したのは、皇帝を死の罠わなの迷めい宮きゆうと化している城しろから引きずり出すためだ。俺たちの誰だれかが優ゆう勝しよう者しやとなり、間ま近ぢかに現あらわれた皇帝を確かく実じつに倒たおす。それが最終目的であり、そのためなら血誓兄弟フオースブレーズの誰もが犠ぎ牲せいになる覚かく悟ごはできている。

　だから、このまま続行しろ。

　そうトーメントは目配せしているのだった。

「……おい、いいのかよ？」

　今にも飛びこもうとしているソロウがイラついた声で呟つぶやく。俺は決けつ断だんを下す。

「放っておけ。トーメントには考えがあるんだろう」

「冷てえな……」

　ソロウがぼそりと漏もらしたその時だ。

「ひひ……『神紋演武ルーンレゾナンス』か……実じつ際さいにこの目で見ると……ひひひひ」

　闘とう技ぎ台だいの上に突とつ然ぜん男が舞まい降おりていた。

「色々仕し込こみはしといたが……ようやく収しゆう穫かくの日が来たってわけだ。ひひひ！」

　奇き妙みような男だった。声からして年はまだ若わかいだろうに、どこか疲つかれた老人のような印象もある。年ねん齢れい不ふ詳しよう。というのも、その男は仮か面めんをつけて表ひよう情じようを隠かくしていたからだ。悪あく魔まの髑どく髏ろを模もした奇き妙みような仮面。目のところに開けられた穴あなから覗のぞく白目がちな目がぎょろぎょろと動いていた。そして、禍まが々まがしさを体たい現げんする黒い制せい服ふく……。

　俺おれは目を見開いた。そして、叫さけぶ。

「おい！　お前が黒のビフレストなのか!?」

　仮面の男はひょこっと頭を動かし、俺の方を見たようだった。ギョロっとした視し線せんを感じる。

「ひひ……おいおい、誰だれかおいらのことをばらしやがったのか？　ひひひ……ミリアちゃん、あんたの仕し業わざだろう？　……ってこの黒い格かつ好こうを見たら誰でもわかるか」

　こいつが……仇かたきを前に憎ぞう悪おに燃もえる俺の視界の中、翠すい葉ようのミリアは明らかに鼻はな白じろんだ様子で、

「ど、どうしてここに……。貴き様さまには『神紋演武ルーンレゾナンス』への参加命令は出ていないはず」

「同じビフレストなのにおいらだけ除のけ者は酷ひどいんじゃなあい？　ひひひ、傷きず付ついちゃうなあ」

「貴様は人前で姿を晒さらしてはいけないことになっているだろう。常つねに陰かげに隠かくれて行動せよと皇こう帝てい陛へい下かから指し示じされているではないか！」

「ひひひ、人前ねえ？　なら、おいらの姿すがたを見た奴やつ全部始末すればいいだけのことじゃん」

　ぎょろっとした目が俺たちを見る。ミリアがはっとしたように声を出した。

「おい、止めろ」

　次の瞬しゆん間かん。仮面の男の両手首が神紋ルーンで輝かがやいた。

「食い尽つくせ魔ま狼ろうフェンリル。万ばん物ぶつは魔狼の餌え食じきなれば」

　仮面の男の背はい後ごに巨きよ大だいかつ醜しゆう悪あくな顎あごが現あらわれていた。乱らん杭ぐい歯ばだらけの口を大きく広げ、よだれを垂たらした巨大な顎。人の背せ丈たけほどもあろうか。その顎の前に立つ仮面の男などすっぽり中に収おさまってしまいそうだ。その開いた口の奥おくは深しん淵えんになっていて、見み透すかすことができない。

「おいらのフェンリルはどこにでも出て食い尽くす。逃げ場はないよ。ひひ、やっちゃえー」

　仮面の男が命ずると、巨大な顎は宙ちゆうを跳はね猛もう然ぜんと襲おそいかかった。コロシアムの観かん客きやくたちめがけて。沸わきおこる悲鳴と何か湿しめった音。顎に嚙かみちぎられた人体が撒まき散らかされていく。

「今すぐ止めろ！」

　ミリアが大声で制せいし、

「それ以上皇帝陛下の御ご意い向こうに背そむくなら、同じビフレストでも容よう赦しやできない！」

　と、仮面の男に身み構がまえてみせた。仮面の男は肩かたを竦すくめる。

「……なんちゃって。別においらがここにいる奴やつ等らを殺す必要はもう無いんだよねえ。もう姿を隠かくす必要が無くなったんだから。見られたってどうってことないない。ひひひ、あらら、殺された人たちは殺され損ぞんだあ。おーい、もう戻もどっていいよ」

　醜しゆう悪あくな顎あごはすぐさま取って返し、仮か面めんの男の背はい後ごに控ひかえた。ダラダラとよだれと血の混まじったものを垂たれ流しながら。

「姿すがたを隠す必要が無くなっただと？」

　ミリアがそう言っているのが聞こえてくる。が、俺おれはあることに気付いてそれどころではなかった。

　俺は見た。顎に食われた観客連中の切せつ断だん面めんを。すっぱりと断たち切られていた。それはまさに俺の両親がやられていたものと寸すん分ぶん違たがわぬ切断面……。

「やはりお前……なんだな……？」

　俺は闘とう技ぎ台だい上じようの仮面の男に絞しぼり出すように問いかける。

「お前がノルンの里を襲おそったビフレストなのか……！」

「ひひひ、なんだい？　怖こわい顔しちゃって」

　俺の殺気に気付いた仮面の男は俺をからかうように首を傾かしげてみせた。

「早さつ速そくおいらと『神紋演武ルーンレゾナンス』してくれるっての？　ひひひ、嬉うれしいねえ」

「いいから答えろ！　そうしたら好きなだけ殺してやる！」

「いい加か減げんにしろ！」

　翠すい葉ようのミリアが割わって入り、仮面の男に詰つめ寄よる。

「『神紋演武ルーンレゾナンス』を滅め茶ちや苦く茶ちやにするつもりか！　皇こう帝てい陛へい下かの御ご命めい令れいに背そむくな！」

　仮面の男はそれを聞いて、ひひひ、と笑うばかり。

「ひひ、ひひひ、ひひひひ！　ミリアちゃん、あんたこそなーんにも皇帝の目的をわかってないよ。皇帝が演えん武ぶを開かい催さいしたのは、強いグリームニルを集めて帝国の戦士として雇やとうためだとでも思ってる？　そんなわけないだろ？　おいらたちに殺し合いをさせるため、ただそれだけさ。だから、おいらも混まぜてもらう。殺し合いは得意な方だからさ、結けつ構こう役に立てると思うよ。今まで負けたビフレストたちよりも、ミリアちゃんよりもはるかにね」

「貴き様さまの出る幕まくはない。今残っているビフレストだけで優ゆう勝しようする。それに貴様は隠おん密みつ専せん門もん。表に出ることは皇帝陛下の御意向に反すると言っているだろう」

「ひひ、皇帝が『神紋演武ルーンレゾナンス』を開いたってことは、もう茶番はおしまいだってことなんだよ。だから、今いま更さら姿を隠してても意味はないねえ。最後だもん、おいらだって楽しまなきゃ」

「先さき程ほどから最後最後と何を言っているのだ」

　俺は視し線せんに殺意を込めて二人を睨にらみ、言い放つ。

「黙だまれ。俺の問いに答えろと言っている。何な故ぜ、貴様はノルンの里を襲おそったんだ？」

　仮面の男は俺の方を見る。

「ひひひ、あんたも随ずい分ぶん育ったみたいだね。そろそろ採とり頃ごろだ。おっと、その問いに答える前に自じ己こ紹しよう介かいしておこうか？　ビフレストには虹にじの七色を模もした七人のグリームニルがいる。けれど、その七色に入らない隠かくされたビフレストもいる。もう知ってるだろ？　で、おいらがその黒のビフレスト、黒こつ穴けつのガンツだ。あんたのことは覚えてるよ」

　その言葉に俺おれははっとする。奴やつは俺のことを知っている。それはつまり……。

「今でもよく覚えてるよ？　ぎりぎり死ぬか死なないかくらいにあんたの親父を真っ二つにしてやったからねえ。ひひひ、あんた、うまく親父の死に際ぎわには間に合ったんだろ？　あれはおいらとしても中々いい仕事できたと思ってるんだ」

　その言葉が耳に入った途と端たん、俺は髪かみの毛が逆さか立だつように感じる。

「……やはり貴き様さまがやったのか……俺には今までずっと探さがしてきた奴やつ等らがいる。まず、皇こう帝ていだ。ノルンの里を滅ほろぼした張ちよう本ほん人にん……そして、仮か面めんの男──お前だ」

　俺は仮面の男ガンツに一いち瞥べつをくれる。そして思いを込こめて呟つぶやいた。

「ようやく会えたな。俺の悪あく夢むはあれから始まったんだ。どうしてあんな惨むごい殺し方をした？　……どうしてわざと苦しみを長引かせるような真ま似ねをしたんだ？」

　あの光景は思い出すのも辛つらい。それだけで息が苦しくなる。そこへ、

「ひひ、それであんたが止とどめを刺さしてやったんだろ？」

　俺は息を止めた。

「あのまま生かしとくなんて可哀かわい相そうだったもんなあ？　ひひひ。介かい錯しやくしてやるのが情なさけってもんだよ、違ちがうかい？」

「何を言っている」

　そういう俺の声はひび割われていたかもしれない。フュアリーが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるのが見えたから、そうなのだろう。

　仮面の男は歌うたうように言う。

「いいって、いいって、気にするな。あんたは親を殺したけれど、そいつは仕方のないことだった。助けてやったと思えばいいさ。だから胸むね張はって言うがいいよ、俺が親父に止めを刺したって。そいつはちっとも悪くない。悪くないのに、何な故ぜ隠かくす？　そいつはまったくおかしな話」

「俺は殺してなんかいない！」

　激はげしい口調で強く否ひ定ていする。でも、俺はそれが虚うつろに響ひびくのを感じていた。あの時……俺は……まだ意い識しきのあった父親を……。

　ガンツは俺を見み透すかすようだ。

「ひひ、まあ自分が親を殺したことをどんなに正当化しようと、忘わすれた振ふりしようと、事実として、あんたが殺したことには変わりないからねえ。ひひ、ひひひ！　苦しんでる父親を安らかに眠ねむらせるために殺したって？　ひひひひ！　でもそれって、父親が苦しんでる姿すがたを見たくないから殺したってことじゃないの？　なら、それは自分の都合だよね。あの傷きずじゃもう助からない、自分には助けられない、何もできることが無いっていう無力さをそれ以上感じたくないから、殺すことで救ってやった、楽にしてやった。自分がやったことは殺人じゃなくて救いだった、助けてやれたって思いたいだけなんだよ。ひひひひひ！」

　……黙だまれ、貴き様さまに何がわかる？

　俺おれはそう言いたかった。だが、怒いかりと悲しみのあまり口が思うように開かない。

　ガンツは身を屈かがめ、下から俺の顔を覗のぞきこむようにしてくる。

「そういう闇やみを抱かかえてるからこそ、あんたは神紋ルーンの神々のお眼鏡めがねに適かなった。あんたがグリームニルとしてこの場に立っていることから、あんたが何をしてきたかおいらにはお見通しなのさ」

　そして、笑った。仮か面めんの下が見えるわけもない。だが、俺にはわかった。今こいつは笑っている。とてもいやらしい笑いを浮うかべている。

「つまり、おいらのお陰かげであんたはグリームニルになれたってことさ。ひひ、感かん謝しやして欲ほしいねえ？」

　言うに事欠いて、感謝しろ……だと？

　俺の親を殺しておいて、どうしてそう言える？　どういう考え方をしたらそうなるのだ？　悪意のみでできている人あらざる者……ここで殺さなければならない男。

　その時、俺は寒気を感じた。

「……ぺらぺらとよく喋しやべる方ですね」

　トーメントが立ち上がっていた。

「確かく認にんしておきますが、まだ私の試合は終わっていませんよ？　闘とう技ぎ台だい上じようから退たい出しゆつ願えますか。……それとも、乱らん入にゆう者しやとして始末される方をお望みで？」

　翠すい葉ようのミリアもそれに同調する。

「ここはいったん引け。今はわたしが戦っているところなのだから、邪じや魔まをするな」

　ガンツはひょこっと頭を傾かしげ、今度はトーメントたちに注意を向けたようだ。

「……ひひ、もう最後だしいいよね。……実を言うとさ、教えてやりたくてウズウズしてたんだよねえ……特にミリアちゃんには、ね。ひひひ」

　トーメントたちににじり寄よっていく。

「あんたらも皇こう帝ていに感謝するといいんじゃないかなあ？　だって、あんたらがグリームニルになれたのも、全部おいらたちがうまく仕し込こんでおいたおかげなんだから」

「仕込んだ……ですって？」

　まるでその言葉が毒どく針ばりででもあるかのように、トーメントが抜ぬき出して呟つぶやく。

「ひひひ。あんたらがグリームニルになったのはいつだい？　苦く難なんに遭あい、悲ひ劇げきに見み舞まわれ、絶ぜつ望ぼうや後こう悔かいに打ちのめされた時、神紋ルーンの神々に見み染そめられた。ひひ、本当に神紋ルーンの神々ってのは虫けらが足あ搔がくのを高みから見物するのがお好きなようでさ。まあ、だからこそおいらたちもそういうの仕込むのに知ち恵えを絞しぼらなくちゃならないわけでね。苦労したよー？」

　何を言おうとしている？

　ガンツはトーメントをぎょろりと見た。

「ひひひ、あんた、たしか皇こう帝ていのもとから逃にげた弟くんだったよね？　なんで皇帝はそんなことしたんだろうねえ？　わざわざあんたに家族を殺させて、いつ死ぬともしれない絶ぜつ望ぼうを与あたえたりして」

　ひょこっと頭を傾かしげ、今度はミリアを睨にらむ。

「あんたはどうだろう？　ミリアちゃん？　ひひ、なんであんたは竜りゆう鱗りん病びようなんて病気になったんだろう？　そんなあんたをどうして周りの人たちは迫はく害がいし、誰だれも助けようとしなかったんだろう？」

　ひひひひぃ、と笛のように笑い声を立て、

「そういうの全部、仕組まれたものだったんだよ」

「……」

「……なに……？」

　トーメントもミリアも等しく沈ちん黙もくした。

「あんたらの不幸とか苦く難なんは全部皇帝が仕組んでおいたものだったってこと！　例えば、ミリアちゃん。あんたが竜鱗病になるように呪のろい針をこっそり使ったり、街の連中をけしかけて竜鱗病持ちを追い出させたり。そうやって辛つらい目に遭あわせて、あんたがグリームニルになるように誘ゆう導どうしてたんだよ。ひひひ！　つまり、皇帝がいなかったらあんたらはグリームニルになれなかった。人工的に作られたグリームニルってことだね」

　それはとりもなおさず、皇帝さえ居いなければグリームニルにはならなくて済すんだ、各おの々おのが抱かかえる悲ひ劇げきや苦く難なんも起きなかった、ということだ。

　ミリアがつっかえながら慌あわてて言い返す。

「わ、わたしは……皇帝陛へい下かに人生を与えてもらったんだ……」

「ひひ、その通り、辛くて不幸せな人生をね」

「そんなバカな……」

「ひひひひ！　本当は皇帝に人生を捻ねじ曲げられ、望まぬ方向へ進まされたってのに、それを有あり難がたがっちゃって最高にバカで可愛かわいいよ、ミリアちゃん。ひひ、ひひひ────！」

「……そんな、何な故ぜだ」

　ミリアが立ちくらみを起こしたかのようにふらついた。そして、へたりこむ。

　俺おれも……俺もその一人なのか。皇帝がノルンの里に攻せめ込こんだのも結局は俺をグリームニルにするために作られた悲劇だったと？　まさか俺一人のためにノルンの里を滅ほろぼしただと。まさかそんな……。

　だが、いずれにせよ確たしかなことが一つある。それは、俺たちはたった一人の皇帝のために人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにされたということだ。運命を捻じ曲げられ、人生を盗ぬすまれた。本当に送るはずだった人生を失い、冷たく暗い心を抱えた人間にされてしまった、とでも言えばいいか。それとも……皇こう帝ていの介かい入にゆうが無くても、俺おれはこんな風に世界や人を憎にくむ人間になっていたのだろうか？　だが、それは永えい遠えんにわからない。それを知る機会はとっくの昔に皇帝によって潰つぶされていたのだから。

　俺たちが黙だまりこんだのを見て、ガンツは首を傾かしげる。

「あらあら？　あんたら、もしかしてショック受けてる？　グリームニルになれたってのに嬉うれしくなさそうだねえ？　ひひひ、そっかー、なら、あんたらみんな、苦く難なんに負けない強い人間だったらよかったのにねえ。ひひ！　そうすりゃグリームニルになるような暗くら闇やみを抱かかえることもなかっただろうに。ひひひひ、ひひ、ま、でも、あんたらがグリームニルになるってことについて、皇帝には成せい算さんがあったんだと思うよ。だからこそ、やった。無む惨ざんに殺し、無む慈じ悲ひに殺し、あんたらが恐きよう怖ふや恨うらみでいっぱいになるようにしたんだ。そして、皇帝の狙ねらいはこうして見事に成功したって訳わけさね」

　皇帝の思おも惑わく通りに誘ゆう導どうされた人生。それが俺の人生だというのか。この俺の憎にくしみは、作られた憎しみ……。復ふく讐しゆうは俺の人生、俺自身そのものだと思っていた。だが、本当は……皇帝が敷しいた道の上を歩かされていた。そんなことを知りもせず、俺は皇帝を憎んでグリームニルになった、と。

　だが、俺は改めてわかった。皇帝は必ず殺さねばならない。

　奴やつはわざと憎しみを煽あおり、本来なら起こる必要のなかった争いを起こし、人々に悲しみと絶ぜつ望ぼうを植え付けてきた。グリームニルを作り出すために。

　そうやって、わざと作られた憎しみでも、それは俺にとって本物だ。本物の憎しみだ。皇帝の思惑を知っても、それが俺の中から消えることは無い。むしろ、更さらに強まっていくのを感じる。父親、母親……そしてフーリン。俺の人生を捻ねじ曲げた報むくいを受けさせねば、という気持ちが込こみ上がる。

　それにしても、皇帝が人々を苦しめてまでグリームニルを増ふやすのは何な故ぜだ？　何故こんなことをする？　結局、『神紋演武ルーンレゾナンス』でグリームニル同士が殺し合うのを見たかったから、そのためだけにグリームニルを増やしてきたのか？　そして、実じつ際さいに演えん武ぶが始まったので、もうその意図を隠かくさずともよくなった、と？

「いやあ、それにしても長かったなあ、ひひ」

　ガンツは頭をひょこひょこ揺ゆらして嘆たん息そくする。

「こうやって増やしたグリームニルたちを、ようやく殺せる日が来たんだもの。色々仕し込こんでからここまで来るのに何年かかったか、ひひ、忘わすれちゃうくらい長かったよ」

　これまで我が慢まんしてきた欲よつ求きゆうを遂ついに解かい放ほうできる。そんな期待感を露あらわにしながら、ガンツは笑った。

「ひひひ、ひひ！　じゃあ、まずは一番おいしそうなあんたから殺しちゃおうかな？　血誓兄弟フオースブレーズの頭とう領りようくん？」

[image: ]

　ガンツの仮か面めんの奥おくの白目がぐるんと俺おれを捉とらえてくる。それを見て、俺は思う。

　こいつは俺たちを殺せるつもりでいるらしい。俺の家族を殺した奴やつを前に俺の心が冷たく黒く染そまっていく。

「私たちを殺す、と来ましたか」

　トーメントがゆらりと俺の前に立ち塞ふさがった。俺は眉み間けんに皺しわを寄よせる。

「どけ」

「ロストは下がっていてください。まだ、私が戦っている最中です」

「こいつは俺が殺やる」

「……」

　トーメントは俺の盾たてになるかのように、ガンツをブロックしている。そのガンツに向かって、

「あなたも『神紋演武ルーンレゾナンス』に参加するつもりなら、戦う順番を守ったらどうです？」

「ひひひ、面白いねえ。言ったろ？　もう最後なんだって。皇こう帝ていが『神紋演武ルーンレゾナンス』を始めることを決意したなら、もう後はグリームニルの殺し合いしかない。順番とかそんなのはどうでもいいんだよ。形なんか拘こだわらない拘らない！　『神紋演武ルーンレゾナンス』について最初に決めたルールとか順番とか、おいらがここに参加した時点でもうなかったことになると思いなよ。最後に生き残った一人が優ゆう勝しようってことね。目のあったグリームニル同士でサクサク殺し合う。ひひ、そういうシンプルなのっておいら好きだなあ」

「……それでは優ゆう勝しよう者しやが皇こう帝ていから直ちよく接せつ報ほう奨しようを貰もらえるというのはどうなるのですか」

「そんなもん無し無し！　ひひ、だって、そんなぬるいご褒ほう美び目当ての『神紋演武ルーンレゾナンス』なんかじゃ本気になれないでしょ、みんな？　ひひ、だから優勝のご褒美は『生きられること』に変へん更こうね！　ひひひ、太ふとっ腹ぱらぁ！　優勝しなきゃおいらが殺しちゃうよー。さあ、本気で優勝目指さないと大変だあ」

　どこまでもふざけた奴だ。

　と、そこでトーメントが静かに口を開いた。

「……そのような形で『神紋演武ルーンレゾナンス』を台無しにされては困こまりますね。特に皇帝と相見あいまみえる機会をなかったことにされては困る。どうやらあなたを排はい除じよして、元の『神紋演武ルーンレゾナンス』のルールに戻もどしてもらった方がよさそうだ」

「なるほどー、ひひ、そういう風にするんだね。オーケーオーケー」

　俺おれは声をかける。

「おい、トーメント。こいつは俺がやる」

「あなたを生かすために、私がここで戦うのは必要なことです」

　トーメントの両手に光が灯った。神紋ルーンの力が発動している。更さらに、その光は弓矢を形作った。

「食らいつきなさい、ハウンド。狩しゆ猟りようの神ウルに獲え物ものの命を捧ささげるために」

　トーメントが神しん言ごんを唱となえると同時に、光の矢が放たれる。狙ねらうは黒こつ穴けつのガンツ。一直線に伸のびていく。

「私の矢は一度放たれたらどこまでも獲物を追います。そして、仕し留とめるまで消えることはありません」

　ガンツはそれでも、ひひ、と笑う。避よける様子もない。まさにガンツの心しん臓ぞうに直ちよく撃げき。というところで、ガンツの背はい後ごに控ひかえていた醜しゆう悪あくな顎あごが動いた。よだれを垂たらしながら、くわっと大口を開けて、

　ばくん。

　ハウンドを吞のみ込こんでしまった。跡あと形かたもない。獲物を仕留めるまで消えることが無いはずの光矢が消えてしまっていた。

「ひひ、おいらのフェンリルの顎あぎ門とは何であろうと空間ごと嚙かみ切るんだよ。必中の矢だってなんだって、フェンリルの顎門に嚙み切れない物は無いのさ。ひひひ」

「く……っ」

　トーメントは続けて矢を放った。曲きよく射しやしたり、あえて地面に向けて撃うつ。その全てをフェンリルの顎門は大きく口を開いて迎むかえ入れてしまった。卑いやしい、いやらしい、むき出しの乱らん杭ぐい歯ばだらけの顎門は実に醜悪だ。地中を進んで飛び出した光矢すら、そこに来るのを待ち受けていたかのように、ばくん、と丸吞み。あらゆるものは顎門の奥の深しん淵えんへと消える。

　トーメントの攻こう撃げきがまるで通用しない。

　トーメントは無言になっていた。

「ひひひ、どうしたの静かになっちゃって？　自じ信しん喪そう失しつかなあ？」

「……ふざけないでいただきたい」

　そう言ってトーメントは再ふたたび光の弓を引き絞しぼる。が、撃うたない。よく見れば指先が小こ刻きざみに震ふるえている。躊ちゆう躇ちよしている。あのトーメントが。どこに撃っても光矢はガンツに届とどかず、次の手が出てこないようだった。

　まずい。

「トーメント！　そこまでだ！」

　俺おれは大きな声を上げることで、トーメントの意い識しきをこちら側に引き戻もどす。はっとしたように光弓を緩ゆるめるトーメント。

「戻れ、このままだとお前は死ぬ」

「しかし、ロスト……」

「命令だ」

「……わかりました」

　トーメントは光の弓を下ろした。

　ひひひ、とガンツは頭をひょこひょこさせる。

「おいおい、まさかこのままおいらが見み逃のがすとでも思ってる？」

　俺は余よ裕ゆうをもってトーメントに言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ。今のお前の位置なら、フェンリルの顎あぎ門とが届く前にいくらでも距きよ離りが取れる。フェンリルの顎門自体はそれほど素す早ばやくは動けない」

　ガンツは、ひひ？　と首を傾かしげ、

「あれえ？　あんたフェンリルの顎門のこと知ってるのかい？　困こん苦くの神紋ルーンの力、見たことあるのかなあ？」

　俺にぎょろぎょろと視し線せんを送ってきた。俺はそれには答えない。

「ひひひひ、でも間ま違ちがってるよ。確たしかにおいらのフェンリルの顎門はそんなに素早くは移い動どうできない。ああ、それはその通り。ひひ。でもね？　こういうこともできるんだよねえ」

　フェンリルの顎門がふっと消える。

　ゴゴ、と大地が揺ゆれ始めた。と、闘とう技ぎ台だいに軋きしむような音。ヒビが血管のように縦じゆう横おう無む尽じんに走る。これは一体……？　何かヤバい！　気をつけろトーメント！　何か来るぞ！　俺がそう叫さけぼうとしたその時、それは遂ついに姿すがたを現あらわした。

　ばかっと闘技台が割われる。粉々になる。そして、闘技台全体を下から吞のみ込こむようにして現れたのは、汚い乱らん杭ぐい歯ばの生えた巨きよ大だいな顎あご。だらだらとよだれを垂たらすフェンリルの顎門だった。

「う……？　な……!?」

　破は砕さいされた闘技台の破は片へんに挟はさまれてバランスを崩くずすトーメント。それが俺の見たトーメントの最さい期ごの姿すがただった。

　ばくん。

　と、フェンリルの顎あぎ門とが閉とじられた。

　今の俺おれの目の前には、毛むくじゃらの下した顎あごがあるばかり。

　下からせり上がってきたフェンリルの顎門はそれまでのものとは大きさがケタ違ちがいだった。闘とう技ぎ台だいのほぼ全部を吞のみ込こんでしまう大きさ。

「ひひひ。おいらのフェンリルの顎門は動くのは遅おそいかもだけど、こうやって丸ごと吞み込こんじゃえば関係ないよねえ」

　そのフェンリルの顎門の上に立って、黒こつ穴けつのガンツはひょこひょこ踊おどっていた。

　後に残ったのは通り名にならったかのような黒い穴だ。

　トーメントは消えていた。闘技台ごと。

　まさか闘技台全体を一いつ瞬しゆんで嚙かみ切るほど巨きよ大だいなフェンリルの顎門を顕けん現げんさせることができるとは。俺は見通しの甘あまさを悔くいた。ふわっと地面に降おりてきたガンツをじっと見つめる。

　……違ちがう、こいつはただ神々から与あたえられた神紋ルーンの力を使っているだけのグリームニルではない。その才さい能のうか努力の賜たま物ものかはわからないが、本来の神紋ルーンの力以上のものを発はつ揮きしている。俺にこれと同じだけのフェンリルの顎門は使いこなせない。精せい々ぜい、人の背せ丈たけぐらいのフェンリルの顎門しか顕現できないだろう。

　俺は、ガンツの使えるフェンリルの力も俺のものと同じ程てい度どだろう、と判はん断だんしてしまっていた。ミスだ。俺以上の力が使えるわけがないという勝手な思い込み。俺がそこに思い至いたらせて、さっさとトーメントに退たい避ひするように命じていれば、むざむざ吞み込ませることなど無かったのに……。

「……おい、ロスト！　ぼんやりすんな！」

　揺ゆさぶられて、俺は我われを取り戻もどす。

「あいつ、もう一回来るぞ！」

　ソロウが嚙かみつくように、俺の目の前で喚わめいていた。

「ひひ！　ひひひ！　あらら、闘技台が無くなっちゃったねえ？　これで『神紋演武ルーンレゾナンス』第１部は終しゆう了りようー。ひひひひ！　これからは『神紋演武ルーンレゾナンス』第２部が始まるよー！　第２部はそれまでのお上品な演えん武ぶじゃなくて、もっとシンプルさ！　ちまちま小物同士で戦うなんてタルイ試合は見なくていいよ。おいらが一方的に殺して行くだけの大だい虐ぎやく殺さつショーだからねえ。ひひひひ！」

　ガンツは笑っていた。ゴゴゴゴ、と地じ響ひびき。先さき程ほどと同じように地面が揺ゆれる。

「ひひ、さあて、今度は誰だれを吞み込もうかなあ？」

「おい、どうすりゃいい？　ミョルニルでぶっ飛ばせばいいのか!?」

　ソロウがフェンリルの顎門を迎むかえ撃うとうとしているのを見て、俺は制せい止しする。

「空間ごとその場にいる全てを消し去る困苦の神紋ルーンの力は防ふせぎにくい。防ぼう御ぎよした時点で負けだ。そして、こちらの攻こう撃げきも正せい攻こう法ほうでは空間ごと消されてしまう。今は回かい避ひすることだけに集中しろ」

「くっそ！　トーメントの仇かたきだってのに逃にげろってのか!?　俺おれはそんなのはごめんだ！　あの仮か面めん野や郎ろうの頭、消し飛ばしてやる！」

　フェンリルの顎あぎ門とが空間を吞のみ込こむ前に、ガンツ本人を殺す。それで終しまいだ。と、ソロウは雄叫おたけびを上げ突とつ撃げきしていく。

「やめろ！　ソロウ！　無む駄だ死じにするだけだ！」

　俺はソロウの背に向けて叫さけんだ。

　ぐらぐらと揺ゆれて、再びフェンリルの顎門がゆっくりと姿すがたを現あらわし始める。

　俺は息を吞んだ。それはまるでコロシアム全体を吞み込まんとするくらいの巨きよ大だいさだ。先さき程ほどと同じく大地から、その上に立つ者全てを吞み込むように……。




　この日この時、コロシアムにいた一万人ほどが消え去った。













　　第三章　幻惑迷館ヴアルハラ







　帝てい都との貧ひん民みん街がいはゴミためと称しようされる。

　人の命は安く、人の情じようはもっと安い。

　何な故ぜなら、貧民街で長生きできる者はほとんどいないからだ。見知った顔もすぐに消える。死によってすぐに断たち切られる人間関係しかない。そんな貧弱な社会では、貧まずしい者同士の助けあいも慈いつくしみの精せい神しんもありはしなかった。あるのは、犯はん罪ざい者しやたちのシンジケートのような、もっとドライな利り害がい関かん係けいだけだ。

　地方で困こん窮きゆうし、難なん民みん化かした農民たちが生きる術すべを求めて日々流入して来る場所。そうやって日々貧民街の住人は更こう新しんされ、元の住人は地ち下か墳ふん墓ぼに入る。いや、墓はかに入れればまだいい方で、大たい抵ていはゴミと一いつ緒しよに下水道に流されネズミや虫やその他もっと悪い生き物たちの糧かてとなる。

　王都の貧民街は人間の大消費地といえる。絶たえ間なく人間を浪ろう費ひする場所だ。

　そういうところだから、貧民街の住人は他人に無関心なことが多い。関心を持った相手も三日後には死んでいるのだ。人が死のうとどうなろうと知ったことか。隣となりの奴やつが死人でも気にしない。それが普ふ通つうだろう。

　だが、それは俺おれたちにとって実に都合のいい場所ということでもある。

　死んだはずの俺たちがいても、誰だれも関心を払はらわないでいてくれる。

　ガンツがフェンリルの顎あぎ門とでコロシアム全体を吞のみ込こんだあの時、コロシアムにいた者の多くはフェンリルの顎門の奥おくに消えた。グリームニルたちはもちろん観客も帝てい国こくの兵士・大臣も区別なく、だ。

　血誓兄弟フオースブレーズもビフレストも死んだ。ただ一人、黒のビフレスト黒こつ穴けつのガンツのみがクレーターとなったコロシアム跡あと地ちで笑っていたという。この虐ぎやく殺さつはコロシアムの虐殺と呼よばれ、皇こう帝ていは一人生き残ったガンツを『神紋演武ルーンレゾナンス』の優ゆう勝しよう者しやとして認みとめた。

　こうして『神紋演武ルーンレゾナンス』は終わった。

　ただし、これは表向きの話だ。

　ガンツのフェンリルの顎門は確たしかに巨きよ大だいだった。丸ごと吞み込まれてしまったら、逃にげることも叶かなわない。だが、あの時のフェンリルの顎門はどこか鈍にぶかった。

　その理由が俺にはわかる。フュアリーだ。あの瞬しゆん間かん、フュアリーが氷ひよう霜そうの神紋ルーンでフェンリルの顎門を凍こおりつかせ、動きを鈍らせていたのだろう。多少なりとも凍った一瞬、そのお陰かげで顎門がコロシアム全体を吞み込むようにして閉とじる動きがほんの少しだけ遅おくれた。目め端はしの利きく者は、その僅わずかな時間でその場を離はなれることができたというわけだ。俺たちはフュアリーの機転によって生き残ることができた。そして、できなかった者を待つのは死だった。

　今は帝てい都と貧ひん民みん街がいに隠かくれ潜ひそみ、復ふく讐しゆうの機を狙ねらう。

　表向き死人の俺おれは、廃はい屋おくの一角で、壊こわれかけた椅い子すに背せを預あずけていた。待つ間、考える。

　……この貧民街の惨さん状じよう。これも皇帝の意図したことなのだろうか。わざと悲ひ惨さんな状じよう況きようを作り出し、グリームニルになる者を増ふやそうという考えなのか。

　となると、地方農民への重じゆう税ぜいや過か酷こくな労役もまた意図的なものなのか。

　皇帝が無む為い無む策さくを貫つらぬき通しているのは、この世に不幸を多くもたらすためにわざと行っていることなのか。

　そうして耐たえかねた人々が立ち上がり戦せん乱らんとなれば、また多くの死がもたらされ、それはとりもなおさず神紋ルーンの神々の好みそうな悲ひ劇げきのタネとなる。

　世の中全すべてがこんな悪意で回っているのだとしたら、随ずい分ぶんと救いのない世界だ……。

　気け配はいを感じ、俺は考えを中ちゆう断だんする。廃屋の軋きしむ、キィ、キィ、キィという音が一定のリズムで聞こえてくる。その音は扉とびらの前まで来て、止まった。

「…………」

　沈ちん黙もくが続く。と、

「やめよう。腹はらの探さぐり合いに来たわけではないのだから」

　扉が開いて、少女が入ってきた。目立たぬローブを頭からすっぽり被かぶっているが、ちらっと見えた左ひだり腕うでには竜りゆうのような鱗うろこが見える。

　翠すい葉ようのミリアだった。

「本当に来るとはな。危き険けんだとは思わなかったのか？」

　だが、ミリアは俺の形を見るなり渋じゆう面めんを作り、

「なんだ貴き様さま、その格かつ好こうはふざけているのか？」

　いきなりそう言ってきた。実に心外だ。

「……何かおかしいか」

　俺は短く問いかけた。いつも通りのマントを羽は織おり、いつもの髪かみ型がたにしている。

　ミリアは険けわしい目で俺を突つき刺さし、

「何な故ぜ、ノルンの女め神がみたちが司つかさどる運命の神紋ルーンを描えがいたマントを未いまだに着ているのか聞きたいな。それは血誓兄弟フオースブレーズの証あかしのような代しろ物ものだと思ったが？　この前の騒そう動どうで貴様のその姿を覚えている者も多い。そんなものを着て今ここらをうろうろしていたら、いくらなんでも人目を引く。それくらいわからないのか？」

　なんだ、そういうことか。俺は胸むねを撫なで下ろし、一いち応おう確かく認にんする。

「髪型は大だい丈じよう夫ぶか？」

「は？　貴様のそれか？　いや、まあ……それは別にいいんじゃないか……？」

「そうか。なら問題は無い」

　俺おれは大きく頷うなずくと、

「そんなことを論ろんじるために俺たちはここに集まったわけじゃない。本題に入るぞ。本当に俺をヴァルハラ城じようへ連れていけるのか？」

　ヴァルハラ城は皇こう帝ていの居きよ城じようだ。そこに行けば皇帝に会える。ただし、死の罠わなの迷めい宮きゆうを突とつ破ぱしなければならない。

　しかし、この翠すい葉ようのミリアは俺を皇帝のもとへと連れていくのだという。ビフレストである彼かの女じよは城内の構こう造ぞうをよく知っている。これなら皇帝に気付かれずにヴァルハラ城内に忍しのび込こめるだろう。そう考えれば彼女の申し出は渡わたりに船だったが、

「お前、いいのか？　俺が皇帝に会ったら世間話をする程てい度どでは済まないぞ」

「……わたしも、黒こつ穴けつのガンツの話を聞いて、皇帝陛へい下かに御お伺うかがいしたいことができたのだ。奴の話が本当かどうか……。だが、皇帝陛下にお会いするには助力が必要だ。きっと皇帝陛下の傍そばにはガンツがいるから……奴やくを倒たおす力が欲ほしい。だから、連れて行ってやる」

「お前はビフレストだろう。皇帝に会うのに何な故ぜ俺の力を必要とする？」

「もう……わたしはビフレストではない」

　それだけ言うと、ミリアは口を一文字に引いた。それ以上の言葉が紡つむがれない。

　俺は言葉を引き出そうと、挑ちよう発はつするように重ねて聞いた。

「ビフレストを裏うら切ぎるわけか」

「……こうするしかないんだ」

　ミリアはようやく言った。

「ガンツはわたしたちビフレストごとコロシアムを消そうとした。わたしは何とか逃にげのびたがスーとアーネストは恐おそらく……。これは仲間殺しだ。だから、わたしはその所業を皇帝陛下に訴うつたえようとした。なのに、逆ぎやくに追われる立場になっている。何な故ぜかわかるか？　わたしはコロシアムで死んだことになっている……今のわたしはビフレストの名を騙かたる偽にせ者ものに過すぎない」

「皇帝に捨すてられたな」

　俺はミリアがあえて口にしなかったことを指し摘てきする。

「皇帝に恩おん義ぎを感じて、忠ちゆう実じつに仕つかえた結果がそれか。なるほど、ゴミのように捨てられて、さぞや皇帝に言いたいこともあるだろうな」

「……別にいいんだ。わたしが生きているのは皇帝陛下のため……捨て駒ごまにされようと、死ねと命ぜられようとわたしは構かまわない……」

　俺は何故かいらついていた。報むくわれない忠ちゆう誠せい。そんなものを捧ささげる価か値ちなど皇帝にはない。だというのに、何故……。

「まだそんなことを言っているのか。それが全部、仕組まれたことだとしてもか？　お前がグリームニルになるよう、わざと悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうに陥おとしいれたのが皇帝本人だったとしてもか？」

「だから、それを確たしかめるんだ、皇帝陛下の口から……。それに……もしかしたらガンツのあれは、口から出まかせを言ったのかもしれないだろう？」

　ミリアはまだ皇こう帝ていを信じたいのだ。いや、これまでの自分の人生を信じたいのか。彼かの女じよは信じていたもの全てを根底からひっくり返された。その混こん沌とんの中にいる。

「……好きにしろ。俺おれはお前が皇帝のもとまで俺を案内してくれればそれでいい」

　と、ミリアに告げる。そこでミリアは真顔になり、周囲を窺うかがう様子を見せた。

「……わたしも貴き様さまに聞きたいことがある。仲間はどうした？」

「もういない」

「コロシアムの虐ぎやく殺さつに巻まき込こまれたのか」

「さあ、知らんな。どうなったか興きよう味みもない。お前がいれば皇帝のもとへは行けるし、あいつらはもう用よう済ずみだ」

　ミリアの表ひよう情じようが一気に曇くもる。

「貴様の大事な仲間だろう。それを見み捨すてるのか！」

「お前がされたのと同じようにな」

　仲間だからこそ巻き込めないこともある……。ミリアは一いつ瞬しゆん眼まな差ざしに怒いかりの炎ほのおを燃もやしたが、すぐに吐はき捨てた。

「クズめ！」

「そのクズの力が無ければお前も皇帝のもとへと辿たどり着けないことを忘わすれるな」

「フッ……クズと裏うら切ぎり者のコンビか。お似に合あいだな」

　ミリアは自じ嘲ちようした。

「行くぞ」

　俺たちは早さつ速そくヴァルハラ城じようへと向かう。




　どこかから水すい滴てきの垂たれる音がする。

　見えるのはランタンの明かりだけだ。光こう源げんはそれだけ。目に痛いたくない程てい度どのぼんやりした光を投げかけている。先を行くミリアが掲かかげているランタンの明かりだ。それを目印に、俺も先を急ぐ。

　じめっとした空気は、冷たく、臭くさい。湿しめった雑ぞう巾きんの中にいるようだ。外気と触ふれることなくずっと淀よどんだままの空気。

　さすが城への隠かくし通つう路ろといったところか。本来ならヴァルハラ城から脱だつ出しゆつするためのルートだが、逆ぎやくに忍しのび込むのに利用される羽は目めになるとは。

　俺がミリアに案内されたのは娼しよう館かんだった。

　帝都の繁はん華か街がいから少し離はなれたところにある高級娼館。貴き族ぞくの別べつ荘そうと言われても通用するほどの立りつ派ぱなものだ。だが、どこかけばけばしい。原色で塗ぬられた壁へき面めんに、裸ら婦ふ像ぞうが並ならぶ玄げん関かん。緑の木立やせせらぐ水音など微み塵じんもない。ここが安らぎを与える場所ではなく、刺し激げきと遊興を与あたえる場所であることを示しめしていた。

　その娼しよう館かんの一角に隠かくし通路はあった。

　顔を隠かくしたミリアが金を払はらって借りた一室。ミリアはそこの暖だん炉ろの下の敷しき石いしを引っぺがした。

「ここから城しろに通じる通路がある」

　そういうミリアは暖炉の下に広がる空くう洞どうを指した。

「この隠し通路のことは娼館の者も知らない。もともとこの屋や敷しきが娼館に払はらい下げられる前からある年代物だ」

「この通路を使えば、偉い大だいな皇こう帝てい陛へい下かもお忍しのびで遊びに繰くり出せるというわけか」

　俺は娼館へと通じている空洞を見て皇帝を嘲あざける。

「くだらないことを言っていないで、さっさと来い」

　ミリアは準じゆん備びしていたランタンに火を灯ともすと、先に暖炉の下へと潜もぐり込こんで行った。

　そうやって地の底へ潜り込んでからどれくらい時間が経たったことだろう。

「……そろそろ城の地下だ」

　先を行くミリアが囁ささやいてきた。

「ここから先は一ひと筋すじ縄なわではいかないぞ」

「罠わながあるという話だな」

「そんな単たん純じゆんな話なら良かったんだがな。城には強力な神紋ルーンが刻きざまれている。幻げん惑わくの神紋ルーンだ。招まねかれずに入り込んだ者を永えい遠えんに彷徨さまよわせる呪のろいがかかっている」

「だが、それをどうにかする術すべをお前は知っているんだろう？」

「……小こ人びとの扉とびらだ」

「なんのことだ？」

「城内に入ったら、必ず一番小さい扉を進め。それが幻惑の神紋ルーンを潜くぐり抜ぬける唯ゆい一いつの方法だ」

「たったそれだけのことか？」

「甘あまいな。人の心を惑まどわす迷宮の前では、その油ゆ断だんこそが死に繫つながる……」

　ミリアが急に黙だまり込んだ。俺も黙り、耳をそばだてる。

「……いつからだ」

　俺は注意深く呟つぶやいた。追つい跡せき者しやがいる。いや、追跡者たち……複ふく数すうか。足音や気配は一つではない。その追跡者たちに悟さとられたことを気付かれないように小声だ。それらがただの衛えい兵へいなら物の数ではないが、さてどうだろう。

　ミリアも小声で、

「……全部聞かれたな……。娼館の連中が隠し通路に気付いて密みつ告こくしたのかもしれない。いずれにせよ、このまま放っておくわけにはいかないな」

　ミリアは顎あごを引いて、思案しだした。そして、決める。

「……この先は城の地ち下か迷めい宮きゆうになっている。そこまで行ってしまえばもうわたしたちを追うことは困こん難なんになるだろう」

「戦わないのか？」

「わたしたちの目的は皇こう帝ていのもとへ気付かれずに辿たどり着くことだ。騒さわぎは極きよく力りよく避けたい」

　妥だ当とうなところだろう。俺おれは同意する。

「ああ、そうだな」

　俺たちはそうと決めると先を急いだ。

　だが、行き止まりに突つき当たる。ランタンを掲かかげ、ミリアが壁かべを探さぐりだした。

「おい、まさか道を間ま違ちがえたのか？」

「待て、この辺りに隠かくし扉とびらがあるはずなんだ。…………ここだ」

　ミリアが壁を押おす。すると、壁の一部がぽっかりと口を開けた。

「さあ、行くぞ。隠し扉はきちんと閉しめろ。ここの情じよう報ほうを知らなければ少しは時間稼かせぎになる」

　そう言ってミリアが先に隠し扉の奥おくへと進む。俺も扉を閉め、それに続く。

　ミリアの表ひよう情じようがランタンの明かりで浮うかび上がった。真しん剣けんな表情だ。

「先さき程ほども言ったが、城内では絶ぜつ対たいに一番小さな扉以外は潜くぐるな。貴き様さまが本当に皇帝陛へい下かのもとへ辿たどり着くつもりならな。このルールを知らずに城内に入り込こんで、死ぬまで囚とらわれた者は数知れないんだ」

「しかし、一番小さな扉ばかり選んでいったら、その内扉が小さくなり過すぎて中に入れなくなるんじゃないか？」

　俺は皮肉で答えると、ミリアは気にせず言葉を続ける。

「この城に刻きざまれた幻げん惑わくの神紋ルーンは、そんな疑ぎ問もんなど軽く吹ふき飛ばす。ともかく、幻惑の神紋ルーンは貴様に様々な物を見せるはずだ。美しい物、おぞましい物、珍ちん奇きな物……、忘わすれたはずの過か去こや、まだ見ぬ先の光景、決してありえなかったはずの日々を。心の弱い奴やつは必ず取り込まれる。気をつけろ」

「何をだ？」

「それらの幻影は貴様の心の隙すきを突ついて巧こう妙みように誘さそってくるはずだ。だが、決して気を許ゆるすな。それら幻まぼろしに手を触ふれようとして、小さな扉以外の扉を潜ったら、貴様はおしまいだ」

「随ずい分ぶんと脅おどかすんだな」

「貴様のために言っている……とにかく注意しろ」

　フッ、とランタンの明かりが消えた。一いつ瞬しゆんにして暗くら闇やみが視し界かいを覆おおう。

「おい？　どうした？」

　……返事が無い。俺は不ふ穏おんな気け配はいを肌はだに感じる。

　ミリアが消えていた。いや、消えたように感じたと言った方が正しいのか。早さつ速そく、幻惑の神紋ルーンとやらが力を振ふるい始めたようだ。

　と、唐とう突とつに灯あかりが点いた。俺は気付く。ここは石の壁で囲まれた一室だ。天てん井じようが発光し、十分な明かりをもたらしている。もちろん、さっきまでミリアと一いつ緒しよにいたのはこんな部屋ではない。カビ臭くさい通つう路ろだったはずだ。

「いよいよ幻げん影えいのお誘さそいが始まったわけだな」

　俺おれは呟つぶやき、壁かべを見る。正面と左右に扉とびらがあった。背はい後ごに扉は無い。

　右の扉が一番小さい。俺はそちらの扉を潜くぐった。

　その先も同じような石の部屋。正面と左右に扉がある。

　背後を見る。俺が今潜ってきたはずの扉が消えていた。探さぐってみても、何の痕こん跡せきもない。

　出で鱈たら目めな世界だ。俺はそれでもミリアに教わったルールに従したがい、一番小さな扉を潜る。それは右の扉だった。

　だが、その先も同じような部屋。同じように右の扉が一番小さな扉。それがいつまで続くのだろうか。俺は同じような部屋をぐるぐる回り感覚が麻ま痺ひしてきた。

　俺は既すでに城に刻きざまれた神紋ルーンに嵌はまってしまっていて、永えい遠えんに抜ぬけ出せなくなっているのではないか？　そんな疑ぎ問もんが頭をもたげてきたところで扉の先の光景が変わり、俺は内心息を吐はく。

　そこは細長い部屋だった。左側の壁に扉が六つ並ならんでいる。声が聞こえてきた。

「……さあ、あなたはどの扉を選ぶ？」

　それは一つ目の扉の奥おくから聞こえてくる。

「ここにある扉はそれぞれ、人の五感にまつわる扉……あなたが五感の内の何を重じゆう視しするのかで開けるべき扉が決まります。一つ目の扉は聴ちよう覚かくの扉。音を心地よく感じる方はこの扉を開けてください。二つ目の扉は視し覚かくの扉。ちょっと覗のぞいてごらんなさい。あなたにとって最も心安らぐ光景が広がっているのが見えるでしょう。三つ目の扉は嗅きゆう覚かく。その奥おくは得も言われぬ香かおりで満ちていますよ。四つ目は味覚。舌したと腹はらを満足させたいなら、その奥で好きなだけ味わうとよろしいでしょう。五つ目は触しよつ覚かく。ふふふ、やだもう、いやらしい。皮ひ膚ふを這はう快かい楽らくでとろけたいならこちらを……。そして、それらを超ちよう越えつした扉もございます。それは第六感の扉です。神しん秘ぴと真理へ近付きたいのであれば、第六の扉を開け、自らを解かい放ほうするのです……」

　俺は右側の壁の奥に一番小さな七番目の扉があるのに気付く。扉が囁ささやくくだらない誘さそいを無視して進む。

「くだらん……俺を試しているのか」

　その先は通路になっていた。

　右の壁にたいまつが並び、明かりを灯している。見たところ近辺には扉は無い。俺は通路の先へと進んだ。

　しばらく進むと左の壁に扉が見えてきた。その扉は開いていて、中が見える。

　美しい女が寝ね屋やで横たわっていた。肉感的な裸ら体たいだ。プルンと揺ゆれる。その女は俺を見上げると嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、組んでいた脚あしをゆっくりと広げ始めた。

　なるほど、ここはそういうところか……。

　俺おれは扉とびらの大きさを確かく認にんする。それほど大きくは無いが、この通路の先にまだ小さな扉があるかもしれない。俺は裸ら体たいの女を最後に一いち瞥べつすると、その場を後にした。

　通路の先に、また別の扉が見えてくる。悲鳴と胸むねやけする臭においも漂ただよってきた。

　俺は中を覗のぞきこむ。

　その部屋は血の臭いで満たされた部屋だった。逆さかさ吊づりにされた人間たちが喉のどから血を流しながら揺ゆれている。歪いびつな体の大男たち、いや化け物たちがそれら人間の皮を剝はぎ、筋きん肉にくを裂さいては加工していた。切せつ断だんされた手足がごろごろ転がり、不要になった頭の部分が山となって捨すてられていた。

　化け物が檻おりに入れられた人間たちをガラガラと引っ張ぱってくる。老ろう若にやく男なん女によ、これから自分がどのような目に遭あうか理り解かいした上で泣き叫さけぶ。救いを求め、俺を見る。

　檻から一人の子こ供どもが引っ張り出された。泣き叫ぶその子供を作さ業ぎよう机づくえに押おさえつけ、化け物はナタを振ふり上げた。タン、と野菜の端はしの部分を切り落とすように、その頸くびが床ゆかに転がった。

　俺はその場から離れた。ここの扉は先さき程ほどの扉より大きい。ここじゃない。

　そうやって、さらに進んだ先で見つけた扉の奥を見て、俺は息を吞のむ。

「シグ、どうしたんだ。早く席につけ。母さんが晩ばん飯めしを用意しているぞ」

　見み慣なれていた場所。大きな梁はりにくすんだ板いた壁かべ。彫ちよう刻こくの入った椅い子す。そして、父親。

　遠く忘れた名で呼よぶその人物は力強くも温かい笑顔で俺を招まねいていた。あの大きかった手で杯さかずきを重ねて上機嫌のようだ。

「あら、シグ、ようやく帰って来たの？」

　……母さんの声！　そして、この香かおりはシチューだ。いつも食べていたあの……。

　その扉の奥に向かって俺はふと手を伸のばしかけた。

　だが、違ちがう……。

　死んだのだ。彼かれ等らはもうこの世には存そん在ざいしない。俺の名もその時に捨てたはずだ……。

　そう思った瞬しゆん間かん、室内の様子が一変する。室内はすっぱりと断たち切られた穴あなだらけになり、椅子も壁も全て破は壊かいされていた。そして、父さんたちも斬きり裂さかれていた。

「ひひ……ひひひ！　苦しいねえ？　早く殺してもらえるといいねえ？」

　仮か面めんの男が中で笑っていた。

　俺はよろめきつつ扉から離れた。

　すると、すぐ隣となりにまた別の扉ができていた。先程まで壁だったはずなのに。俺はその中であるものを見る。無視しようとしたがどうしてもできなかった。

　そこもまたノルンの里の光景だった。フーリンを中心に、御お山やまの祭さい壇だんに集っている皆みなの姿。祈いのりを捧ささげ、救いを求めている。

「妹を捜さがしてたんだ……」

　俺にそう囁ささやいた少年の顔も見える。それが一変した。

　人々のただ中に黒い影かげが現あらわれ、哄こう笑しようと共に光の暴ぼう風ふうが吹ふき荒あれた。沸わき起こる悲鳴。血ち飛沫しぶきが上がる。

　やめろ……やめろ、やめろ。

　俺おれは呻うめきつつ、目が離はなせなかった。

　ノルンの民は一人残らず殺された。哄笑と共に現れた黒い影は既すでに消えている。

　死の沈ちん黙もく。

　……いや、か細い歌が聞こえてきた。それは祈いのりの歌。フーリンだ。フーリンが今にも消え入りそうな声で祈りを捧ささげているのだ。

　一いつ瞬しゆん、祭さい壇だんから黒い影が伸のびた。フーリンの声が途と切ぎれる。すると、一人の少年がゆっくりと立ち上がった。それは俺だ。

「……お兄ちゃんは闇やみを抱かかえる……」

　フーリンの苦しげな声……。

　また別の扉とびらができている。今まで見た中で一番小さな扉だ。その扉の奥は暗闇だった、屋外のようだ。

「……ほう、生きているのか……」

　くぐもった声。闇の中、誰だれか倒たおれている。その傍そばに男が一人立っているようだ。

「面白い。グリームニルとしての素そ質しつも持っている、いやそれ以上か……こいつは案外、エインヘリアルとしていい器なのかもしれんな」

　エインヘリアル……？　誰だ？　……この声、どこかで聞いたような声だ。

　その男は倒れている人影に屈かがみこんで何かしたようだ。そこでようやく、俺は倒れているのが俺自身だとわかる。妹を抱え、無念の念をも抱えて倒れ伏ふしていた俺。……いや、違ちがう。これは俺じゃない。なぜなら、今扉の奥で倒れている俺の傍にはフーリンがいない。手ぶらだ。俺は確かにフーリンと手を繫つないで、冥めい府ふの旅たび路じを共にしようと……。

　なんだ？　これは俺の過か去こなのか？　そうではないのか？

　俺は混こん乱らんする。

「……おい、しっかりしろ！」

　声をかけられ、俺ははっと我われを取り戻もどした。通路の先に、ミリアが立っている。

　ミリアが口を開いた。

「どうだ、言っただろう？　ここの幻げん影えいは性た質ちが悪い。騙だまされるな」

「……何なんだ、これは」

「貴き様さまを混乱させるための幻影だ。大分やられたようだな？」

「早く出るぞ」

　俺は不ふ機き嫌げんに答えた。それに対して、ミリアは僅わずかに微笑ほほえんだ。

「だが、それももう終わりだ。この先に小さな扉がある。そこを抜ぬければもう幻げん惑わくの神紋ルーンの力は及およばない」

　そう言って、俺おれに手を差し出してきた。

「さあ、行こう。皇こう帝ていを倒たおすんだろう？」

　俺おれはミリアの手を取ろうと手を伸のばしかけて、ふと止める。

「……いよいよ皇帝の居きよ室しつに乗り込こむわけだが……お前、覚かく悟ごはできているのか？」

「ああ。当然だ」

　平然と答えるミリア。

　感じたのは不自然さ。何な故ぜ、手を差し出す？　この女がそんな友好的な奴やつだったか？

　それに、俺が皇帝の居室に乗り込むということは、俺が皇帝と戦うことを意味する。そして俺が皇帝を殺すかもしれないということだ。この女はそれを躊躇ためらいもなく平然と受け入れられるような奴だっただろうか？

　俺はミリアの言葉を思い出す。

　──幻げん影えいは貴き様さまの心の隙すきを突ついて巧こう妙みように誘さそってくるはずだ。だが、決して気を許ゆるすな。それら幻まぼろしに手を触ふれようとして、小さな扉とびら以外の扉を潜くぐったら、貴様はおしまいだ。

　俺はゆっくりと通路に視し線せんを送った。それでわかった。通路は一いつ旦たん扉で区切られていた。その扉は今、大きく開け放たれ、パッと見扉など無いように見える。扉の先にも同じように続く通路。その続いている通路の上にミリアは立っていた。

「さあ、来い。この先に最後の扉があるはずだ」

　ミリアは繰くり返し言ってきた。

　俺はミリアを見つめたまま、後あと退ずさりする。となると、一番小さい扉は……。

　俺は先さき程ほどまで覗のぞきこんでいた扉、暗くら闇やみの中で俺が倒たおれていた扉に視線を転じた。

「おい？　どうしたんだ？」

　不ふ審しんげなミリアの声。

　──こいつは幻影だ。

　俺は迷まよわず暗闇の扉の奥に入る。

「そっちじゃない！　そっちに行ったらもう二度と出られなくなるぞ！」

　再ふたたびミリアの声が聞こえた。ふと、振ふり返る。そこにいるのはミリアではなかった。

　棺かん桶おけだった。グロテスクに人の形を模もした棺桶だ。

　大きく蓋ふたが開いていて、その中にはみっしりと針はりが生えている。中に入れば蓋が閉しまり、全身穴あなだらけなったことだろう。

　俺が暗闇の扉を潜ると、視界が暗転する。

　気付けば最初に入ってきた石の部屋と同じような場所にいた。それが少し違ったのは扉が正面に一つしか無かったところだ。その扉は大きな両開きの扉で、こちら側に開け放たれていた。

　そして、俺は見た。

　扉とびらの先は大広間になっている。その中心に聳そびえ立つは玉ぎよく座ざ。廷てい臣しんたちが居い並ならび、きらびやかな儀ぎ仗じよう兵へいが立ち並んでいた。その玉座の中に年老いた、だが堂々たる男がいる。白い髭ひげに覆おおわれ、厳きびしい目つき。

「ようやく来たか」

　その男は朗ろう々ろうたる声で俺に呼よびかけてきた。

「反はん逆ぎやく者しやよ。ここまで辿たどり着けたことを喜ぶがいい。お前は我わが宮きゆう殿でんの一員となる資し格かくを得たのだ。我が宮きゆう殿でんにはいかなる労ろう苦くもない。お前の苦しみも悩なやみも全て夏の氷ひよう雪せつの如ごとくだ」

「何を言っている？」

　俺おれが問うと、廷臣たちの一人が前に進み出た。

「控ひかえなさい。貴き殿でんは皇こう帝てい陛へい下かの御ご前ぜんにいるのですぞ」

「よい、下がれ」

　そう命じられ、廷臣は恭うやうやしく退しりぞく。

　玉座の男は俺を一いち瞥べつ。

「お前を長い間待っていたのだ。お前がここに来ることはわかっていた。そうなるように運命を操あやつったのだ。お前に伝えなければならぬことがある。それを聞けば、お前も何な故ぜ私がこのようなことをしたのか理り解かいできるだろう。さあ、ここに来て我々と共に座すわれ。それを聞いてもなお私を討うちたいというならそれも良かろう」

　俺は周囲を見み渡わたす。石の壁かべ。それだけだ。ここまで入ってきた扉も当然のごとくない。

「なにを躊ちゆう躇ちよしている？」

　俺は部屋の中を探さぐる。

　ああ、そういうことなのか。

　俺は納なつ得とくした。

「お前は私に会いに来たのではないのか？　我わが玉座の元まで来るがいい」

「皇帝は人と会う時は必ず仮か面めんをつけていると聞いたことがある」

　俺はそう玉座の男に言い放つと、開け放たれた両開きの扉を力任せに閉しめた。そうすると、扉の陰かげに隠かくれていた小さな扉が姿を現あらわす。

　俺はルールに従って、その一番小さな扉を潜くぐった。




　そこにはミリアがいた。頭を抱え、座り込んでいる。

「皇帝陛下があんなことを言うはずがない……わたしに疑うたがいの気持ちがあるからあんな幻まぼろしを見たのか……？　前に来た時はこんなことはなかったのに……」

「おい」

　俺が声をかけると、一いつ瞬しゆん驚おどろいた様子を見せたがミリアはパッと立ち上がり、

「や、やっと出てきたのか！　遅おそいぞ」

「……お前は本物だろうな？」

「なんのことだ？」

　ミリアは不ふ審しんげに俺おれの顔を睨にらみつけてきた。

「行こう、とか手を差し出さないのか？」

「は？　ふざけるな。何な故ぜわたしが貴き様さまに手を差し伸のべねばならんのだ」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな性せい格かく……こいつは本物だ。

「どうやら幻げん影えいにひどくやられたようだな……。普ふ段だんは強がっていても所しよ詮せんお前も人の子ということか」

　俺は先ほどまで自問自答していたミリアのことを思い出す。……だが、ここでくだらないやりとりをしている暇ひまはない。周囲を見み渡わたす。

　ミリアはぐっと言葉に詰つまった様子で、

「おい……何を探さがしてる」

　カビ臭くさい通路だ。明かりはミリアの持っているランタンのみ。扉とびらは見当たらない。

「……ここから皇こう帝ていの居きよ室しつまでどれくらいだ？」

　俺が問うと、

「……もうすぐだ……おそらく」

「覚かく悟ごはいいか？」

　俺は念ねん押おしするように言う。ミリアの表ひよう情じようが曇くもる。目が横に泳およぐ。

「…………」

「行きたくないのか？　確たしかめる覚かく悟ごがないのか？」

「い、いいや。……わたしが確かめなくてはいけないんだ。もちろん行く……」

　ミリアは自分に言い聞かせるかのよう。

　この逡しゆん巡じゆん。ミリアはまだ皇帝を信じたいのだ。

　このミリアはさっきの幻まぼろしとは違ちがう。誘さそっている様子もない。やはり本物だ。

「……お前に器用な演えん技ぎが出来るとも思えないしな……」

「何を言ってるんだ？」

「いや、気にするな」

「……変な奴やつ。よし…………。行くぞ」

　ミリアはランタンを掲かかげ、歩き出した。

　俺は暗くら闇やみに取り残され、肩かたを竦すくめて続いた。

　狭せまい通路。カリカリと壁の中から音がする。ネズミでも巣食っているらしい。

　だが、それほど進まないうちにミリアの足が止まった。

　前方が明るい。

　ミリアのランタンとは明らかに違う光こう源げんが先にある。すなわち、

「……誰だれかいるな」

　ミリアが囁ささやいてきた。

「誰だ？」

「待ち構かまえているとしたら、ガンツだろう」

「で、どうする。ここで奴やつが飽あきていなくなるまで待つか？」

「……そんな悠ゆう長ちようなことはしていられない。どのみち、ガンツとはぶつかるはずだ。あそこで待ち構かまえているのが奴だとしても倒たおせばいい」

　ミリアはそう言うと前進し始めた。すぐそのあとに俺おれも続く。

　短い通路はしばらくして終わった。開けた場所に出る。木箱が山と積まれた部屋。棚たなが据すえられ、そこには甕かめやら書物やらが乱らん雑ざつに載のせられている。倉庫といった趣おもむきだ。

　その倉庫室の中央に樽たるが置かれ、その上には火の灯ともった燭しよく台だいが置かれている。とろけかけた蠟ろう燭そくが黄色い光を放っていた。その光は倉庫室のあちこちに黒い陰かげをつくっており、その陰に何がいるか窺うかがい知れぬ。と、樽の背はい後ごで息を吞のむ音。

「……そんな……」

　女の声だ。光の向こうに人ひと影かげが見えた。小こ柄がらだ。それまで蹲っていたのが、俺たちが来るのに気付いて立ち上がった様子。

「本当だったなんて……」

　その女の声は震ふるえていた。その姿すがたも震えている。

「スー！」

　ミリアが声を上げ、ぱっと顔を輝かがやかせる。

「よかった、スー、生きていたのか！」

　俺も思い当たる。そうだ、この女は……橙だいだい色いろのビフレストだ。豊ゆたかな髪かみをした娘むすめで『神紋ルーン演武レゾナンス』の間中ずっと怯おびえていた。

　それは今も継けい続ぞくしているようだ。俺を見る眼まな差ざしは怯えに満ちている。

「その人、血誓兄弟フオースブレーズの人……ですよね？」

「ああ」

　お前まえ等らビフレストを何人も殺した、な。俺は心の中でそう付け加えた。

　スーという名のビフレストは大きく息を吸すい、震えながら吐はいた。ピタッと息を止める。震えが収おさまった。ぐっと頭を上げ、俺に怯ひるまぬ意い志しをその視し線せんに込こめてきた。

「あなたを……通すわけにはいきません。おとなしく投とう降こうしてください」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、スー」

　ミリアが慌あわてて間に入ってくる。

「前は敵てきだったが、実は今こいつに協力してもらっているところなんだ」

「……何な故ぜ？」

「皇こう帝てい陛へい下かに会うためだ。わたしは皇帝陛下に直ちよく接せつ会ってどうしても確たしかめたいことがある。だが、わたしは死んだことにされ拒こばまれてしまった。こうなったら無理やりにでも行くしかないと思ったんだ。そのためにこいつに協力してもらっている。だから……」

　スーは優やさしい笑顔を浮かべた。気弱げだが、決意があった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ミリアちゃんは私が助けるから、絶ぜつ対たいに」

　そして、俺おれに言う。

「あなたさえ捕つかまえれば、ミリアちゃんは許ゆるされる。私、もう逃にげません」

　俺は顔をしかめた。そして、ミリアに問う。

「おい、何だこいつは？」

「待ってくれスー………………。スーに聞きたいことがある。どうやってあそこから脱だつ出しゆつしたんだ？」

　偽にせ者ものかもしれない、とミリアの頭にもよぎったのだろう。その疑ぎ問もんに、橙色のビフレストは答える。

「私はガンツのフェンリルに吞のみ込こまれた。だけど、こうして生きている。フェンリルは丸吞みした者を吐はき出すこともできるみたいなの。それでガンツは言ったわ。ミリアちゃんは皇帝様を裏うら切ぎって血誓兄弟フオースブレーズと一いつ緒しよに逃げたって。そして、皇帝様を討うとうと城に忍しのび込んでくるだろうって。ここで待っていればそのうち来るかもしれないって思ってた。……ミリアちゃんこそ、何で血誓兄弟フオースブレーズと一緒に行動しているの……」

　そして、瞳ひとみを潤うるませ、

「どうして皇帝様を裏うら切ぎったりしたの？」

「待て！　何かがおかしい。わたしが裏切って、それで血誓兄弟フオースブレーズと一緒になったわけではない。わたしは死んだことにされ、今のわたしは偽者として国に追われる身となった。それが何な故ぜかはわからない。皇帝陛下がわたしの疑問に答えてくだされば全てがわかる……」

「でも、ミリアちゃんが今、血誓兄弟フオースブレーズをお城の中に手引きしたことは事実……。皇帝様はきっと裏切り者に対して重大な罰ばつを与あたえる……。でも、今なら！　今なら何とかなるよ！」

　励はげますかのように声を弾はずませて、

「皇帝様は言ってくれたの。全ての悪の大おお本もとである血誓兄弟フオースブレーズさえ倒たおせば、後は不問にしてくださるって！　だから、私がこの人さえ捕つかまえれば、ミリアちゃんを助けられる！」

　悪の大本と来たか。俺は思わず、肩かたを竦すくめてしまう。俺も随ずい分ぶん出世したもんだ。俺さえ居いなくなれば、世界は綺き麗れいで平和で美しいものになりそうな勢いきおいだな。だが、そんな皇帝にとって都合のいい存そん在ざいに俺がなるものか。

　ミリアは目を丸くしていた。

「ど、どうしたんだ、スー？　戦いが……好きじゃなかっただろう？　お前はいつも戦いからは身を引いたところにいた。人を傷きず付つけることなんてできない、そういう優やさしい子だったはずだ」

　スーは恥はずかしげに顔を伏ふせた。

「……今までごめんね。私、逃にげてばかりで……ミリアちゃんには助けてもらってばかりだった。あなたはいつも私に親切にしてくれた。私の能のう力りよくを認みとめてくれた。私を味方に推すい薦せんしてくれた。いつも補ほ助じよしかできなかったのに。……だから、今度は私が助ける！　血誓兄弟フオースブレーズを倒たおしてあなたの罪つみを許ゆるしてもらうの！」

　俺おれは身み構がまえる。どうやら本気のようだ。俺と戦うというのなら、それなりの覚かく悟ごができているのだろう。

「スーとか言ったな。いいだろう。お前が邪じや魔まをするというなら容赦はしない。お前の仲間と同じところへ送ってやろう」

「やめろ、貴き様さま何やってる！」

　ミリアは俺を押おし止とどめようと、割わって入ってくる。俺は既すでに城しろに入り込こんでいる。だから別にもうミリアに協力する義ぎ理りはないというのに。こんな短期間で俺のことを仲間とでも勘かん違ちがいしているのか。

　そんな俺の思おも惑わくなど知る由よしもないのか、ミリアはスーにばかり気を取られている。

「スーもやめろ。こいつは人殺しなんか何とも思っていない悪あく党とうだぞ。狂きよう犬けんみたいなものだ。刺し激げきするんじゃない」

　人のことを狂犬呼よばわりして刺激しているのはお前だ。

　スーは立ち尽つくしているように見える。が、口調ははっきりしていた。

「血誓兄弟フオースブレーズを相手にするのは怖い、怖こわいけど……勇気をもって立ち向かわなきゃいけないの！　いつも親切にしてくれたミリアちゃんを、今度は私が助けることができるんだもの！　私もう、逃げない！」

　スーの心しん臓ぞう部分が光りだす。それは体内からでも透すけて見えるほどの輝かがやきだった。強力な神紋ルーンの力。これは他人に強きよう制せい力りよくを持つ類たぐいの神紋ルーンだ。

「……ちっ」

　こいつ、神紋ルーンを唱えていたのか。俺は両手をかざし、目の前に影かげを作ろうとする。が、間に合わなかった。

　俺は目を閉とじようとした。だが、それすらも間に合わない。その光は俺の目の中に入ってしまった。焼けつくような白い光。

　頭の中が輝きに満ちるような感覚で溢あふれる。

　あの女の神紋ルーンはおそらく慈じ愛あいの神紋ルーンだ。愛の女神フレイヤが司つかさどる神紋ルーン。女神フレイヤは美しさでは神々随ずい一いちといわれ、全ての者に愛を捧ささげたという。その愛を受けた者はフレイヤに魅み了りようされてしまう。そう、フレイヤに従したがってしまうのだ。愛とは支し配はいに通じる。愛ゆえに隷れい属ぞくし、それを喜びとする。愛があるから支配したくなるし、支配されたくなってしまう。そういうものだ。無む償しようの愛あいと呼よばれるものだとて、相手の望むことをしてあげたい、助けたい、という一種の被ひ支し配はい欲よつ求きゆうの表れとも言える。そういう力を顕けん現げんするのが慈じ愛あいの神紋ルーンだ。
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　つまり、慈愛の神紋ルーンの影えい響きようを受けた俺おれはこのままではこの女の言いなりにされてしまう。

　俺は両手を下げ、戦意のないことを明らかにした。何な故ぜならスーがそう望んでいるからで、俺は彼かの女じよの思い通りの行動をする。そして捕つかまってしまうだろう。

「お、おい……？」

　俺の様子を見て、ミリアが呆あつ気けに取られている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ミリアちゃん。この人はもう何もできないから」

　やはり、ミリアが間に割わって入った瞬しゆん間かん、躊躇ためらわずスーを攻こう撃げきしておくべきだった。あそこで一いつ旦たん気持ちが途と切ぎれてしまったためにスーの神紋ルーン発動を許ゆるしてしまった。今の俺は話すこともできない。

　スーは微笑ほほえんでいた。何という安らかな笑顔か。俺は彼女のこの笑顔を守るためなら鬼おにになって百万人を殺すことも厭いとわない。そんなおかしな気分になっている。これがこいつの能のう力りよくか……。

「戦って血誓兄弟フオースブレーズを殺ころせばミリアちゃんの罪つみは無かったことにするっていうのが皇こう帝てい様からの話だったけど……やっぱり殺すなんてできないよ」

　そう言って、スーは俺を見た。何故だ……何故、皇こう帝ていは戦わせることにこだわる？

「あなたは皇こう帝てい様の所へ連れて行くよ。あなたが心を入れ替かえたとわかれば、きっとお許ゆるしになってくれると思う」

　……そんなわけがあるか。

　皇帝の真意はわからないが、その望みは『神紋演武ルーンレゾナンス』を見ればわかるように、グリームニル同士の殺し合いだ。降こう伏ふくしたからといって命永ながらえられるとは考えられない。

「ミリアちゃんも皇帝様に会いたいんでしょう？　大丈夫、この人を捕つかまえたから、もうミリアちゃんも皇帝様から許されるよ。私と一いつ緒しよに来て。私からも皇帝様にお願いしてあげるから」

「し、しかし……」

　ミリアは俺おれを見上げ、顔色を窺うかがう。

「おい、これは騙だましたわけじゃないんだ……」

　お前は俺を皇帝のもとへ案内するという約束で俺を城しろまで連れて来たのではないのか。

「ああ」

　俺の口が勝手に動く。

「お前は俺を皇帝のもとへ案内すると言って、俺をここに連れてきた。そして、今俺はまさに皇帝のもとへ連れて行かれようとしている。何も問題は無い」

「む……むぅ……そうか……」

　俺はスーに支し配はいされているのだから、彼女の意に沿そうような発言をするのは当然だろう。馬ば鹿か女おんな、今の俺の言うことを真まに受けるな。

「あんたら馬鹿なのかい？　そいつは通らん話だよ？」

　俺の本心を察した奴やつがいた。

　その声は突とつ然ぜん、暗くら闇やみの中から聞こえてきた。木箱の陰かげにでもずっと隠かくれていたのか。俺たちのやり取りをこれまで密ひそかに窺うかがっていたらしい。その声はどこか甲かん高だかく、

「ひひ。皇帝の望みはあんたらが殺し合うことで、捕まえることなんかじゃあないんだよ。やっぱり生きていたねあんたら。嬉うれしいよまた殺すことができるなんて本当に嬉しいよ、ひひひ」

　ひょこ、と頭を突つきだしたのは黒い仮か面めんを身につけた男。黒のビフレスト、黒こつ穴けつのガンツだった。

　やはり、こいつが来たか。と、俺は半なかば予期していたかのように感じる。皇帝のもとへ行くのに障しよう壁へきとして立ちはだかるのはこいつだろうと思っていた。ただ、今の混こん乱らんした俺でこいつの相手をするのは面めん倒どうくさいことになるかもしれない。

　何とか対たい応おう策さくを考えねば。

　スーの神紋ルーンの力がいつまでも持続するとは思えない。間もなく俺は支配状じよう態たいから抜ぬけ出すことができるはずだ。

「……ガンツ！　貴き様さま……！」

「え、どうしてあなたがここに……？」

　ミリアが唸うなり、スーが驚おどろく。

　ガンツは例の耳みみ障ざわりな声で笑い、

「まったく、あんたは何をやってるんだ？」

　と、二人ではなく俺おれに問いかけてきた。

「スーちゃんの使う神紋ルーンなんか簡かん単たんに打ち破やぶってくれると思ったのに、これじゃ全く期待外れだ。隙すきだらけじゃないか。ミリアちゃんにほだされちゃったのかな？　ひひひ、せっかくスーちゃんが戦う気になるようにお膳ぜん立だてしたんだ。うまく戦ってくれなきゃ困こまるじゃないか」

　どういうつもりだ？　俺はガンツを見た。仮か面めんの奥おくのぎょろっとした目は、奴やつの口ぶりほどに親しん密みつそうな物ではなかった。

　こいつは俺がスーと戦うことを期待していたのか？　だとしたら、何のためだ？

「ん？　もちろん、あんたがスーちゃんを慈じ悲ひなく殺してくれることを期待しているんだよ」

　俺の心を読んだかのように、ガンツがこともなげに言う。

　その言葉に反はん応のうしたのはミリアだ。

「貴き様さま、どういうつもりだ!?　……何を企たくらんでいる？　『神紋演武ルーンレゾナンス』の時もそうだったが、貴様は不ふ審しんな行動が多い」

　ガンツはひょこっと頭を動かし、ミリアに向き直った。

「ひひひ。おいらが企む、だって？　ひひひひ、そいつは違ちがうねえ。おいらは全部、皇こう帝ていの望むとおりに動いてるだけさ。つまりミリアちゃん、あんたが死んだことにして、あんたを血誓兄弟フオースブレーズの男の所へ行かせるようにしたのも、皇帝の御み心こころのままってこと。そうしてあんたがこの男を連れて城しろに乗り込こんでくるように仕向けたのも、そのことをスーちゃんに伝えて、スーちゃんにこの男と戦うよう決意させたのも、ひひ、皇帝の願いだったんだよ」

　ガンツは小鳥のように囀さえずる。

「それもこれも、スーちゃんを戦わせてこの男に殺させるため。だってのに、こいつ簡かん単たんにスーちゃんの神紋ルーンに引っかかっちゃうなんて、興きようざめもいいとこだよねえ」

「な、なんで……？　私、あなたに何か悪いことをした……？」

　スーがショックを受けたように顔を青ざめさせている。ガンツから、自分の死を望まれるという悪意をぶつけられて、心が竦すくんでしまったようだ。

「スーちゃん。おいらはただ皇帝の望みのままに動いている影かげなだけさ。だけど……ひひ、皇帝が望んでいるのは、あんたが戦って死ぬことだ」

「……そんなに私を殺したいなら、いつでも殺せたはずでしょう？　……私は何もできない意気地無しなんだから」

「わかってないなぁ……それじゃあダメなんだよ。ひひひ。あんたには戦って死んでもらわなきゃ。暗殺なんかで死なれちゃ意味無いんだ」

「戦って、死ぬ……？」

「あんた、皇こう帝ていから戦わないと処しよ刑けいされるって言われても戦おうともしないだろ？　諦あきらめて死を受け入れちゃう、そんな腰こし抜ぬけだもんねえ。ひひ」

　ガンツは楽しげに笑う。

「でもね、あんたも大切な仲間のためだったら、勇気を振ふり絞しぼって戦うことを決意してくれるんだよねぇ？　ひひひ、この男を倒たおせばミリアちゃんの裏うら切ぎりは許ゆるされるって話覚えてるよね？」

「え、ええ。そのためなら私、もう……もう逃にげないって決めたから……」

「そう！　それが聞きたかった！　ひひ、ひひひひ！　スーちゃんがその神紋ルーンをいつもの補ほ佐さじゃなくて、自身が戦うために使うことを決意してくれたんだ。で、いつ死ぬの？　早く戦って死んでおくれよ？　ねぇ？　ねぇ？」

　スーは黙だまりこんで、立ち尽つくす。何な故ぜ、こいつも戦うことにこだわる？

　ミリアが激げつ昂こうした。

「ガンツ！　貴き様さまのその人を小こ馬ば鹿かにした態たい度どにはうんざりだ！　スーの優やさしさを利用するな」

「ひひひ。そうだねえ。スーちゃんは優しい子。殺しとか汚きたない仕事はおいらたちに任まかせて、自分はいつも後方でキレイな体でいたままだったもんねえ？　ひひ、ひひひ」

「なっ!?」

　ミリアは言葉を失った。

「ひひ、何とも実にキレイな娘むすめさんじゃあないか。おいらたちビフレストの中で一番キレイさ。おいら、好きになっちゃうところだったよ？　みんなから恐おそれられるビフレストの一員なのに自分だけはキレイなままでいたかったんだよねスーちゃん？　ひひひひ」

「そ、そんな……そんなつもりは……」

　スーが小さく震ふるえる。ガンツは踊おどるようにふらふらし、

「そして、そんなスーちゃんを守るようにして汚れていったミリアちゃんも大好きさ。ひひひ！　あんた、皇帝のために何人殺してる？　どれだけ手を汚よごしたの？　ねぇ？　ねぇ？」

「ぐ……」

　ミリアは黙だまりこくる。

　楽しそうにしているのはガンツばかりだ。

「スーちゃん、あんた自分がキレイでいるために仲間に手を汚させてたわけだけども、それってどう思ってた？　人を殺すおいらのこと、怖こわいとか汚いとか思ってた？」

「私はただ無意味な戦いは避さけたいだけで……」

「やっぱりミリアちゃんのことも心の底では汚いって思ってたんだよね？」

「ち、違ちがう！　そんなことない」

「ひひ、いいねえ、キレイなまんまでいる子は。今まで直ちよく接せつ手を下していないだけで、その能のう力りよくで何人が争うことになったんだろうねぇ？　手は汚よごしてないよ？　心だってキレイだねぇ？　そう清らかだからこそ、そういうことが平気でできるんだよね？」

　スーは後あと退ずさりして喘あえぐ。

「そんな……そんな、私、そんなこと考えてない……」

「キレイなキレイなスーちゃんは、そんなことを考えるだけでも汚れちゃうから考えないようにしてたのかなあ？」

　ひひひひひ、と忍しのび笑うガンツ。

「ミリアちゃんのこと本当に仲間だと思っていたの？　友達の振ふりして、ミリアちゃんをうまく利用してただけじゃないの？」

「止めろ！　スーはお前とは違ちがう。わたしの大事な仲間だ！」

　ミリアは食ってかかる。それに対しても、ガンツはひょこひょこ頭を揺ゆらす。

「ああ、そうかい？　ひひ、でも、ミリアちゃんもスーちゃんのこと、本当はどう思ってるんだろうね？　本当の友人？　大事な仲間？　大切な存そん在ざい？　本当に本当に？」

「貴き様さまが何を言おうと、スーはわたしの大事な仲間だ！」

「ミリアちゃん……」

「ひひひ。つれないねぇ……でもさ、おいらもビフレストの大事な仲間だよね？」

「貴様は違う！」

　感かん情じよう的てきに吐はき捨すてるミリア。

「ひひ、酷ひどいなあ。ミリアちゃんはさ、スーちゃんがキレイなままでいれば、自分の汚れも救われるような気がしてたんじゃないの？　それって本当に友人なの？　ミリアちゃんも利用してただけじゃないの？　ひひひ。それに汚れてる仲間は大事じゃないって、傷きずついちゃうなぁ」

　ガンツはじっとりと呟つぶやく。

「いやあ、健気けなげなもんだ。ひひ、ひ。スーちゃんのために自分は汚れを引き受けたんだ、だから自分が汚れ役をやることには意味があるんだ、とまあ、ミリアちゃんの本音はそんなところ？　ビフレストとして人を殺しても、それはスーちゃんのためっていう言い訳わけができるもんねぇ。ひひひ、これってミリアちゃんもスーちゃんを利用してたってことにならないかなあ？」

「黙だまれ」

　ミリアは吐き捨てるように言った。

「いずれにせよ、今の貴き様さまは倒たおすべき敵てきだ。わたしの仲間を侮ぶ辱じよくし、わたしたちを裏うら切ぎって殺そうとした」

　ミリアの体が緊きん張ちようしていくのがわかる。

「ひひひ。ミリアちゃんはいいねえ。すぐに挑ちよう発はつに乗っておいらと戦う気になってくれる。さて、問題はスーちゃんだ」

　ガンツはスーを窺うかがう。

「スーちゃん、おいらが憎にくくならないかい？　おいらをぶっ殺してやりたいと思わないかい？」

　スーは完全に腰こしが引けていた。首を小さく横に振ふり、

「もう、放っておいて……」

「ひひ、やっぱダメか。困こまったねえ。スーちゃんがおいらと戦ってくれないなら、おいらはミリアちゃんと戦ってミリアちゃんをぶっ殺すことにしよう」

　ガンツはゆらりと距きよ離りをとり、

「食い尽つくせ魔ま狼ろうフェンリル。万ばん物ぶつは魔狼の餌え食じきなれば」

　神紋ルーンを呼び出すための神しん言ごんを唱となえた。

　途と端たんに、生なま臭ぐさい臭においが室内に充満する。ガンツの後こう背はいに鋭するどい牙きばの生えた口が顕けん現げんしていた。そこから垂たれ流された涎よだれが臭いの元か。

　ガンツは両手を広げて、自らの体を大きく見せるかのようにアピール。

「ひひひ、ミリアちゃん、死んじゃうよ？　スーちゃん、いいのかい？　ミリアちゃんのために戦おうって勇気を振り絞しぼらないの？　まーた、自分は見てるだけで手を汚よごさないでいるつもり？」

　そう言っていたガンツが仰のけ反ぞる。それまでガンツの頭があった場所を銀色の刺突剣レイピアが薙なぎ払はらっていった。

「ひひ、危あぶないなあ。まだスーちゃんと会話中なんだよおいら」

　その危き機き感かんのない口調とは逆ぎやくに、かなり余よ裕ゆうのない態度でガンツは体を立て直そうとする。が、果たせない。刺突剣レイピアの二撃げき目め、三撃目が次々に繰くり出されてきて、仮か面めんの男はひょこひょこ頭を揺ゆらしてはそれを必死で避よけていた。

「黙だまれ、貴き様さまはここで今倒たおす」

　刺突剣レイピアを水平に構かまえてミリアが言う。

「自分が死ぬと思わなかったのか？　死ね」

　その言葉と共に再ふたたび刺突剣レイピアの一撃が走った。

「ひひひ、ちょっとタンマ。慌あわてないでよ、ミリアちゃん、ひひひひ」

　そう笑いながら、ガンツはよろける。

　ミリアの目が光を放ったように見えた。

「これで……」

　フェイントを織おり交ぜての連撃。ひひ、ひ、とバランスを崩くずすガンツ。そうやって完全に避け切れない状じよう態たいにしてから、

「トドメだ！」

　必殺の突つき。それはふらつくガンツの喉のど元もとへ一直線。これは避けられない。

　だが、

「ひひひ、なーんちゃって」

　ばくん。

　ガンツの背はい後ごの顎あぎ門とが、ミリアに立ちはだかって、口を閉とじた。あっ！　というスーの悲鳴。完全に待ち構かまえていた。間ま違ちがいなく、ミリアは半身だけ残して嚙かみ千切られるタイミング。

　が、その瞬しゆん間かん、ミリアの体が雲うん散さん霧む消しようする。輪りん郭かくがぼやけて、透すき通って消えた。

　ガチン、と空むなしく音立てるフェンリルの顎門。

「ひひひ……いいねぇミリアちゃんのその体、その能のう力りよく」

　ガンツは笑う。

　と、ミリアはいつの間にか俺おれの目の前にいた。荒あらい息で膝ひざをついている。

「……貴き様さま……」

「ひひ、全部とはいかなかったけれど、少しはその体を嚙み切らせてもらったよ。せっかくバランスを崩くずしてあげたんだから、もっと深く踏ふみ込こんできてくれたらよかったのに」

「……く……わざとだったのか……」

「いくらミリアちゃんがその体を霧きりに変えて逃にげても、全部吞のみ込んじゃえばもう戻もどせないよね？　ひひ、少し吞み込まれただけでも大分疲つかれちゃってるんじゃないの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「……くっ」

　ミリアは舌した打うちをしたようだった。だが、舌打ちしたいのは俺おれだ。支し配はいのせいで何もできない。

「ミリアちゃんは海かい神しんエーギルのグリームニル。エーギルの司つかさどる神紋ルーンは水を操あやつる海王の神紋ルーン。ひひひ、知ってるよお？　その神紋ルーンを使って、自みずからの体を霧きり状じようの水と化して敵てきの攻こう撃げきをかわしたり、分身を作ったりするんだよね？　ひひひ、でも偉えらいねえ？　必死で鍛きたえてミリアちゃんはその攻撃力の無さを剣けんの技ぎ術じゆつで補おぎなおうとしたんだよね？　ひひひ！」

　ガンツは笑い、

「でも、残念。このフェンリルの顎門の前ではミリアちゃんの神紋ルーンも努力もみーんな無む駄だ無駄。ミリアちゃんの力じゃいつまで経たってもおいらを傷きず付つけることはできないんだ。スーちゃん、早くしないとミリアちゃん死んじゃうよぉ？」

　ミリアが少しずつ追い詰つめられていく。

　そんなミリアを見て、スーが両手を握にぎりしめる。

「ミリアちゃん！」

　そして、俺を見つめる。

「お願い……ミリアちゃんを助けて！」

　こいつは俺がミリアを助けると思っているらしい。信じても裏うら切ぎられるかもしれないというのに……。だが、俺は今スーの支配下に置かれ、彼かの女じよを守るように気持ちを操そう作さされているのだから仕方のないことなのだ……彼女の心を乱すガンツは敵である。俺はガンツの前に立った。

「ひひひ？　どうしたの、あんた？　スーちゃんの代わりに戦ってあげるの？　まーたスーちゃんは他人を使って手を汚よごさせようとしているんだねぇ？」

「おい……勘かん違ちがいするな。あいつがどうなろうと構かまわないが、忘わすれたのか？　お前は俺おれの仇かたきの一人だ。……今すぐそのよく回る舌したを引き抜ぬき、何度も殺してやる」

　トーメントの仇でもあるが、こいつは俺の親を殺した奴やつだ。絶ぜつ対たいにここで殺す。

「一つ予告しておく。これからお前も俺の親と同じ目に遭あわせる」

「ひひ、それはつまり、おいらの神紋ルーンを真ま似ねするってことかい？　ひひひ、だとしたらそいつはえらく間違ったやり方だ」

　ガンツは笑う。と、ガンツの操あやつっているフェンリルの顎あぎ門とが、ふ、と消えた。

「ひひひ。おいらのは特とく別べつ製せいだよ？　おいらの顎門と同じくらいでかいのを、あんたは真似できるのかなあ？　多分、あんたが真似て作り出す奴より、おいらの奴の方が強い。だって、あんたの顎門がおいらを嚙かみ切ろうと近付いてくる間に、おいらの顎門はこの部屋ごとあんたらを吞のみ込こんじゃうからね。ひひ。本物のおいらの顎門が、偽にせ物もののあんたの顎門を食っちゃうよ？」

　床ゆかが細かく揺れる。これは地鳴りか。コロシアムの時もそうだった。巨きよ大だい化かした奴のフェンリルの顎門が地面に潜もぐり込み、この部屋ごとばくりと食い千切ろうとしているのだ。

「……ひひ。ミリアちゃんも動いちゃ駄だ目めだよ？」

　視し界かいの端はしで、ミリアが動きを止めるのが見えた。

「……くッ」

　ミリアは、奴の顎門が俺と対たい峙じしている間に近付こうとしていたらしい。だが、見み咎とがめられた。これで、ミリアも下へ手たに動いたら俺たちごとばくりとやられてしまう。

　俺は奴やつと俺との力の差について考える。確たしかに、ガンツの顎門は大きい。俺が顕けん現げん可か能のうだろう顎門よりはるかにでかい。それはつまり、大きい分だけ空間を齧かじりとる範はん囲いが広いということだ。その範囲内は攻こう撃げき圏けん内ないであると同時に絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよ圏内でもある。

　ケタ違ちがいの力の差。

「……だとしても、俺はお前をフェンリルの顎門で殺す」

「できるといいねぇ？　ひひひひひ！」

　ガンツはいかなる攻撃も自分に届とどかないとたかをくくっていた。だからこその舐なめた態たい度どだ。しかも、

「ひひ、ひひひ！　更さらに絶望的な気持ちにさせてあげようか？」

　ガンツはひょこっと頭を傾かしげた。悪戯いたずら小こ僧ぞうのように見える。とんでもなく邪じや念ねんで満ち満ちた悪戯小僧。

「食い尽つくせ魔ま狼ろうフェンリル……」

　再ふたたびの神しん言ごんがガンツの口から洩もれる。と、奴の背はい後ごにフェンリルの顎門が更に現あらわれたではないか。地の底に奴の顎門がいる気配は依い然ぜんとしてある。小こ刻きざみな揺ゆれがそれだ。なのに、目の前にも奴のフェンリルの顎門がいるということは……。

「もう一つ、だと？」

　ミリアが呻うめくように呟つぶやくのが聞こえた。

「ひひひひ、その通りぃ！　よくできました」

　既すでに顕けん現げんしている神紋ルーンの力を更さらに重ねて使用するとは。やはり、こいつは並なみ々なみならぬ力を持っているということか。

　ガンツは得意げだ。

「いいかい？　あんたらは動いちゃ駄だ目めだからね？　ひひ、動いたら下にいるおいらのでっかい顎あぎ門とで、ひひひ、みーんなパクリさ。で、ひひひひ、新しく出したこいつでなにすると思う？」

　新たに現あらわれたフェンリルの顎門が、ゆっくりと動き出す。漂ただようようにふらふらと。俺おれの方へ、いや、ミリアの方へと流れていく。

「ひひ、ひひひひひ！　ちょっとずつ齧かじりとっていってあげるよ。まずはミリアちゃんの脚あしを一本ずつ。ひひ、血誓兄弟フオースブレーズのあんたは悪あがきしそうだから一口でいいや。それにおいら、男を痛いためつけて喜ぶような趣しゆ味みは無いんでね。ひひひ！　ねえ、聞いてる？　スーちゃん？」

　ガンツはスーに向かって呼よびかけた。スーは俺たちの後ろで震ふるえている。

「いいかーい？　ひひ、このままだとミリアちゃんは脚あしの次に、そうだなあ、腕うでを一本まるっといっとこうか？　ひひひ。色々と不具合なことになっちゃうねえ？」

「……や……やめて……」

　スーの弱弱しげな喘あえぎ声。ガンツは意い気き揚よう々ようだ。

「まずはミリアちゃんが片かた足あしで立っていられるか試してみよう。ひひ、ひひひ。そうだ、それにミリアちゃんの鱗うろこ！　ひひひひ！　鱗を剝はがしてあげよう。おいら、知ってるよ。ミリアちゃんはその鱗の下に神紋ルーン文字が浮かぶんだよね？」

　ミリアが、ぐっ、と歯を嚙かみしめるのがわかった。ミリアが神紋ルーンの力を発動させた時、それとわからないのは鱗の下に神紋ルーン文字が隠れていたからか。

「その鱗が取れたらきっと綺き麗れいだろうなあ。真っ赤に染そまってきっとすごく綺麗さ！　ひひひ！　……さあて、スーちゃん。話はここからだ」

　ガンツは続ける。

「動いたら、あんたら全員一吞のみ。更さらに、おいらはミリアちゃんを嬲なぶり殺しにするつもり。このままじゃ誰だれも助からない。ねえ？　ミリアちゃんは死ぬまでにどれだけの苦く痛つうを受けるんだろう？　ひひ、どんな声で鳴いてくれるのかなあ？」

「下げ種すめ……」

　虫むし唾ずが走ることばかり喋しやべりやがって。睨にらみつける俺を無む視しし、ガンツはすっと目を細める。

「……いい加か減げん、そろそろ覚かく悟ごを決めたらどうだい、スーちゃん？　ミリアちゃんを救えるのは、もうスーちゃんしかいないんだよ？」

　ひひひ、ひひひ、と言いながら、まったく笑みのない視し線せんをスーに向けるガンツ。

「スーちゃんがおいらに神紋ルーンを使って、おいらを止める。それが唯ゆい一いつの解かい決けつ法ほうさ。おいらを支し配はいして、殺しちゃえば？　そうすりゃあんたらは皆みな助かる。ひひひ。おいらって優やさしいなあ。ここまで教えてあげちゃうなんて。さ、おいらにスーちゃんの神紋ルーンを使いなよ。おいらと戦うって、おいらに立ち向かうって決心しなよ。ひひひ。悪に立ち向かう勇気は何よりも尊とうといものだからね！」

「でも……でも……」

　スーはいやいやをするように首を横に振ふっている。

「おやおや？　早くしないとミリアちゃんの脚あしが危あぶないよぉ？」

　スーは今にも消え入りそう。

「……どうして……こんなことをするの？　どうして……？」

「だからぁ！　ひひ、スーちゃんにおいらと戦ってほしいからだよ！　いや、おいらと戦うっていう決意を持つだけでいい。抵てい抗こうする意思を！　憎にくしみを！　怒いかりを！　おいらにおくれ」

　俺おれは口を出すことにした。

「おい、死ぬ前に教えろ。お前の目的はなんだ？　スーを戦わせたい、っていうのは皇こう帝ていの命令か？　皇帝は何を企たくらんでいる？」

「ひひ。弱い家か畜ちくは黙だまってな」

　どうも、これ以上話を聞き出すのは難むずかしいようだ。もっとペラペラ話してくれるかと思っていたのだが、

「今すぐ死にたいか。わかった」

「ひひ？　あんた、下へ手たなことしたらこの部屋ごとばくりといっちゃうよぉ……？」

　俺おれは神しん言ごんを唱となえた。

「宿れ我わが身に、力の担にない手マグニの腕かいな。世界を支ささえる四方の神を、合わせたよりもなお猛たけきなり」

「ひ、余よ計けいな真ま似ねを」

　部屋の床ゆか面めんがバリバリと剝はがれ浮うかび上がる。下から、がばっ、とフェンリルの顎あぎ門とが飛び出て来た。

「警けい告こくしたのにねえ？　ひひ、仕方ない、まず邪じや魔ま者ものだけ嚙かみ殺して、スーちゃんとはまたじっくり話し合うとするよ」

　そして、ばくん、とフェンリルの顎門が閉とじられる。その部屋内にいた者全て、スーやガンツ自身も含ふくめて全てがフェンリルの顎門の奥おくの暗黒に吞のみ込こまれた。俺も視し界かいが暗転し、虚こ空くうの中に落ちて消える。

　だが、

「……ん？」

　うろたえたようなガンツの声がする。

「どうした？　何をした？」

　俺おれは両手をいっぱいに広げ、力を込こめていた。閉とじかけられたフェンリルの顎あぎ門とを押おし止めるように。みしみし、と音がする。俺が摑つかんでいるフェンリルの顎門の乱らん杭ぐい歯ばが軋きしる音だ。

　俺は深く息を吸すい込こみ、

「はあああ……っ」

　息を吐はきつつ力を解かい放ほうした。俺の両りよう腕うでに宿る神紋ルーンが輝かがやく。

　俺の両腕が熱くなる。肩かた口ぐちから二の腕を抜ぬけて、掌てのひらにその熱さが集まった。そして、一気に外へと噴ふき出される。爆ばく発はつ。そうとでも表ひよう現げんしたいくらいの力の本流だった。

「俺の覚かく悟ごは、こんなものじゃ嚙かみ砕くだけない！」

　途と端たんに、俺が摑つかんでいたフェンリルの顎門の牙きばが乾かわいた音を立てて粉々になった。その破は壊かいの波は紋もんは牙きばからフェンリルの顎門の上うわ顎あご、下顎へも伝わり──。

　フェンリルの顎門の奥、暗黒の底から湧わきあがってくるものがある。それは苦く痛つうの悲鳴。俺たちの脇わきをすさまじい勢いきおいで、痛いたみに彩いろどられた悲鳴が駆かけ抜ぬけて行った。

　今や、フェンリルの顎門は牙を砕くだかれ、それどころか顎門それ自体が破壊されていた。折れた顎は閉じられぬ。フェンリルの顎門はだらりとなった顎を振ふり回し、涎よだれを撒まき散らし、折れた牙を撒き散らし、ぎひぃぐひぃと生なま臭ぐさい悲鳴を撒き散らして、どう、と倒たおれた。

　俺は部屋の真ん中で、未いまだに両手を突つっ張ぱらせて仁に王おう立だち。室内は、顎門に吞のみ込まれかけて砕けた床面の欠片が散乱している。もちろん、ミリアやスーも無事だ。転てん倒とうして膝ひざや手をついているが、どこも嚙かみ千切られてはいない。もちろん、顎門の使い手であるガンツも。

「お、おいらの……」

　ガンツは仮か面めんの奥おくのギョロ目を左右に揺ゆらしながら、寂さびしそうに見る。

「……おいらのフェンリルの顎門が……なんだこりゃあ」

「……どうしてわたしたちは生きているんだ？　顎門の中に吞のみ込まれたと思ったのに」

　ミリアがへたり込んだまま、俺を見上げてきた。俺は肩かたを竦すくめ、そして気付く。

「嚙み潰つぶされないように、踏ふん張ばった。ただそれだけだ」

　俺は肩かた口ぐちについた埃ほこりなどを払はらいつつ、そう言った。

「顎門が閉じられないように俺自身が支ささえたんだ」

「……そんな、そんなことができるわけがない！　おいらのフェンリルの顎門はどんなものでも嚙み千切るんだ。鋼こう鉄てつだろうが金こん剛ごう石せきだろうが……それを……」

「どんな鋭するどい牙だって、口を閉じられなきゃ何も嚙めまい？」

「じゃあ、あんたはあの巨きよ大だいな顎門をどうやって……どんな力があれば、そんなことが可か能のうなんだ？」

　ガンツは呆ぼう然ぜんとしているように見える。棒ぼう立だちだ。

「もちろん、神紋ルーンの力に決まっているだろう。知らないのか？　雷らい神じんトールの子、マグニは生まれて三日で、誰だれも持ち上げられなかった巨きよ人じんフルングニルの死体を持ち上げた神だそうだ。力だけならどの神よりも優すぐれている。お前のフェンリルの顎あぎ門とが閉とじる力よりもマグニのほうが強かった……ただそれだけだ」

　もう神紋ルーンの出し惜おしみは無しだ。

「そんなバカな……フェンリルの顎門は天の端はしから大地に至いたるまでを嚙み切るほどのパワーを持つんだぞ？　……だ、大体、お、おかしいじゃないか。あんた、どうしてそんな力の神紋ルーンが使えるんだ？　誰だれの……どうやって真ま似ねした？　おかしな話じゃないか、ええ？」

　俺おれは首を振ふる。

「さあ、何な故ぜだろうな？　死ぬまで考えていろ」

「……あんた、嫌いやな奴やつだ」

「お前ほどじゃあない」

　俺はそう言って、

「じゃあ、そろそろ……死ね」

「……ひ」

「……食い尽つくせ魔ま狼ろうフェンリル。万ばん物ぶつは魔ま狼ろうの餌え食じきなれば」

　俺が唱となえる。と、気配を感じたのか、ガンツは後ろを振ふり返った。

　奴やつの背はい後ごにぞっとするような存そん在ざい感かんが生まれていた。生臭い息が俺の耳みみ許もとにまでかかってくる。はあーはあー、と耳みみ障ざわりな呼こ吸きゆう音おん。それは暗く生温かい。

　俺はガンツと同じく、フェンリルの顎門を顕けん現げんさせていた。

　そのフェンリルの顎門、大きく口を開いて今や遅おそしと待っていた。何を？　俺からの命令を。

　俺は、俺の出したフェンリルの顎門に向けて指を鳴らす。

「ひひ、ひひひ！」

　顎門が勢いきおいよく閉とじた。ガンツの下半身が綺き麗れいに消え去る。

　食われた反動で、ガンツの食い残し部分が宙ちゆうに舞まった。ガンツの上半身だけがくるくると回り、落ち、てんてんと転がった。

　床ゆかに転がりながら、ガンツは無事だった方の手をじたばたと動かしている。何かの虫のようだ。

「ひ、ひ……ひひひ！」

　笑い声だか悲鳴だかわからない、引きつり声が漏もれてくる。上半身だけになりながら、ガンツはまだ生きていた。

「お前がいなかったらフーリンも……」

　俺は独ひとりごちる。

「俺の親と同じ目に遭あった気分はどうだ？」

　俺がガンツと同じく困こん苦くの神紋ルーンを使ったのはこのためだ。すっぱり切り裂さいた。

　ガンツが首の力だけで俺おれを見る。

「……ひひ……やってくれたね、あんた……」

「お前が俺の親や妹にやったのと同じことをしただけだ」

「……妹……？　……ひ、ひひひ！」

　死にかけの目に急に輝かがやきが増ました。

「ひひ、ひひひ！　おいらはあんたの妹なんかやっちゃいないよ」

「なんだと？」

「残念だったねえ？　あんたの復ふく讐しゆうはまだ終わらない、ひひひ！」

「ああ、まだ皇こう帝ていがいるからな。だがそれで終わりだ」

「ひひひひひ！　絶ぜつ望ぼうはいいねぇ。ひひひ、楽しみ楽しみ……」

　がぶふ、と吐と血けつした。血を吐はき散ちらしながら、

「ひひ……おいらが死ぬのも……仕組まれた出来事の一つなのさ……。こうなる運命は決まってたんだ……」

「強がるな。お前が弱かったから死んだ、それだけだ」

「ひひひ、あんた、もっと絶望するよ。このために、あんたの親を殺したんだ……ひひひ、おかげでおいらもようやく……」

　目を見開いた。

「……ようやく……エイ……ンヘリアルにな……れる……」

　エインヘリアル？　何な故ぜそんな言葉が……？

　死んだ。びくんと大きく痙けい攣れんした後、目を見開いたまま死んだ。

　やっと一つ終わった……。

　ガンツが俺の父親にしたように、体を半分に切せつ断だんしてもしばらく生かしておきたかったのだが。自分が間もなく死ぬこと、そしてもう絶対に助からないことをしっかりゆっくりガンツの心に刻きざんでやりたかった。恐きよう怖ふや痛いたみをできるだけ長くこいつに味わわせてやりたかった……。

　俺はミリアたちに向き直った。スーを前にしても、もう俺の心は揺ゆらがない。どうやら、スーの慈じ愛あいの神紋ルーンの効こう力りよくが切れたらしい。

　俺は自然にスーへと近付き、

「……え？　あの……？」

　素す早ばやくスーの喉のどを摑つかんだ。そのまま、乱らん暴ぼうに持ち上げる。まだガンツの言葉の衝しよう撃げきから覚さめていなかったスーは全く抵てい抗こうできないようだった。

「…………っ！」

　声にならない悲鳴を上げる。

　この状じよう態たいなら、スーは神しん言ごんを唱となえられまい。スーに再ふたたび神紋ルーンの力を使わせずに済すむ。

「やめろ！　貴き様さま！　何のつもりだ!?」

　ミリアが喚わめいた。

「こいつは敵てきだ。俺おれに神紋ルーンの力を使い、捕とらえようとした。きっとこの後も皇こう帝ていのために俺の邪じや魔まをするはずだ」

「やめろ！　スーはお前を殺そうとはしなかっただろうが！　捕つかまえようとしただけだ。本当なら殺されていてもおかしくなかったのに」

　甘あまい……。捕まることは殺されることと同どう義ぎだろう。

　だが、ミリアは俺こそが悪というように罵ののしる。

「こんなところで仲なか間ま割われしてる場合じゃない」

　俺はスーの首にかけた手を離はなす。

「仲間？　いつからだ？」

　俺はスーを解かい放ほうし、静かに言う。

「お前と仲間になった覚えはない……用よう済ずみだ。早く消えろ」

　ミリアは立ち上がり、傍かたわらで蹲うずくまるスーに声をかける。

「わたしも行く……。だけど、スーは……。どこか安全な国に逃にげろ。もうビフレストにも関わるな。スーは……こんな国にいちゃいけない。もしかしたらわたしはもう……スーを守ることはできないかもしれない……」

「……どう……して？」

　スーは痛いためた喉からかすれ声で呻うめいた。

「言っただろう。わたしはもうビフレストではない」

　スーは小さく首を横に振ふり、

「……違ちがう……そうじゃなく……どうしてミリアちゃんは……この人と一いつ緒しよに行こうとしているの？」

「……真実を知るためだ。わたしが今こうしてグリームニルとして皇帝陛へい下かに仕つかえることになったのは、恩おん恵けいだったのか、それとも呪のろいだったのか……」

　ミリアはそう言いながら、自分の腕うでの鱗うろこに触ふれている。

「……ミリア……ちゃん……」

「そんな顔するな」

　ミリアは微笑ほほえんだ。

　戦場に似に合あわない初めて見る笑顔だった。

「……私も……一緒に行く」

　かすれ声は弱弱しい。だが、その意味はしっかり伝わった。

「何だって？　駄だ目めだ。見ろ、わたしの姿すがたを。皇帝陛下をお守りするという信念もなくし、ビフレストという誇ほこりも失くした。もう何も無い。ここから先はおそらく…………闇やみだ……」

「……なら……」

　スーはそこで咳せき込こみ、

「……今度は私が守る番……ミリアちゃんは私が守る」

「スーにそんなこと……」

「……私のことを友達だと……大切だと思ってくれているなら、私だって。……ミリアちゃんと一いつ緒しよに……一緒に戦える本当の友達になりたいの」

　声は弱弱しくても、その瞳ひとみに宿るものは熱かった。まるで気け圧おされたかのように、今度はミリアの声が小さく聞こえる。

「スー……しかし……」

「……私のことを大事に思ってくれるのは本当に嬉うれしい……でも、守られ続けるだけじゃ……私もミリアちゃんのために何かしたい！　……対たい等とうな友達になりたい！」

　スーは立ち上がっていた。その目は今や、ミリアを見上げるものではなく、ミリアを正面から見み据すえている。ミリアもまじまじとスーを見ていた。そして、ようやく口を開く。

「……そうだな。わたしは。守ってやる、だなんて……いつも対等に思っていなかったのかもしれないな……」

　ミリアは考えを振ふり払はらうように首を振り、

「すまなかった」

「ううん。これからは私にも頼たよってね」

「わかった。友としてこれからもよろしく頼たのむ」

　一緒に苦労を分かち合えるのが友達だな。そう言って、ミリアは笑っていた。そんな二人を見て、俺おれが過か去こに忘わすれていたものが頭をよぎる……友達……絆きずなか……。

「……勝手にしろ」

　俺は何な故ぜか毒づいていた。




　周囲を見み渡わたすと、道は一つだった。目の前に縞しま模も様ようが見えてきた。曲がりくねった階かい段だんに上からの光で陰いん影えいがつき、縞模様に見えるのだ。ということはつまり、

「今度は上に上がれってことか」

　俺は鼻を鳴らしたい気分だった。陰いん険けんな回り道とようやくおさらばできる。

「……あの階段が皇こう帝てい陛へい下かの住まう塔とうへと通じる階段だ。あれを上り切れば皇帝陛下の居きよ室しつがあるはずだ」

　ミリアが囁ささやいてくる。俺は文もん句くを言うように、

「もうくだらない仕し掛かけは無いんだろうな？」

「……階段にねずみ避よけでも仕掛けられているかもな」

　すると、背はい後ごから大音声が響ひびき渡わたる。

「よーし、道案内御ご苦く労ろう！」

　その声に俺おれは振ふり返る。

　ソロウだった。神具ミョルニルを脇わきに抱かかえ、いつでも戦えるといった態たい勢せい。

　その脇に立つのはフュアリーだ。いつものように静かに、そして冷たい目で俺を射い抜ぬいてくる。

　ソロウは歯を剝むき出しにして笑う。

「なあ、ロスト？　俺たち、仲間じゃなかったのか？　ビフレストにでもなろうとしているのか？」

「ずっと見てたけど……その子たちと手を組んでいる理由は何？」

　フュアリーの眼まな差ざしはミリアたちに注がれていた。それが、すっ、と細められる。

　スーが縮ちぢこまる。

「なるほど、ずっとつけてきていた気け配はいはお前たちだったのか」

　俺は嘆たん息そく交じりに言った。

「何な故ぜここに来た？　せっかく助かった命を無む駄だにするな」

　何故、来たんだ……。

「このまま黙だまっていかせられっかよ……虚こ仮けにしやがって！」

　ソロウが嚙かみつきそうな勢いきおいで喚わめいた。

「俺たちじゃなく、ビフレストなんぞ連れに選びやがって！　俺たちは血誓兄弟フオースブレーズだろう？　帝国には媚こびねえっていう同じ考えを持つ仲間じゃなかったのかよ！」

「……もう逃にがさない」

　ソロウたちは剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを放ちだす。実に威い圧あつ的てきだ。

「おい、こいつらは……コロシアムで見み捨すてたんじゃ……？」

　ミリアが当とう惑わくしたように俺を見上げてきた。

「どっちにしろ、随ずい分ぶん恨うらまれているようだが」

　ミリアの言葉にフュアリーが反はん応のうする。

「……コロシアムで見捨てた……？　ふうん……ロスト、あなた、そんな風に取り繕つくろっているの……？」

　そして、非ひ常じように大きな溜ため息。

「……本当に、酷ひどい奴やつ……ところで、ロスト。あなたにはまだ約束が残っている」

「ああ？」

「誰だれでも死なせたい者の名を口にすれば、私がその者の命を奪うばって冥めい府ふの女おんな主あるじの元へ返すという約束……さあ、今こそ自分の名前を口にしなさい」

「俺も手伝うぞ！　裏うら切ぎり者にはお灸きゆうをすえてやらなくっちゃあなあ！」

　ソロウの叫さけび声が重なった。

　ミリアが、ふっ、と笑う。そして、俺を見て、

「復ふく讐しゆう者しやが復讐されるか……貴き様さまもろくでもない生き方をしているようだな」

　俺おれは顔をしかめた。ソロウたちに向かって言う。

「止やめろ。せっかく助かった命だ。今すぐ帰れ……ここから先はお前まえ等らには関係ない話だ」

「そうはいくかよ！　まずはお前を一発、こいつでぶっ飛ばさなきゃ気が済すまねえ！」

　ソロウは手にした鉄てつ塊かいをぶんぶと振ふり回す。

「んで、皇こう帝ていは俺たちがぶっ飛ばしてやらあ！　お前は安心して寝ねてな、ロスト！」

「お前等にはおそらく……無理だ」

　俺がそう言う。と、

「その通りだ」

　上の方から声がした。コツ、コツ、と階かい段だんを下ってくる者がいる。

「誰だれも皇帝陛へい下かに手を出すことはできない。僕ぼくがここにいる限かぎりは」

　それは黄色の制せい服ふくを着たビフレストだった。続けて、俺たちを見下し、

「無む法ほう者もの同士で仲なか間ま割われか？　やはり誇ほこりも何も無い連中は浅ましいな。見苦しい。君たち同士で好きに殺し合いたまえ。僕の手を煩わずらわせないでくれ」

　ミリアが、あ、と声を上げ、

「アーネスト、貴き様さまも生きていたのか」

「……君がビフレストを裏うら切ぎったというのは本当だったようだね」

　黄色のビフレストは口の端はしを歪ゆがめて言い下した。

　少しだが見覚えがある。ビフレスト、黄こう道どうのアーネスト。端たん正せいな顔つきで、確たしか『神紋演武ルーンレゾナンス』の際さい、スーを庇かばっていた。スーと同じく、戦うことに消極的だったように見えたが。

「アーネスト！　アーネスト！　無事だったのね！」

「スー、何な故ぜ君までそいつらと一いつ緒しよにいるんだ……」

「アーネスト……？」

　スーが弾はずむように手を振ふるのに、アーネストは顔を歪ゆがめるばかり。戸と惑まどったように、スーは振っていた手を萎なえさせる。

　アーネストは言った。

「もしかして君はもう……その男に辱はずかしめられてしまったのか……？」

　アーネストの俺を見る目が、湿しめったものに感じられた。暗い目。

「辱められ、血誓兄弟フオースブレーズに寝ね返がえり……何ということだ。スー、君には名めい誉よや誇ほこりは無いのか……？　君が辱められたなら、僕がその恥はじを雪すすぐ。そして、純じゆん潔けつを失った君の名誉は僕が守ろう……。君は乙女おとめのまま死んだと、そう伝えてあげよう」

「え？　ええ!?　何言ってるの？　誤ご解かいだよ」

　スーは顔を赤らめ、

「黙だまれ！　言い訳わけなど聞きたくない！　君は綺き麗れいなまま死なねばならないんだ！」

　アーネストが今スーを見る目は憎にくしみに満ちていた。

　この男が何を吹ふきこまれたのか知らないが、

「何でもいいが、邪じや魔まするというなら死ぬぞ？」

　俺おれは言った。

　アーネストが笑う。

「僕ぼくの相手をする前に、まず仲間同士で殺し合うのが先じゃないのか？　さあ、僕に遠えん慮りよせず、先さき程ほどの続きを始めたまえ」

　と、フュアリーとソロウに促うながした。フュアリーたちは顔を見合わせて、頷うなずいた。

「……朽くちさせよ、氷ひよう霜そうの神紋ルーン。冥めい府ふの女おんな主あるじにして虜りよ囚しゆう、ヘルが嘆なげきを我わが手に」

　フュアリーが神しん言ごんを唱となえ、同時にソロウがミョルニル片かた手てに飛んだ。

「む？」

　アーネストが階かい段だんから飛び降おりる。間かん一いつ髪ぱつでミョルニルの一いち撃げきを避よけた。轟ごう音おんと共に階段が崩ほう落らくする。

「おい、階段を壊こわすな。やるなら敵てきを壊せ」

　俺は文もん句くをつけた。

「おいおい！　せっかくこいつの相手は俺たちが引き受けてやろうってのに文もん句くばっかりか！」

　ソロウがふくれっ面つらで俺を睨にらむ。

　アーネストが目を眇すがめた。

「……どういうことだい？　君きみ等らは仲なか間ま割われしてたんじゃ……？」

「……ええ、この薄はく情じような男に怒おこっていたわ」

　アーネストの疑問にフュアリーが答こたえる。

「……私たちを置いて、自分一人だけで皇こう帝ていのもとへ乗り込こもうとするなんて……私たちは血誓兄弟フオースブレーズの仲間だというのに……！　……許ゆるせない」

　これ以上、俺の復ふく讐しゆうに皆みなを巻まき込むわけにはいかない。だからもう終わりにしようとしただけだ。

　だが、ソロウたちには別の理り屈くつがあるようだ。ソロウが刺とげ々とげしく言う。

「俺たちを置いていくって言うのはよ、俺たちを信用してねえってことなんだよ。俺たちの力じゃ皇帝に負けると決めつけてやがる。それが腹はら立たつ！　てめぇはもっと仲間を信用しろよ！」

　俺は精せい々ぜい誠せい実じつに見えるように演えん技ぎする。

「こう言っては何だが、正直、お前たちは足手まといなんだ……」

　静かに二人に伝える。そして、安心させるように笑い、

「お前まえ等らも俺の邪魔したくないだろう？　な？　だから、今すぐ帰れ。俺なら大だい丈じよう夫ぶだ」

　フュアリーはすごく微び妙みような顔になり、

「……誤ご魔ま化かすのが下へ手たね。その笑い顔ですぐわかる……本当はそんなこと考えてなくて、単に私たちをこれ以上巻まき込こみたくないとか、考えてるくせに……」

　俺おれは真顔になって、

「そんなことはない」

「……帰るときは、あなたも一いつ緒しよに帰るの、ロスト」

　フュアリーは言った。ソロウも続けて、

「ずっと一いつ緒しよにいたんだから本気かどうかわかるだろ？　それに俺たちは負けるつもりはねえ。一緒に戦って皇こう帝ていの野や郎ろうをぶっ殺してめでたしめでたし、それしか認みとめねえぜ」

　突とつ然ぜん、笑い声が響ひびいた。

「はっはっは、よくもまあ……」

　黄色の制せい服ふくを着た男が額ひたいに手を当て、腹はらを抱かかえて笑っていた。

「……よくもまあ、そんな大それたことが言えたものだ！　君きみ等らは皇帝陛へい下かを倒たおすどころか皇帝陛へい下かのもとへ辿たどり着くことすらできないよ。ここで今から死ぬんだから」

　アーネストは笑いを収おさめた。その端たん正せいな顔で涼すずやかに、

「僕が君等を皆みな殺ごろしにする。……そして、スーが穢けがされた事実を永えい遠えんに葬ほうむり去る」

　俺は呆あきれて、ミリアに問いかけた。

「おい、何だこいつは？　おかしなことばかり言ってるが」

「アーネストは名めい誉よや誇ほこりにこだわる男なんだ。無む益えきな戦いを好まない奴やつなんだが……」

　スーのことで逆ぎやく上じようしているのか。それにしても、

「お前一人で俺おれたちを相手にするつもりか？」

「僕は勝つ。たとえ、相手が何人いようが同じことだ」

　アーネストは嘯うそぶく。

「……二人よ」

　溜ため息混まじりの声がした。まるで、倦うみ疲つかれたかのような気けだるげな声。

「……あなたの相手をするのは二人だけ……二人で十分……」

「十分どころか多すぎだ！　俺一人でもいいくらいなんだからな」

　フュアリーとソロウだった。

　フュアリーが俺をそっと窺うかがう。

「……私たちに任せて……こんなところで力を使っていられないでしょう？　皇帝以外の相手に無む駄だに使う必要は無いわ……」

「そういうことだ。こんな雑ざ魚こにロストが力を使うことはねえ。わかってるだろ？　そのために俺たちがいるんだ。お前が皇帝のもとへ行けるように、捨すて石になるのが俺たちの役やく割わりだ」

「……ああ。任まかせるぞ」

　すると、ミリアが横から苛いら立だった声で、

「貴き様さま、仲間を捨すて石にするのか？」

「……俺おれは皇こう帝ていに用がある。だから行く。お前はどうなんだ？」

　ミリアは言葉に詰つまり、

「……それは……」

「……行こう、ミリアちゃん」

　スーがミリアの肩かたを摑つかんだ。

「私はミリアちゃんと一いつ緒しよに行くよ。そして皇帝陛へい下かの考えを聞いてみる」

「……わかった。行こう」

　ミリアは頭を振ふりながら呟つぶやいた。と、アーネストが舌した打うちするのが聞こえる。

「さっきの言葉を忘わすれたのかい？　僕が行かせるとでも思うのか？　誰だれも通さないと言ったはずだ！」

「……残念だけど、あなたはもうおしまい」

「なんだこれは」

　アーネストはようやく自分の周囲に気付いたようだ。黒ずみ、くすんだ床ゆか、いや、そのくすみはアーネストの足にも伸のびていた。

「足が……動かない……凍こおった？」

　フュアリーだった。

「……あなたはニヴルヘイムに足を踏ふみ入れてしまった……あなたがソロウのミョルニルを避よけるのを見み越こして、私は既すでにあなたが立つであろう場所までニヴルヘイムを顕けん現げんしておいた……後は、あなたの足は凍りつき、体は萎なえ衰おとろえていくばかり」

「なに？」

「でも、萎れて死ぬのを心配する必要は無いぜ。動けないお前を、ミョルニルの一いち撃げきで潰つぶしてやる」

　朗ほがらかにソロウが言った。そして、続ける。

「さあ、行けよ、ロスト」

「く、待て！」

　俺は崩ほう落らくした階段に向けて、跳とぶ。瓦が礫れきの山を足場に二度、三度と跳ちよう躍やく。難なんなく階段の無事な部分へと辿たどり着く。それから、再ふたたび二度、三度と跳躍。難なく元いた階段崩落の瓦礫の山へ戻もどる。

「手間がかかる奴やつだ」

「……うう、……すみません……」

　くずれた階段を見上げ、おどおどと所しよ在ざい無なげにしていたスーの襟えり首くびを、俺は引っ摑つかんだ。そして、もう一度、二度、三度と跳躍。難なく階段の無事な部分へと辿り着いたのだった。

「おい……お前まで運んでやるつもりは無いからな」

「当たり前だ。余よ計けいな気き遣づかいだ」

　ミリアは自分で跳とんで階かい段だんへ上がる。




「いいのか？　……あいつら死ぬぞ」

　階段を跳はねるように疾しつ走そうする。その最中、ミリアがぽつりと漏もらしたのが聞こえた。

「フュアリーたちのことか？　お前、血誓兄弟フオースブレーズのことを舐なめ過すぎだ」

「どんな力を持っていようと、アーネストには通じない。何な故ぜなら、奴やつは勝利の剣つるぎレーヴァテインを持っているからな」

　勝利の剣レーヴァテインは豊ほう穣じようの神フレイの持つ剣だ。その剣を持つ者に必ず勝利をもたらすという。その刀身には奸かん智ちと悪意の異い端たん神しんロキによってあらゆる神紋ルーンが刻きざまれている。フレイの加か護ごを受けたグリームニルは、その剣を神具として顕けん現げんさせることができるのだ。

「アーネストには常つねに勝利が約束されている。戦いで無敗を誇ほこった青せい銅どうのクズネフもアーネストとだけは戦わないようにしていた。アーネスト自身は戦いを好まない男だったのだが……あの男が本気を出した以上、貴き様さまの仲間たちは敗やぶれる以外ない」

　ミリアの不ふ吉きつな予言。だが、俺おれは取り合わない。

「勝利の剣レーヴァテインは、その噂うわさほど絶ぜつ対たい確かく実じつな神具なんかじゃない。実じつ際さい手にしてみると気付くこともある」

「まるで、手にしたことがあるような口ぶりだな」

「ああ。レーヴァテインは想おもいの力こそが全すべて。心の強さが反はん映えいされる、そういう特とく殊しゆな剣だ」

　俺は短く答える。と、ミリアが不ふ審しんげに目を眇すがめた。

「……ほう。では、どうやってレーヴァテインの力を手にしたアーネストを倒たおせばいいのか、当然その方法もわかっているんだろうな？　どんな神紋ルーンの力であろうと無む効こう化かしたり反はん射しやしたり、勝利するように作用する無む敵てきの剣けんなのだぞ」

「お前は神紋ルーンの神々の神話を知らないのか？　レーヴァテインの使い手だった豊ほう穣じようの神フレイは火の長スルトに敗れているんだぞ？」

「だが、それは豊穣神フレイがその剣を手放してしまったからで……」

　ミリアはそこまで言って、黙だまりこむ。ようやくわかったようだ。

「そうか……フレイは勝利よりも別の想いを大事にしてしまったから敗れたのか……」

「レーヴァテイン自体が勝利をもたらすわけじゃない。心の強かった者がレーヴァテインを手にしているだけだ。……もっともあのアーネストって奴やつがそんなに強いとは思えないがな」

　ミリアは俺をじろじろと遠えん慮りよなく見つめてきた。そして、

「おい……ところで貴き様さまの神紋ルーンは一体何なんだ？」

　疑ぎ問もんの言葉。

「豊穣の神紋ルーンで顕現できるレーヴァテインを実じつ際さいに使ったという……それに、これまでも数々の神紋ルーンを使っていたな？　他人の神紋ルーンを真ま似ねする……というよりも、むしろ自じ由ゆう自じ在ざいにあらゆる神紋ルーンを使いこなしているようにも見えるが……。まるで全ての神紋ルーンに愛されているかのような能のう力りよく……」

　ミリアは自分で呟つぶやいて息を吞のんだ。

「そんな出で鱈たら目めな神紋ルーンがこの世にあるのか……。いや、そんな神紋ルーン、聞いたこともない……だとしたら貴き様さまは何な故ぜそれができる？　その力は、神々の力そのものじゃないか……」

「……そんな大たい層そうなもんじゃない」

　そんなに万ばん能のうではない。俺はこの神紋ルーンの弱点を知っている。

　ミリアはそれでも尋たずねてきた。

「だが、それだけの力があるからこそ、あの無む法ほう者ものたちを纏まとめて血誓兄弟フオースブレーズとすることができたのだろう？」

「……俺おれはたまたま血誓兄弟フオースブレーズのリーダーになったに過すぎない」

　過か去こを思い出す。

「本当なら、トーメントがリーダーでよかったんだ。あいつは神紋ルーンの力に目覚めたばかりの俺を見つけて、俺を導みちびいてくれた……。あいつは人殺しで皮肉屋だったが、頭がいい。それに仲間のことをいつでも考えていた。表面ではそんな姿すがたは見せなかったがな。俺に神紋ルーンの使い方や戦い方を教えてくれたのもあいつなんだ……だが、あいつは……」

「……ガンツに食われた奴やつか」

「最初は俺とトーメントの二人だけだったんだ、血誓兄弟フオースブレーズは。それが一人増ふえ、二人増え、三人増えとメンバーが増えていった。だが、強くなくては生きていけない。残ったのは四人だけ」

　そして、今、血誓兄弟フオースブレーズ創そう設せつ時じの二人のうち一人はもうこの世にいない。

「意外だな。貴様でも、仲間のことを考えるんだな……」

「……話は終わりだ。先を急ぐぞ」




　俺たちは階かい段だんの終着点に辿たどり着いた。

　大きな、両開きの鉄の扉とびら。今はぴったりと閉とじられている。

「この奥おくに皇こう帝ていがいるのか」

「そうだ。だが……」

　重く軋きしる音がミリアの口を閉ざさせた。鉄てつ扉ぴだ。鉄扉がゆっくりと開いていく。俺は身み震ぶるいした。恐きよう怖ふなどの感かん情じようからの震えではない。次し第だいに大きくなっていく扉の隙すき間まから漏もれてくる冷気のためだ。

「……お待ちかねのようだな」

　その俺の呟きに応こたえるかのように、

「中に入ることを許ゆるす」

　扉とびらの奥おくから声がした。

　まさか…………。俺おれは驚おどろく。

　何な故ぜ？　いや、どうして……。

「おい、今の声……誰だれだ？」

　ミリアとスーが顔を見合わせている。

　俺は二人を置いて、急いで扉の奥へ入り込こむ。そして、立ち尽つくした。

　そこは皇こう帝ていの居きよ室しつとは思えない。黒かった。窓まどが無いのか、暗がりの中、黒々とした石が列になって並ならんでいる。無む機き質しつで人工的な石の配置。それは石せつ棺かんだ。

　壁かべには燭しよく台だいが、薄うすぼんやりと灯されている。

　俺の吐はく息は白い。墓はか場ばの寒さだ。

　何故塔とうの最上階に地ち下か納のう骨こつ堂どうのような光景が広がっているのか。

　だが、俺が今震ふるえているのは寒さの所せ為いではない。

「ようこそ。この時を待ち望んでいたぞ、ノルンの生き残りよ」

　そう言って、石棺群ぐんの真ん中で微笑ほほえむ人物。

「おい、お前、生きていたのか……。何故こんなところにいるんだ」

　まっさらなマントを羽は織おった金色の髪かみの優やさ男おとこ、トーメントだった。微笑みつつも、鋭するどすぎる眼がん光こうは親しみを感じさせない。

「……改まった言い方は止めておきましょうか、ロスト。私とあなたの仲ですからね」

　トーメントは口調を改めた。

「本当に長かった。あなたがここまで来るのを待ち続けたのですよ。この日が来て、ようやく肩かたの荷にが下りる。でも少し寂さびしい気持ちすらあるんです。本当ですよ？」

「おい！　貴き様さま」

　後ろからついてきたミリアが声を張はり上げる。

「どうやってここに入り込んだ!?　貴様はガンツに食われたはずじゃ……」

「こ、皇帝陛へい下かは!?　皇帝陛下はどこに!?」

　ミリアとスーの声に、トーメントは暗い笑みで返す。

「あなたたちの言う〝皇帝〟はあそこです」

　石棺の並ならぶ墓ぼ所しよの奥おくに明かりが灯ともる。そこに石の玉ぎよく座ざがあった。一段だん高いところに設しつらえられている。そこに腰こしかけている黒い人ひと影かげ。

「皇帝陛下！」

　ミリアが叫さけんだ。返事は無い。それどころか、動きすらしない。

「ま、まさか……。貴様！　まさか皇帝陛下を……！」

「よく見てください。あれは元々ただの人形ですよ。それに本物の皇帝は仮か面めんを被かぶっているでしょう」

　トーメントは喉のどの奥おくで、くっくっ、と笑った。そして、懐ふところから仮か面めんを取り出した。

「こんな感じの仮面です」

　それを顔につけて喋しやべる。

「……ミリア、この声に聞き覚えはないか？　我わが忠ちゆう実じつなるビフレストよ」

　いかなる仕し掛かけか。仮面を通して響ひびくトーメントの声は、全く違ちがって聞こえた。口調も違う。そしてかすれたような耳みみ障ざわりな……。それはまるで、

「こ、皇こう帝てい陛へい下かの御お声こえ……」

　ミリアたちは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　トーメントは俺おれを見た。仮面をつけたままで。皇帝の声のままで。

「さて、ロスト。いよいよ最後です。収しゆう穫かくの時が来ました」

　そう言ってから、仮面に手をやり、

「私と戦って──」

　仮面を外す。

「死んでください」

　その顔はとても嬉うれしそうに輝かがやいていた。

　殺人者の喜びだった。













　　第四章　屍武人神エインヘリアル







「あなたには特別な力がある。私にはわかるのです」

　ノルンの里で倒たおれてから出会った男・トーメントはあの時、俺おれに告げた。

「だから、あなたがその力を使いこなせるようになるまで、私があなたを守ります」

　ノルンの里が滅ほろぼされた直後の話だ。

　傷きずを負っていた俺を拾って介かい抱ほうしてくれたのは年上に見える青年・トーメントだった。

　どこからかふらりと現あらわれ、俺を安全な場所まで運んでくれた。俺は気付いたら、温かいベッドに寝ねかされていたというわけだ。傷の手当てもされていた。

「……あんたは誰だれだ？　どうして俺を助けた？」

　そう問う俺に、トーメントは何な故ぜ自分が帝てい国こくを憎にくむのか、帝国皇こう帝ていとの血けつ縁えん・因いん縁ねんを語ったものだ。

「……あなたも帝国に里を滅ぼされたのでしょう？　あなたの力は帝国に復ふく讐しゆうするためのものだ。是ぜ非ひ、そのために才さい能のうを開花させるべきです」

　トーメントの熱心な介かい護ごのお陰かげで、俺は回かい復ふくした。

　そうやって、やっとベッドから立ち上がることができるようになり、そこで初めて俺は知った。このベッドの元々の持ち主が、いや、そもそも俺たちが今いる農家に元々住んでいた者たちがどうなったのかを。

「なんでこんな……誰に殺されたんだ？　帝国軍か？」

「はい？　私ですよ？」

　異い臭しゆうを放つ物置小屋の前で、口くち元もとを押おさえて蹲うずくまっていた俺に、トーメントはこともなげに言ったものだ。

「……どうして……どうしてこの人たちを殺したんだ？　……こんなにたくさん……」

「あなたを守るためです」

　そういって微笑ほほえむトーメントは凍いてつくような眼がん光こうを放っていた。

「こいつらは密みつ告こく屋やです。あなたがノルンの里の生き残りと知ったら、すぐさま軍に駆かけこみます。あなたの安全を少しでも脅おびやかす要よう素そは排はい除じよしておくに限かぎりますから」

「だからって、殺さなくても……」

「あなたは、これからいろいろと学ばなければいけない。この者たちは帝国に連なる者たちです。帝国に協力し、あなたの里が滅ぼされるのを黙だまって見み過すごした、敵てきとなる者です」

「……敵？」

「ええ。帝てい国こく軍ぐんにノルンの里への道を教えたのは彼かれ等らです」

「……」

　俺おれは物置小屋の中でオブジェと化している人たちの姿すがたを見返してしまい、また気分が悪くなる。

「彼等にもノルンの里全ぜん滅めつの責せき任にんの一いつ端たんがある。思い出しなさいシグ。あなたの家族や友達たちはもっと酷ひどい目に遭あっていたんでしょう？」

「……それは……」

　里の惨さん劇げきがまぶたに浮うかび、体が硬こう直ちよくする。強い憤いきどおりで呼こ吸きゆうも止まる。

「彼等は殺されて当然なのです。だって、敵てきなんですから」

　俺はそれからトーメントに神紋ルーンの使い方を教え込こまれ、そして、帝国に味方する者ならば殺されても当然だと思うようになっていった。

「あなたは敵の死に心を囚とらわれる必要なんて無いのです。無む慈じ悲ひたれ、自分の身の安全だけを第一に考えなさい、ここで死んだら復ふく讐しゆうは果たせないのですから」

　トーメントは俺に復讐者としての心こころ構がまえを教えてくれたわけだ。それどころか、

「そうだ、今までの名前『シグ』も今日までです。これまでのあなたを捨てるために名前を捨てましょう。これからは新しい名前、そう〝ロスト〟と名乗りましょう……全てを失った者が、復讐を果たすにはピッタリの名でしょう？」

　こうして俺はロストと呼よばれるようになった。

　当時は悪あく夢むをよく見た。

　何も知らぬげな農夫にその細さい君くん、爺じい様さまに小さな子こ供どもたち、それらが物置小屋によくわからない形になって積まれていたのを思い出したからだ。

　だが、トーメントが行く先々で死と暴ぼう力りよくを撒まき散らすのを傍そばで見て何も感じなくなっていった。

　帝国の支し配はいを安あん穏のんと受け入れているこいつらは敵なのだ。情なさけをかける必要は無いのだ。

　そう思うように努力し続けた。

　闇やみに囚われるな──そんな妹の言葉が何度も頭に浮かんだが、復讐を終えるまでは無理やりねじ伏ふせることを誓ちかった。

　俺は無慈悲な復讐を完かん遂すいするために生きる術すべをトーメントから学んだのだ……。







「何をしてるんだ……」

「もうおわかりでしょう？　ロスト。私があなたの復讐の相手、皇こう帝てい本人なのですよ」

　俺に復讐を教えた男が、俺の復讐の対象者の仮か面めんをつけて笑った。

「お前は皇帝の異い母ぼ弟ていで、命からがら逃にげ出したんじゃなかったのか」

「信じてくれていたんですか。嬉うれしいですよ、ロスト」

「何な故ぜ……どうして……」

　わからない。トーメントが本当に皇こう帝ていなのか……。

「……わたしは信じない。この男が皇帝陛へい下かだと？」

　ミリアが首を振ふりつつ言った。

「わたしたちの知っている皇帝陛下はこいつじゃない！」

「ビフレストが二人も反はん逆ぎやくするとはな。まったく我われの不ふ徳とくの致いたすところだ」

　仮か面めんをつけたトーメントはしかつめらしく言った。そして、含ふくみ笑いを漏もらす。

「寸すん分ぶんたがわない皇帝の声でしょう？　あなた方……皇帝の何を知っているというのです？　ビフレストでも会う時は必ず仮面をつけていた私の何を知っているというのでしょう？　あなた方は皇帝という幻まぼろしを見上げて拝おがんでいた純じゆん朴ぼくな農のう奴どと変わりない」

「なんだと。貴き様さまが皇帝だというなら、その証あかしを示しめしてみろ！」

「皇帝はヴァルハラ城じようの奥おくにいる。ヴァルハラ城の奥にいたのは私だった。即すなわち、皇帝は私である。おわかりいただけましたか？」

　明らかに小こ馬ば鹿かにした口調。ミリアは嚙かみついた。

「そんな理り屈くつが通るわけないだろう」

「残念ですね。せっかくあなたには温おん情じようをかけてあげてもいいと思っていたのに、それが伝わっていないとは」

「貴様から温情だと？」

「ええ。私は哀あわれなあなたを立りつ派ぱなビフレストにしてあげた。その大だい恩おんある皇帝の私にその態たい度どはいただけませんね。あなた、ビフレストに任にんじられた時、なんと言いましたっけ？　私に身も心も捧ささげる、でしたか？」

「私がそう誓ちかったのは真の皇帝陛下に対してだ。貴様じゃあない」

「──左手は鱗うろこに覆おおわれて最も早はや本物の竜りゆうと見み紛まごうばかりのこの醜みにくい身では捧ささげる価か値ちもありませんが……命を懸かけて皇帝陛下を守ります」

　トーメントは仮面を外して、ニヤリと笑った。

「でしたよね？」

　ミリアは目を見開いた。

「な、何故それを……皇帝陛下の御ご前ぜんで挙あげたわたしの誓い……」

「グリームニルとして目覚めたあなたを拾ってあげたのは私です。その体の鱗の所せ為いで迫はく害がいされ、家族に疎うとまれ、絶ぜつ望ぼうの中にいた可哀かわい想そうなあなたを救ったのは私ですよ。もっとも、そうなるようにあなたの体に呪のろいをかけたのも私ですが」

　そう言って、トーメントはガラスの小こ瓶びんを懐ふところから取り出した。

「これが何だかわかりますか？」

　小こ瓶びんの中には緑色の欠片かけらが入っている。それは光を受けてきらきらと瞬またたいた。

　ミリアは不ふ審しんげに目を細め、

「……それがなんだ？」

「これこそが竜りゆう鱗りん病びようの元、〝病竜針ニーズホツグ・ナーリ〟ですよ」

　小瓶を振ふってみせるトーメント。乾かわいてかさついた音がした。

「ある緑りよく竜りゆうから取れる極めて稀まれな寄き生せい生せい物ぶつの一部でしてね。この地では取れません。入手は困こん難なんですよ？　これに触ふれると菌きんが増ぞう殖しよくしていき、その者の体は少しずつ鱗うろこで覆おおわれていきます。最後には全身が竜鱗で埋うめ尽つくされ、強力な力を持つ竜人として狂きよう戦せん士しのように戦うことしかできなくなる。もはや人間とは呼よべぬ物体に成り果てます。ただし、中々うまくいきません。限かぎられた適てき合ごう者しやにしか定着しないのですが、あなたにはしっかり定着してくれましたね」

「な……に……？」

　ミリアは自らの腕うでを握にぎりしめ、立ち尽くす。

「あなたは運が良かった。適合する体たい質しつだったんですよ。それがわかったからこそ、あなたにこれを使った後、あなたたち家族を迫はく害がいするよう街の者たちに命じたのです。あなたは私の狙い通りその心は闇やみに堕おち、神紋ルーンの神々に見み染そめられた。ロストと同じようにあなたがグリームニルとなれたのは全て私のお陰かげです」

「……くっ……そんな実験のために家族を犠ぎ牲せいにしたのか」

　ミリアは歯を食いしばった。

　トーメントはその姿すがたを楽しんでいるかのよう。

「さあ、私が皇こう帝ていだと納なつ得とくいただけましたか？」

「……貴様……本当に……あの皇帝、なのか……」

「ええ。何度でも言いますよ。あなたが命をささげた皇帝陛へい下かです。ですから、今から私の命に従したがってください。ビフレストなら皇帝に従わなければいけないのですから」

「……命令？」

「ロストと戦って、彼を殺しなさい」

　そう言われて、ミリアは黙だまり込こむ。

「……」

　トーメントは煽あおるように尋たずねる。

「どうしました？　皇帝陛下の命令ですよ？」

「……ふざけるな……」

　ミリアは絞しぼり出す。

「……貴様が全ての元げん凶きようだった……。わたしの苦しみを作った張ちよう本ほん人にん。なのに……誰だれが従うものか！」

「あなたは本当に真っ直ぐですね。その感かん情じようは正しい」

　トーメントは頷うなずいた。

「信じていた……本当に。わたしを必要としてくれる人がいると、信じていたのに……」

「まだ、見み捨すててなどいませんよ。あなたがエインヘリアルに相応ふさわしい力を持つかどうか、注意深くずっと気にしていました。これからも私のために働いてください」

「貴き様さまを、絶ぜつ対たいに許ゆるさない！」

「私が憎にくいですか？　殺したくなりましたか？　よかった……。私は憎にくしみを生み出し、育てる。それこそがグリームニルを生み出し、エインヘリアルにすることに必要なことですから」

「何な故ぜだ」

　ミリアが呟つぶやく。それから、きっ、と顔を上げ、

「……何のためにグリームニルを作る？　人々に不幸をもたらし、憎しみで満たしてまで、何故グリームニルを作り出そうというのだ？　貴様のやり方では……増えたグリームニルは貴様の敵てきになるだけだ。……わたしのようにな！」

　ミリアは剣けん吞のんな眼まな差ざしでトーメントを見ていた。それを受けて、トーメントは薄うすく笑う。

「よろしい。非ひ常じようによろしい。あなたは私を憎んでいるんですね。それこそが私の望み。……もう言葉はいらないでしょう。さあ、殺し合うとしましょうか」

　その薄ら笑いめがけて、俺おれは跳とんだ。一気に距きよ離りを詰つめる。そして、宙ちゆうでぐるりと横回転。背はい面めんを晒さらすかのように体を捻ひねって回し蹴げりを放った。移い動どうを兼かねた一いち撃げきを繰くり出す。

「お前が……お前だったのか」

　俺は叫さけぶ。

「俺の一族を、家族を、妹を殺したのは貴様が……！」

　こいつが妹を、家族を、里を滅ほろぼしたのだ。ミリアにしたのと同じように、俺も騙だまし続けていた。憎しみを生み出すために。俺はその策さく略りやくに何も疑うたがうことなく乗ったのだ……。

　俺の蹴けりがトーメントの喉のど元もとへ突つき刺ささった、かにみえたその時だ。

「……大たい神しんオーディンは全てを統すべたもう。君くん臨りんの神紋ルーンよ、死者を統べよ」

　トーメントの呟つぶやきと共に、俺はがくんと衝しよう撃げきを受けた。俺の蹴りはトーメントに届とどいていない。俺は空中で止められていた。背はい後ごから、肩かたを強い力で摑つかまれている。吊つり上げられているような格かつ好こうだ。

「……よお、ロスト」

　俺を背後から摑む者が囁ささやいた。

「……お前もエインヘリアルになろうぜ」

　俺は心がざわつくのを感じる。まさか……。

「……ソロウ……？」

　俺は振ふり返って、山のような大男を見る。血誓兄弟フオースブレーズの中でも、戦いをこよなく愛する無む法ほう者もの、ソロウが茫ぼう洋ようとした眼まな差ざしで立っていた。

　違い和わ感かんを感じる。ソロウのあの苛か烈れつな意い志しが感じられない。すぐにでも暴ぼう発はつしそうな感かん情じようのたぎりがまるでない。

「まさか……お前、操あやつられているのか？」

　俺おれは一いち縷るの望みを託たくして問いかけた。ソロウはただ神紋ルーンの力で操られているだけだ、トーメントを倒たおして神紋ルーンの力が消えれば元に戻もどるのではないか、と。

　だが、甲かん高だかい笑い声が俺の望みを打ち砕くだく。

「……ひひ……ひひひ……また会えたねえ？　長かった……やっとエインヘリアルに選ばれた……ひひひ。力がいくらでも溢あふれるよ。もうあんたじゃおいらを殺せない……ひひひひ」

　室内に並ならぶ多数の石せつ棺かん。その石棺の蓋ふたが全て開いていた。そして、その内の一つ。そこから仮か面めんの男がひょこっと首を出すのが見えた。

「……我われ等らビフレスト、皇こう帝てい陛へい下かを守る務つとめを果たす……行け、イォーリア、ネラス」

「……御ぎよ意い……」

「……あんたはいつもそれだ……私たちを先に行かせて……」

　別の石棺からソロウと同じくらいの大男が立ち上がり、その脇わきの石棺からも藍あい色いろと赤あか色いろの制せい服ふくを着た男が立ち上がってくる。

　ビフレストたちだ。いや、石棺から立ち上がってくるのはビフレストたちだけではない。

「……俺は……どうして逆さからったりしたんだ……」

　フュアリーによってボロ雑ぞう巾きんのように萎しおれ殺されたはずの反はん逆ぎやく者しやメルトが、たくましい体を誇こ示じして立ち上がった。そして、続けて呟つぶやく。

「……皇帝はこんなに素す晴ばらしい恩おん恵けいを与あたえてくれるのに……」

　他にも『神紋演武ルーンレゾナンス』で倒たおれたグリームニルたちが立ち上がってくる。

　死者が蘇よみがえっていた。これまでに倒れたグリームニルたちがこの場所に勢せいぞろいしている。

「……スー……君の名めい誉よを守るのは僕だ……」

　黄色い制服を着た男が石棺の一つから這はい出してくるのが見える。スーが後ずさりしながら、

「アーネスト!?　あなた、どうして……？　下で戦っているはずじゃ……？」

　そう問いかけるのが聞こえた。

　俺はまだ俺を摑つかんでいるソロウを見つめる。そして、言った。

「……お前も……なのか？」

「……ああ、力が湧わいてくるぜ」

　ソロウは僅わずかに頷うなずいた。

「……俺は皇帝のエインヘリアル……永えい遠えんに戦い続ける……ロスト、お前もエインヘリアルに一いつ緒しよに……」

　俺の心が締しめ付けられた。あのソロウが……こんな木で偶くの棒ぼうのような奴やつになってしまうなんて……。

　エインヘリアル──ガンツが言っていた言葉。伝でん承しようでは来きたるべき巨きよ人じんたちとの最終戦争『ラグナロク』に備そなえ、ヴァルキリーたちが集めるという戦士たちのことだが……。エインヘリアルとは戦いの中で命を落とした戦士だけがその栄えい誉よにあずかれるという。

　そうか、生者ではエインヘリアルにはなれない。神のために命を捧ささげた強き魂たましいを持つ死者だけがなることができる。

　そして、神の忠ちゆう実じつな僕しもべとして、その神の命で永えい遠えんに戦い続けるのだ。神の命令には絶ぜつ対たい服ふく従じゆうの奴ど隷れいになるとしても、その恩おん恵けいを得た力は計り知れない。

「こ、これは一体どういうことなんだ？　何な故ぜ、死んだはずの皆みなが今ここに？」

　ミリアが周囲に目を配りながら言った。

「……ひひひ……皇こう帝ていのお力だよ、決まってるだろ？」

　黒こつ穴けつのガンツがひょこひょこと歩き出す。

「……ひひ……皇帝の持つ神紋ルーンは〝君くん臨りんの神紋ルーン〟。皇帝は大神オーディンの御お力ちからを与あたえられた選ばれたグリームニルでもあらせられる……ひひひ……」

　ガンツは蘇よみがえっても不ふ快かいな男のままだった。嬲なぶるように、俺おれたちを揺ゆさぶろうとする。

「……ひひ、君臨の神紋ルーンは戦いで死んだ者を自分の手兵として蘇らせ、支し配はいすることができる神紋ルーン。……ひひひひ……わかるかい？　これまでに倒たおされた全てのグリームニルが皇帝の手兵、すなわちエインヘリアルになっているんだよ……ひひ……あんたらが殺したグリームニルも残らずね……つまり、あんたらは皇帝のエインヘリアルを増ふやすためにせっせと頑がん張ばってくれてたってわけだ、ひひひっ！」

　皇帝……トーメントが『神紋演武ルーンレゾナンス』を開かい催さいした理由はこれだったのか……。

　グリームニルたちを自分のエインヘリアルとして収しゆう集しゆうするために、グリームニルたちに殺し合いをさせる必要があったのだ。

「世界を絶ぜつ望ぼうや憎にくしみで満たしたのも、全てこのため……グリームニルを作り出して、自分のエインヘリアルを増やすため……か」

　俺は暗然と呟つぶやいた。

「全て、このために……こんなことのために……！」

　俺は体を捻ひねった。そうして、俺を摑つかんでいたソロウの手から抜ぬけ出す。トンッと着地し飛びずさって距きよ離りをとった。

　ソロウはすかさずミョルニルを顕けん現げんさせている。

　やる気だ。

「……退どけ、ソロウ。邪じや魔まするなら……俺はお前を殺す」

「……いいぜ。俺も殺すつもりだ……なあ、ロスト。お前の本気の筋きん力りよくいくらだ？　25くらいはあるよな？　良い線いってるが……俺よりは圧あつ倒とう的てきに低い」

　俺は豪ごう雷らいの神紋ルーンを描えがいた。俺の手元にミョルニルが顕現する。ソロウが手にしているのと寸すん分ぶん違たがわぬもの。

　先に手を出してきたのはソロウだった。鉄てつ塊かいを振ふり回しつつ、肉にく薄はくしてくる。まさに暴ぼう風ふう。巻まき込こまれた石せつ棺かんが粉々になった。その破は片へんが俺おれめがけて飛んでくる。目くらましだ。

　俺おれはミョルニルを掲かかげて、破片を防ふせいだ。

　そこへ一いち撃げき。重い衝しよう撃げき。俺は踏ふん張ばった。そのせいで、ごん、と床ゆかが割われる。みしり、と俺の脚あしの骨ほねが鳴った。やはり、こいつと本気でやり合うのは骨が折れる。文字通り。

「おおおおお！」

　ソロウは止まらない。鉄塊をぶん回し、二度、三度と俺のミョルニルに当ててくる。俺の手からミョルニルを弾はじき飛ばすつもりか。

「俺の力……そういえばお前が使っているところは初めて見るな。だが、同じ神紋ルーンを使っていても、初めて使うお前と比くらべれば、筋きん力りよくのある俺の方が有利みたいだな……！」

　歯を剝むき出して吠ほえるソロウ。

「しかも、今の俺は皇こう帝ていのエインヘリアルとなって更さらに筋力を増ましている！　筋力５００オーバーだ！　圧あつ倒とう的てきな力だ！」

　そうしてソロウは自分のミョルニルを振ふり上げた。

「その貧ひん弱じやくなお前のミョルニルごと、俺のミョルニルでぐっちゃぐちゃにしてやるよ！　そしてお前もエインヘリアルになるんだ」

　これをもう一度受け切る？　無理だ。

　死を前にして寒さを感じた気がしたが、それは現げん実じつ世せ界かいの寒さだった。

「……な……に？」

　ソロウの呟つぶやき。俺は見み逃のがさなかった。奴やつの動うごきが僅わずかに鈍にぶい。その体のあちこちに霜しもが張はり付いている。

「……ロスト！」

　俺の視し界かい内ないに白い妖よう精せいが舞まい降おりていた。フュアリーだ。フュアリーが部屋の中に飛び込こんできていた。生きていたのだ。そして、氷ひよう霜そうの神紋ルーンを使って、ソロウの動きを鈍らせている。

　その一いつ瞬しゆんの遅おくれのお陰かげだった。俺が自分のミョルニルでソロウのミョルニルを辛かろうじて受けて力を流すことができたのは。

　ガン！　と硬かたい物同士がぶつかる轟ごう音おんと共に物もの凄すごい衝しよう撃げきが走る。そして、俺のミョルニルは横へ吹ふっ飛んで行ってしまう。

「……やはり力じゃお前に敵かなわないな。自分の正せい義ぎを力で示しめす、お前は確たしかに血誓兄弟フオースブレーズだよ」

「……嬉うれしいぜ！　そうだ、俺は、俺のこの力は血誓兄弟フオースブレーズのため……筋力こそ正せい義ぎなんだ！」

　この時、ソロウは正気のように見えた。闘とう争そう心しんを露あらわにしたいつものソロウに。だが、闘争心故ゆえにソロウなのだ。戦いを止める術すべを知らぬ。俺を肉につ塊かいに変えようと、鉄塊を振りかぶる。

　猛もう獣じゆうに笑顔があるなら、俺の目の前にあるのがそれだった。ソロウのミョルニルが俺を肉塊に変えようと再ふたたび振ふりかぶられる。

「……いい加か減げんに……！」

　フュアリーの叫さけび声。そして、

「ソロウ、死んだくらいで魂たましいを売り渡わたすなんて、恥はずかしいと思わないの!?」

「なにっ!?」

　フュアリーは俺おれの前に立ちはだかり、両手を広げた。俺を庇かばうように。まさか、こんな風に盾たてになるとは。ソロウの表ひよう情じようが一いつ瞬しゆん凍こおり、ミョルニルの軌き道どうが狂くるう。

　ドッ！　とミョルニルが床ゆかを歪ゆがませ、揺ゆらした。フュアリーは避けるがミョルニルの迫はく撃げきによる衝しよう撃げき波はを受けて吹ふき飛ぶ。

　そこへ柱が崩ほう落らくしてきた。俺はそれを避よけ切る。雪崩なだれ落おちてくる破は片へん一つ一つをなんとか見極めてかわしたが、ソロウはそうではなかった。

「……っ！」

　言葉もなく、破片の中に埋うもれ、倒たおれかかってきた巨きよ大だいな柱の下した敷じきになる。

　俺のミョルニルが巨大な柱の一本を叩たたき折っていた。ソロウに弾はじき飛ばさせ、そのまま柱に激げき突とつさせておいたのだ。ソロウは本当にうまく弾いてくれた。

　ミョルニルはたとえその手を離はなれても、持ち主の元へ自動で戻もどるという。俺は自分のミョルニルを手元に引き寄よせながら、言った。

「ソロウ……お前にエインヘリアルなんて操あやつり人形は似に合あわん」

　そして、ミョルニルの圧あつに吹き飛ばされていたフュアリーの傍そばに跪ひざまずいた。そして、毒づく。

「なんで飛び込こんできたんだ」

「……そうしなければ、あなたは、死んでいた」

　フュアリーは短い息を吐はきつつ言った。

「……あなたから魂たましいを返してもらう前に、死なれては困こま……る」

　フュアリーの言葉が途と切ぎれる。咳せき込んで血を吐いた。

　俺は、フュアリーのぐしゃぐしゃになった背せ骨ぼねを見ていた。僅わずかに掠かすっただけ。それだけのはずだった。なのに、もうこれは……助からない。

　フュアリーが絶たえ絶だえに囁ささやく。

「……私が……殺すべき者の名を言って……」

　俺は、察した。

「……わかっているはず……私は冥めい府ふの女おんな主あるじに魂を返さなければ……そのためにこれまで……お願い……名を……」

「わかった……お前が殺すべき者の名は……フュアリー。お前自身だ。安らかに眠ねむれ」

　フュアリーは微笑ほほえむ。

「……これで……やっと……」

　震ふるえる手を自らの胸むねに置く。氷ひよう霜そうの神紋ルーンがフュアリーの心しん臓ぞう部分を中心に極ごつ寒かんの世界ニヴルヘイムを顕けん現げんさせた。あっというまにフュアリーの鼓こ動どうは凍こおりつく。口元の血もパリパリに凍り、黒ずむ。

　フュアリーがあのまま命を失っていたら、戦いで死んだことになる。それではトーメントにエインヘリアルとして蘇よみがえらせられ、俺おれの敵てきとなっていたことだろう。だが、自分で自分を殺したのならエインヘリアルになる資し格かくは無い。だから、これは実に気け高だかい選せん択たくだったのだ。フュアリーの望みも叶かなった。あれ以上苦しまずに死なすこともできた。

　だが二度と目を開くことはない……。

　俺はフュアリーの死体に囁ささやく。

「よくやった。実にいい覚かく悟ごだったぞ。それでこそ血誓兄弟フオースブレーズだ」

「なにを……」

　絞しぼり出すような声。ミリアだった。

「仲間が死んだんだろう!?　何な故ぜ笑う!?」

「……お前は笑わないのか？　仲間が高こう潔けつな死を迎むかえる時、笑って送る覚悟もないのか？」

「ひひひ！」

　迂う闊かつだった。それまでエインヘリアルたちが様子を窺うかがうかのごとく控ひかえていたことに、気が回っていなかった訳わけではない。いつ背はい後ごから襲おそってくるかと気は配っていたつもりだ。だが、黒こつ穴けつのガンツ。こいつが床ゆかの下からフェンリルの顎あぎ門とを実体化させて、俺を丸まる吞のみしてこようとするのを今の今まで気け取どることができなかった。

　俺は咄とつ嗟さに神しん言ごんを唱となえる。

「没ぼつさせよ、海王の神紋ルーン。海うな原ばらの領りよう主しゆエーギルが客人はその御ご前ぜんに閼あ伽か水みずを捧ささげん」

　俺の体は霧きりと化した、ミリアと同じ、海王の神紋ルーンだ。その瞬しゆん間かん、今まで顕けん現げんしていたミョルニルは消えてしまうが、構かまわない。

　フェンリルの顎門が俺を嚙かみみ砕くだかんとしたその一瞬で、俺は霧散した。霧状に水化して逃のがれる。

　そして、再さい構こう成せい。

　何事もなかったかのように立つ。が、

「……ちっ」

　膝ひざをついてしまう。

　フェンリルの顎門は霧と化した俺の体の一部を吞み込こんでしまっていた。

　再実体化した俺の体に欠けつ損そんは無い。が、フュアリーの身体からだが削られていた……。

「ひひひ！　霧になろうとも、完全にはおいらのフェンリルの顎門からは逃れられないみたいだねえ？」

　ガンツは殺しておいたのに、エインヘリアルとして蘇よみがえってくるとは……くそ、くそ。

「ひひ……さあ、かかってきなよ？　戦って戦って、そして死んで、エインヘリアルになろうか？」

　その時、

「……そうか……わかった……わかったぞ！」

　ミリアが声を上げた。

「わたしたちが取るべき行動が。この状じよう況きようをひっくり返す手がある！」

「ひひ？　まさかおいらたちに勝つつもりかい？」

　ガンツが首を傾かしげてみせた。

　なにか妙みよう手しゆがあるなら……俺おれは訊たずねる。

「なにがある。言ってみろ」

　ミリアは、ああ、と大きく頷うなずく。それから俺の顔を覗のぞきこむようにして、

「戦うな！」

　俺は思わず変な声で、

「……は？　何を言っているんだ、お前は」

「海王の神紋ルーンをひっこめろ！　戦う意思を示しめすな！　そうすればこいつらは何もできない！」

　戦いの最中に無む抵てい抗こうになれというのか。一方的に嬲なぶり殺ごろしになるだけではないか。

　俺は舌した打うち交じりに言う。

「気でも狂くるったのか、お前は」

「戦ったら皇こう帝ていの思う壺つぼだ。忘わすれたのか？　奴やつ等らがどれだけスーを戦わせようと焚たきつけていたかを」

　そのスーは今、ミリアの後ろでおどおどしている。

　ミリアが言う、

「皇帝の目的はグリームニルを自分のエインヘリアルにすることだ。そしてエインヘリアルとなる条じよう件けんは一つ、戦って死んだ勇ゆう敢かんな魂たましいを持つ者だけをエインヘリアルにできる。もし、わたしたちが戦うことなく死んだならば、皇帝はわたしたちをエインヘリアルにできない。戦う気さえ起こさなければ、皇帝はわたしたちを殺せない」

　俺は海王の神紋ルーンを打ち消さない。

「バカなことを言うな」

「思い出せ、ガンツがスーを戦わせようとしていたことを。あれはスーを皇帝のエインヘリアルにするためだったんだ」

　だからといって、戦意を無くせるものか。親父、お袋ふくろ、フーリン、ソロウ、フュアリー……このトーメントへの殺意を捨すてろというのか？

「ひひ……ミリアちゃんはこう言ってますよ？　皇帝様？」

　ガンツが伺うかがう。それを受けて、トーメントが唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「ガンツ、控ひかえていなさい。さてミリア。戦わないとは降こう伏ふくするという意味ですか？」

「違ちがう。わたしは貴き様さまにもう従したがわない。貴様の思い通りにもならない。神紋ルーンの力も使わぬ。戦意を捨すてる。これで貴様はわたしをエインヘリアルにすることはできまい」

　そう聞いたトーメントは狩しゆ猟りようの神紋ルーンを発動させた。その手の中に光り輝かがやく弓矢が現あらわれる。そして、構かまえた。

「……それで私が撃うつのを躊躇ためらうとでも？」

「いいや。撃てばいい。だが、それでわたしは貴様から自由になれる」

　死んで自由を選ぶか。だが、それはやっぱり俺おれには性しように合わない。

「おい、お前は引っ込こんで……」

「そうですか。神紋ルーンの力も使わず、戦うことを完全に放ほう棄きする、と。では、こうしたらどうするのでしょうね？」

　トーメントは素す早ばやく光の弓を構え直した。

　スーに向けて。

「その決けつ断だんは愚おろかです。戦う気がないのならば、誰だれかを守ることもできはしない」

「あぁ……」

　狙ねらわれて、スーは立ち竦すくむ。恐きよう怖ふのあまりか、硬こう直ちよくしていた。これではいい的まとだ。今にも、光の矢が放たれる。その間ま際ぎわに、

「……っ！」

　ミリアが身を投げ出した。スーを抱だきかかえ、そのまま押おし倒たおす。

　トーメントは笑い声をあげた。

「……いいでしょう。二人ごと貫つらぬいてあげます。どうせエインヘリアルにならないのなら生かしておく価か値ちもない。戦いたくないというのなら、そのまま死ぬのを許ゆるしましょう」

　一ひと筋すじの光ひかりが放たれた。

　間に合え！　俺は二人に向かって、無理やり突つっ込こむ。矢が進む先を見み越こして、体をねじ込む。過あやまたず、光の矢ハウンドは俺の心しん臓ぞうに的中。

　その瞬しゆん間かん、俺は瞬時に自らを霧きりと化す。海王の神紋ルーンなら容た易やすい。俺は霧む散さんし、再さい構こう成せい。

　光を吸きゆう収しゆうし、何事もなかったかのように、トーメントの前に立つ。

「どうした？　ご自じ慢まんの矢も効きかないようだな」

「ミリアと同じ、海王の神紋ルーンですか」

「霧状の水の中では光は乱らん反はん射しやし、拡かく散さん霧む消しようする。お前のハウンドが通用しないところは何度も見せてもらったからな」

　トーメントは湿しめった笑いを浮うかべる。

「結けつ構こう。大変結構です、ロスト。あなたは戦う意思を捨てていない。あなたにはエインヘリアルになる資し格かくがある。あとは私に殺されるだけだ」

「いや、死ぬのはお前だ」

　俺おれは無む造ぞう作さに前に出る。その手には刺突剣レイピア。ミリアたちを庇かばった際さい、ついでに掠かすめ取っていた物だ。ミリアが使わないのなら俺が有ゆう効こう利り用ようさせてもらおう。

　俺は刺突剣レイピアを構かまえ、

「トーメント、お前もこれで……！」

　渾こん身しんを込こめる。

　再ふたたびトーメントから放たれる光の矢。無む駄だだ。俺は水化してハウンドをやり過すごす。再さい構こう成せい。

「終わりだ！」

　刺突剣レイピアを突つき出す。飛びずさるトーメント。初しよ撃げきはかわされた。だが、

「おおおおお！」

　閃せん光こうの如ごとく。追い縋すがり、追い詰つめ、突き付ける。

　どうだ。ミリアが見せた剣けん技ぎに倣ならった、刺突剣レイピアを使った突とつ進しん。トーメントから余よ裕ゆうの表ひよう情じようを消してやる。

　刺突剣レイピアの連撃に、トーメントの髪かみが一ひと房ふさ弾はじけ飛んだ。その顔が引き締しまったものになる。

「……素す晴ばらしいですよ、ロスト」

　かわし続けるトーメント。だが、もう奴やつも限げん界かいだ。俺にはわかる。

「ご褒ほう美びに、私も一つ種を明かしましょう」

　構かまえる光の弓。即そく座ざの発はつ射しや。

「何度撃とうと！」

　俺は瞬時に水と化す。ハウンドは俺の体を空しく貫つらぬき消しよう滅めつする。これでまた俺は自分の体を再構成して……。

　光の矢が再び俺を貫いた。

「……な!?」

　二の矢、三の矢、どころではない。雨あられのように光の矢がトーメントの手元から放たれている。その全てが俺めがけて、正せい確かくに飛来した。

　光の矢が俺に届とどくと同時にすぐに水化して再構成。が、

「くっ間に合わな……！」

　俺が霧む化かする前に一本のハウンドが俺を貫く。

「……っ」

　手にしていた刺突剣レイピアが、からんと床に転がる。

　そうして光の矢の雨が終わった時、俺の体に突き立つ矢の数は一本どころではなかった。無数の光の矢が俺に突つき刺ささっていた。

　トーメントは髪を揺ゆらして、息を吐つく。

「……私の狩しゆ猟りようの神紋ルーンですが」

　微笑ほほえんだ湿しめった笑み。

「一度に一本しか撃うてないように見せかけていましたが、本当はこのように連続で撃てるのです。弱い光は拡かく散さんしても強い光は逆に霧きりなど消し去る。光の雨は防ふせぎきれませんでしたね？」

　俺おれは膝ひざをついた。頭が揺ゆれる。視し界かいが暗くなった。

「あなたが自分の神紋ルーンの正体を他人に誤ご認にんさせていたように、私もそうしていたというわけです。……まだ聞こえていますか？　大だい丈じよう夫ぶ、すぐにあなたもエインヘリアルにしてあげますから痛いたいのは少しだけです」

「……誰だれが、お前の思い通りになんかなるかよ」

　俺は頭をもたげて、睨にらみつけた。

　まだだ。まだいける。この傷きずなら、死ぬにはまだ時間がある。諦あきらめるものか。

　トーメントは僅わずかに眉み間けんに皺しわを寄よせ、

「ロスト、あなたはわかっていない。エインヘリアルになるということは素す晴ばらしい、名めい誉よあることなのですよ。大たい神しんオーディンのお役に立てるのです」

「クソが」

「なんですって？」

「大神オーディンなどクソくらえと言った。お前はオーディンの力を手に入れたようだが、大神オーディンこそがお前を使っている。そして、俺たち人間を弄もてあそんでいる元げん凶きようだ」

「オーディンの御み心こころも知らず、なんという無知か……いいでしょう」

　と、トーメントの手から光の弓が消える。代わって、光の粒つぶがトーメントの手に集まっていくのが見えた。それは次し第だいに棒ぼう状じように、そして長く太くなっていき一いち条じようの槍やりを構こう成せいした。

「これこそは神しん槍そうグングニル。大神オーディンの力が顕けん現げんしたものです。おわかりですか？」

　その具現化した槍がどれほどの破は壊かい力りよくを秘ひめているか、俺の肌はだが粟あわ立だつほどに感じ取れた。先さき程ほどの光の矢など豆まめ鉄でつ砲ぽうのようなものだ。圧あつ倒とう的てきな力がそこに込こめられていた。

「この大神オーディンのお力であなたを殺してあげます、ロスト。特別ですよ。あなたもオーディンの偉い大だいさを知ると良い」

　俺はトーメントの表ひよう情じようを見て、言わざるを得ない。

「なんなんだ……？　お前、どうしてそんなオーディンに入れ込んでいる？」

　トーメントは一いつ瞬しゆん、口を閉とざした。それから、薄うすく笑って、

「……私が皇こう帝ていの異い母ぼ弟ていだったという話は覚えていますか？」

「あの出で鱈たら目めか」

「実のところ、全てがウソという訳わけではありません。私には本当に皇帝だった兄がいました。無む能のうで無知で怠たい惰だな兄がね。私はそのどうしようもない兄を殺して、皇帝になりかわったのですよ」

　兄殺しか。
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「……つくづくお前は人殺しなんだな。何な故ぜ殺す必要があった？　そんなに皇こう帝ていになりたかったのか？」

「……あの男では大たい神しんオーディンに仕つかえることなどできなかった。だから、殺して私が代わりにならなければいけなかったのです」

　トーメントは兄殺しを誇ほこらしげに語る。

「皆みながお伽とぎ噺ばなしだと思っていることは本当にあるのですよ。ラグナロクは今そこにある危き機きなのです。なのに、兄は神の御み心こころが理り解かいできなかった。私は違う。オーディンに選ばれた私は、自分の手を汚よごすことなど厭いとわない。あの男は綺き麗れい事ごとを並ならべて、オーディンの命に従したがわなかった」

「オーディンの命？」

　トーメントの眼まな差ざしが俺を射いる。

「この世の真実を話しましょう、ロスト。それを聞けば、あなたも自分がエインヘリアルとなることがいかに恵めぐまれているか理り解かいできる」

「お前の言いなりの木で偶く人にん形ぎようになることが恵まれているだと？　お前のための兵隊になんか、俺おれは絶ぜつ対たいになるものか！」

　すると、トーメントは首を横に振ふった。

「やはり、誤ご解かいしている。私は自らのためにエインヘリアルを欲ほつしたのではありませんよ。神紋演武ルーンレゾナンスを開いたのは、この世界のためです」

「言うに事欠いて、世界のためだと？」

　俺おれは失笑した。だが、トーメントは大真面目な顔だ。

「何な故ぜ、この世界に神紋ルーンなどという物があると思います？　神は何のために神紋ルーンを我われ等ら人間に授さずけてくださったか……考えたことがありますか？」

「なんの話だ」

「世界の真実の話だと言いましたよ、ロスト。大いなる神々は存そん在ざいします。その神々が私たち人間に神紋ルーンを授け、より強い人間グリームニルを作り出した。何な故ぜだと思いますか？」

　その問いにミリアが答える。

「……神は人間を慈いつくしみ、加か護ごの力として神紋ルーンを与えてくれるはずだ」

「神が本当に人を慈しんでいるのなら、この世から不幸など消してくれるはずです。でも、そうではない。むしろ、人々の不幸をこそ神々は好む」

　トーメントは俺の顔を覗のぞきこむ。

「端たん的てきにいえば、我われ々われは家か畜ちくなのですよ。神々は、人間の中に不幸を振ふりまいてグリームニルを育て、そのグリームニルを殺して収しゆう穫かくし、自らのエインヘリアルとする。神々の軍ぐん勢ぜいを構こう成せいするための兵士の供きよう給きゆう源げんとして、この世界はあるのです」

　トーメントの表ひよう情じようは淡たん々たんとしたものだ。

「私は大神オーディンの代理人なのです。ウルという狩しゆ猟りようの神紋ルーンだけでなく、オーディンから君くん臨りんの神紋ルーンを授けられた特別な存そん在ざい。この世界からオーディンに捧ささげるエインヘリアルを選ぶ役やく割わりを担になっています。オーディンの御お眼鏡めがねに適かなう有望なグリームニルを戦いの中で死し亡ぼうさせて、その魂たましいを刈かり取ってきました。これは、大神オーディンが定めたことなのですよ、ロスト。人々に不幸をもたらし、グリームニルを生み出すのは」

「つまりお前は家畜の王というわけか。オーディンの代わりに家畜の選別を行う、屠と殺さつ場じようの管理人か」

「そうしなければならないのです、ロスト。そういう役割を担う者が必要なのだから。グリームニルの生まれぬ平和な世界など、オーディンは必要としない。エインヘリアルを安定して供給できる不幸と恐きよう怖ふで満ちた世界。それがオーディンの望む世界なのです。この世から不幸が無くなったなら、オーディンはこの世界を不要な物として見放されるでしょう。これでおわかりでしょう？　私はこの世界を守るために世界に不幸を撒まき散らし、死と暴ぼう力りよくをもたらしていたのです」

　何を言っていやがる……。トーメントの言い分は余よ計けいに俺の怒いかりを誘さそった。自分のやっていることを正当化する厚あつかましさ、そしてその人の上に立った態たい度ど。

「何な故ぜオーディンに従したがって、俺たちが苦しまなきゃならないんだ？　ふざけるな。オーディンから見放されたからといって何がある？」

「愚おろかな……。オーディンが何のためにエインヘリアルを求めるのか、その理由を想そう像ぞうすることもできませんか？」

　トーメントは嘲あざ笑わらう。その手にしていた槍やりが宙ちゆうに浮ういた。光が集まり巨きよ大だい化かしていく。

「オーディンはこの世界を守っているのです。自分のエインヘリアルたちを率ひきいて、世界を滅ほろぼす巨きよ人じんたちと戦っている」

　巨人たち？　そいつらと戦うためにオーディンはエインヘリアルを欲ほつしている？

「神々の殺し合い、ラグナロクは昔のお伽とぎ噺ばなしではないのです」

　本当に？　そんな話があるのだろうか。そんな俺おれの疑ぎ問もんもよそに、トーメントは語る。

「いいですか？　この世界の人々が今こうして生きていられるのは大たい神しんオーディンのおかげなのです。オーディンと彼のエインヘリアルたちが戦い、血を流して、今の世界が保たもたれている。然しかるに、無む知ち蒙もう昧まいな人々はのうのうと生きるのみ。ならば、そのちっぽけな魂たましいをエインヘリアルとしてオーディンに捧ささげることくらい相そう応おうの対たい価かというもの。いいえ、選ばれた者は名めい誉よだと思わなければいけない！」

「……それでお前は嬉き々きとして人を殺すのか。不幸を撒まき散らして喜ぶのか」

「オーディンのお役に立つためです。あなた方も喜ぶべきだ。ただ愚ぐ昧まいに生きるだけの人生に、オーディンの尖せん兵ぺいとして生きるという意味が与あたえられるのだから。これがどんなに素す晴ばらしいことかわかりますか？　意味のある人生！　どれだけの人がそれを手に入れられることか。あなた方は皆みな、そのために生かされているのだと自覚しなさい」

　俺は思い出していた。真っ二つにされた両親、ゴミのように死んでいった妹、累るい々るいと転がる里の皆……。

　俺は、俺たちはこんな奴やつの掌てのひらの上で踊おどらされていたというのか。

　憎にくしみを作り出すためだけに、こいつの言う意味ある人生のためだけに、皆は殺されたというのか。世界を救うために、作られた憎しみ……。

　いや、この憎しみはこいつに作られたものだとしても、俺の気持ちは本物だ。この憎しみは俺自身が晴らす。

「……おや？　どうしました？」

　立ち上がった俺を見て、トーメントは問いかけてくる。

「やめろ！　お前がエインヘリアルになったら……それじゃ……それじゃ皇こう帝ていの思う壺つぼじゃないか……！」

　ミリアが脇わきから口を出してくるが、そんなことはもうどうでもいい。

「俺は最後まで戦う。そしてこいつを殺す」

「素晴らしい。その戦いの中で死ぬ覚かく悟ご。あなたは私と同じくオーディンの覚え高きエインヘリアルとなる素そ質しつがある。これまで大切に育ててきた甲か斐いがありました……長かった。私の手で葬ほうむるのが愛であり、義ぎ務むというもの。誇ほこらしいですよ、ロスト。立りつ派ぱなエインヘリアルにおなりなさい」

　その言葉に反はん応のうしてトーメントの頭上に浮うかぶ光る槍やりは巨きよ大だいさをさらに増ましていく。

「これで終わりです」

　槍が振ふりかぶられ、投げ放たれた。

　俺おれは見た。トーメントの実に嬉うれしそうな笑顔を。

　それもすぐに見えなくなる。視し界かいが白熱する。神しん槍そうグングニルから放たれる光が俺の目を焼き、体を焼く。

　……これで……本当に終わりなのか。俺は何も果たせぬまま、トーメントの思おも惑わく通どおりに生かされ、殺されるのか。

　空間そのものが帯電したようにビリビリと震ふるえる。

　……嫌いやだ。こんなことで終わってたまるか……。

　俺は何をしてでも復ふく讐しゆうを！　この救いのない世界全てをぶっ壊こわす……！　たとえ光の槍グングニルでも、あれさえあれば……！







『再ふたたび問う。世界に、全てに復讐を望む覚かく悟ごはあるか？』

　俺の頭の中で声が響ひびいた。

『全てを失ってでも報ほう復ふくを望むか？』

　なんだ？　この声には覚えがある……。だが、何者だ。

『我われは汝なんじの内にあって汝の全てを見つめる者』

　俺に応こたえるかのように声が響く。

『汝は拒こばむも可かなり。受け入れるも可なり。故ゆえに問わん。覚悟はあるか？』

　復讐する覚悟、ということか。なら、とっくの昔にできている。どんな艱かん難なん辛しん苦くに遭あおうとも決して諦あきらめずに復讐を果たす覚悟。

『……然しかり。選せん択たくは為なされた。報復のためならあらゆる物を、自分のみならず他人をも犠ぎ牲せいにすることを厭いとわぬと』

　その声にはどこか意地悪い笑いが含ふくまれているように感じた。

『慮りよ外がいなり。我われは汝なんじを邪じや険けんにした覚えなし。全ては汝の望む通りに進んでいる』

　俺はふと思い出す。

　お兄ちゃんはこれから大きな闇やみを抱かかえ込む……。

　フーリンのあの言葉。あれは俺の憎にくしみの心のことなどではなく、こいつのことだったのではないか？

　こいつは俺に何をさせるつもりなんだ？

『我が望むのではない。汝が望んだことだ』

『我が加か護ごを誉ほまれとせよ。汝が望む物を与あたえん』

『汝なんじに祝福あれ』

『自らの幸運を喜ぶべし』







　俺おれはグングニルの光の中に吞のまれて一いつ瞬しゆんにして黒い影かげになり、それも白はく濁だくの中に消えた。







　俺は瞼まぶたを開け、見る。

　トーメントの呆あつ気けに取られた顔を。

「ロスト、どうして……どうしてまだ生きているのです？　それにその黒くろ髪かみは一体？」

　生きている？　黒髪？　俺は自身の体を見る。グングニルはおろか他の傷きずもなくなっていた。

「その剣つるぎは……？」

　トーメントの言葉で、俺は自分の手に握にぎられている剣を見る。俺には見覚えがある。以前に、俺が顕けん現げんしたことがある神具。

「何な故ぜ、レーヴァテインが……？」

　俺は呟つぶやいていた。

　勝利の魔ま剣けんレーヴァテイン。この剣を持つ者には必ず勝利がもたらされるという豊ほう穣じようの神フレイの神具。俺は以前、この剣を顕現させたことがあるのでわかる。真っ赤な刀身の全面に神紋ルーンが刻きざまれている剣だ。

　何な故ぜ、これが今俺の手に握られているのか。

　スーを抱だきかかえたミリアが言った。

「……そうか！　豊ほう穣じようの神紋ルーンを使ったんだな」

「勝利の剣レーヴァテインは想おもいを力にすると聞く。それで防ふせいだわけか。……けれど、想いなら私の方が上。オーディンに全てを捧ささげ、その御み心こころに従したがう私の方が上のはず！　オーディンの槍であるこのグングニルを防ぎきれるはずがない……何故だ！」

　あり得ないのだ。確たしかに、世界を壊こわすほどの力が俺にあれば、と願い力を、勝利を求めた。だが、俺はこの神紋ルーンを一度使っている。もう二度と豊饒の神紋ルーンは使えないはず……なのに……。

「……なにをした？　ロスト！」

　目を見開き、俺に問いかけるトーメント。

「以前、あなたは豊穣の神紋ルーンを使ったことがあった。私は傍そばにいたから知っている。だから、もう二度と豊穣の神紋ルーンは使えない。なのに、何な故ぜだ────？」

　トーメントの言葉を聞き洩もらさなかったミリアが、首を傾かしげる。

「もう使えないだと？　アーネストの神紋ルーンを真ま似ねしたんじゃないのか？」

　俺はゆっくりと首を振ふる。

「違ちがう。そもそも、俺おれの神紋ルーンは他人の神紋ルーンを真ま似ねる能のう力りよくじゃない」

　俺は自分の力の謎なぞを明かす。

「俺に加か護ごを与あたえたのは始まりの巨きよ人じんユミルのはずだ」

「ユミル……？」

「ああ。その肉体でもってこの世界の元となった最初の巨人だ。そのユミルの司つかさどる神紋ルーン、原初の神紋ルーンは全ての神紋ルーンを扱あつかう力をもたらす。この世の中にあるものは全てユミルの体からできているのだから、ユミルの加護を受けた者が全ての神紋ルーンを使えるのは当然のことだ」

　俺の神紋ルーンが他人の神紋ルーンを真似しているように見えたというなら、それは誤ご解かいだ。

「俺はただ、始まりの巨人ユミルから教えられた神紋ルーンの中から、カウンターで敵てきと同じ神紋ルーンを使うように見せていただけだ」

　俺が真似していると誤解するようにしていた。俺の神紋ルーンの弱点を見せないために。正体が知られてしまえば不利になる。

　ミリアの目が輝かがやいた。

「全ての神紋ルーン!?　なら……」

　俺はそれを遮さえぎる。

「だが、ユミルの加護を受けた者は全ての神紋ルーンを一度だけ使えるに過すぎない」

　原初の神紋ルーンは万能ではない。無む敵てきでもない。このような制せい約やくがある。

　一度使ってしまった神紋ルーンでもう一度戦いを挑いどまれたら厄やつ介かいなことになっていただろう。俺が自分の神紋ルーンの正体を言わなかったのはそのためだ。もっとも、俺の戦いぶりを見ていた者なら俺の神紋ルーンの正体に見当がついていたかもしれないが……。

　トーメントは知っていた。創そう設せつ時じからの血誓兄弟フオースブレーズの仲間として、それは当然のことに思えた。

　俺はミリアに告げる。

「一度使ったら、もうその神紋ルーンは使えなくなる。だから……〝原初〟のはず」

「し、しかし、実じつ際さいに貴き様さまはレーヴァテインを手にしているじゃないか。それはどういうことなんだ？」

　そうだ。俺の原初の神紋ルーンでは、このレーヴァテインの顕けん現げんは説明できない。何かがおかしい。

　そこで気付く。俺の右手に、神紋ルーンが浮うかび上がっている。いつこれを発動させたのか？

「これは偽ぎ神しんの神紋ルーン……」

　俺の呟つぶやきに、トーメントがはっとしたようだ。

「なるほど……奸かん智ちと悪意の異い端たん神しんロキの司つかさどる偽神の神紋ルーンですか。勝利の剣つるぎレーヴァテインは豊ほう穣じよう神しんフレイの神具ですが、それを鍛きたえ上げたのはロキだと聞いています。偽神の神紋ルーンを使うことで、偽いつわりのレーヴァテインを作り出したというわけですか？」

　トーメントは訳わけ知しり顔に頷うなずいて、

「けれど、残念ですね、ロスト。所しよ詮せんは偽りを重ねるだけ。神紋ルーンで作り出した偽りのレーヴァテイン。私の極大の力を集めたグングニルを受けては無事では済すまないでしょう」

　トーメントの手に、再ふたたび光の粒りゆう子しが集まっていく。また、神の槍やりグングニルを作り出す気か。

　それと比くらべるように、俺おれは自分の手の中のレーヴァテインを見つめる。

　何な故ぜ、これが今俺の手の中にあるのか？

『……汝なんじが望む物を与あたえん』

　あの声が頭の中に蘇よみがえる。これがその力か。そして、これを顕けん現げんさせた偽神の神紋ルーン。それに気付いた時、俺の心にふと浮うかんだものがある。それは、俺自身が偽いつわりだ、という想い。それはあの、俺が抱かかえる闇やみからの囁ささやきだったのかもしれない。

「この力が偽り……確たしかにそうかもしれない。だが、この想いが偽りか偽りじゃないかは次の一いち撃げきで決まる……」

　たとえ偽りだったとしても、俺はレーヴァテインに全ての想いを込こめる。

　今まで死んでいった者たちの無念や苦しみ、憤ふん怒ぬ、憎ぞう悪お、とにかく強い想いの塊かたまり。そんなものが俺の中から噴ふき出し、レーヴァテインに注ぎ込まれていく。こいつに報むくいを受けさせねば。そんな強きよう烈れつな願い。この願いを果たせるなら、後は何がどうなっても構かまわない……。

　それに呼こ応おうしたのか。レーヴァテインの刀身が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれる。トーメントが目を見み張はった。

「ほう……偽りのレーヴァテインにしては凄すさまじい力を感じますよ、ロスト。けれど、大たい神しんオーディンに力を与えられた私には……」

　俺は炎の刀身を更さらに大きく燃もえ上がらせる。最も早はや、それは大たい剣けんというより劫ごう火かの化け身しん。凄すさまじい熱が周囲を焼き始めていた。熱せられた空気を吸すい込こむだけで、常じよう人じんなら肺が焼けただれ目が溶とけ落ちるだろう。

「バカな……」

　遂ついにトーメントも異い常じようさに気付いたようだ。

「……何故……偽りのレーヴァテインでこれだけの力が……！」

　レーヴァテインは俺の想いに呼こ応おうして、ごうごうと燃え盛さかる。俺も内心、舌したを巻まいていた。レーヴァテインにこんな力があったのか……。まるで負の感かん情じようを持てば持つほど力を増ますような……。だが、これは本当に豊ほう穣じようの神フレイの持つ勝利の剣つるぎレーヴァテインなのか？　こんな力は豊穣の神の領りよう域いきというより、もっと暗い得え体たいの知れない何かの力であるかのような……。

「それは偽りではない……のか!?　いや、だがしかし、いや……まさか……。……これだけの力を一いつ介かいのグリームニルが使えるわけがない。まるでこれではエインヘリアルの……」

　かっ、とトーメントの眼めが見開かれた。

「まさか……！　ロスト……！」

　その声は震ふるえている。

「……騙だましたのか……この私を…………。この何年もの間……この私を騙し続けてきたというのか─────っ！」
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　トーメントが怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「……俺おれが騙だましていた？　逆ぎやくだろうが」

「黙だまれ！　お前は私と出会ったあの時、既すでに死んでいたのか！」

　トーメントは顔を歪ゆがめて喚わめく。それは俺自身も知らない真実だった。

「戦いで倒たおれた者を蘇よみがえらせてエインヘリアルにする。それが私が大たい神しんオーディンから預あずけられた役やく割わりだった……。だが、お前は……！　お前は既すでにあの時、異い端たんの神ロキのエインヘリアルとして、その魂たましいを捧ささげていたんだな!?」

　指をさして弾だん劾がいしてくる。俺はそれを暗然と見つめた。

「既にエインヘリアルとなった者を新たにエインヘリアルとすることはできない……。せっかくお前をエインヘリアルにできると……私がどれほど期待してきたかわかるか……!?　これでは、私がここ何年もの間画かく策さくしてきたことは全くの無む駄だ……いや、それどころか大神オーディンの敵てきをむざむざ見み過すごし、助けてきたことになる……！　許ゆるさん……許さんぞ、ロスト！　私に何ということをさせたのだ、お前は！」

「貴き様さまがロキの……エインヘリアル？」

　ミリアが俺を見上げてくる。俺は独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「この力……そうか、そうだったのか。やっと理り解かいした。今やっと全てがわかった……」

　右手に浮うかぶ偽ぎ神しんの神紋ルーンに触ふれる。

「ノルンの里が襲おそわれた時、俺おれは一度死んでいた……」

　俺の頭の中に、稲いな妻ずまが走った。

　ああ、そうだ。俺は確たしかに死んだ。あの時。

　ノルンの里の祭さい壇だんの前で。

　思い出す。

　里の皆みなが全て殺された時、俺だけがむっくりと立ち上がった。あれは、俺が神に蘇よみがえらされたから……だったのか？　本当はあそこで俺も皆と同じように死んでいたはずだった……。

「俺にこの力を与あたえたロキは偽いつわりの神……奴やつは俺すらも欺あざむいていたんだ。俺自身の死を偽り、俺の力も始まりの巨きよ人じんユミルのものだと思い込こませていた……そしてロキの神紋ルーンを使ったときに思い出すように全ての真実を封ふうじ込めていたというのか……」

　本物と全く違たがわぬ、偽りの力で作られた原初の神紋ルーン。俺はそれを自分に与あたえられた神紋ルーンだと思っていた。だが、実じつ際さいはそうではなかった。本当に与えられていたのはロキからの贈おくり物、偽ぎ神しんの神紋ルーン。

　トーメントのグングニルに死を覚かく悟ごした時。あの時、ロキが囁ささやいたのだ。

　この偽神の神紋ルーンを使う覚悟、この世界全てを偽りの物として破は壊かいする覚悟はあるか、と。

　それで、俺は今、偽神の神紋ルーンを本当に使えるようになっていた。

　俺の手にある剣つるぎレーヴァテインは奸かん智ちと悪意の異い端たん神しんロキが鍛きたえたもの。俺はこれをロキの神具として顕けん現げんさせたというわけだ。

　俺は実感する。

　ノルンの里が滅ほろんだ日からの俺は全部偽りだったのだ。こうして今いるのも、本当は俺ではなくて、単にロキのエインヘリアルとしてこう行動するように定められていただけかもしれない。それでも……。

「……どうであろうともはや関係ない！　ロスト！　大たい神しんオーディンのエインヘリアルにならないというなら、お前は無用、いや、害がい悪あくでしかない！　今この場で消し去らねばならない！　オーディンの宿しゆく敵てき、ラグナロクを引き起こすロキのエインヘリアルなのだから！」

　トーメントは左手を掲かかげた。そして、

「見よ！」

　叫さけぶ。僅わずかに輝かがやくリン粉ぷんのような光がその左手に集まっていく。渦うずを巻まいて吸すいこまれる。

　それらリン粉はその場に居い並ならぶエインヘリアルたちから吸い出されているようだ。

「……ひひ？　皇こう帝てい陛へい下か……何を？」

　控ひかえていたガンツが不ふ審しんげに声を上げ、

「……ひ……！」

　絶ぜつ句くした。みるみるうちにやせ細り骨ほねと皮になっていくガンツ。ガンツだけではない。その場にいた全てのエインヘリアルたちが、体から光を吸すいだされて崩くずれ落ちていく。塵ちりと化して消えていくエインヘリアルたち。

　ガンツの奇き妙みような仮か面めんが床ゆかにかつんと落ちた時、そこにガンツはもういなかった。そして仮面も消え去った。

「何をしている」

「お前を全力で消す。オーディンの代理人たる私は、エインヘリアルたちの力を取り込こむことができる。この集めた力で、お前を完全にこの世から消す！」

　左手から吸い込んだエインヘリアルたちの力は、右手を通してグングニルへと伝わっているようだ。先さき程ほどまでとは比べ物にならない光を発し、トーメント自身を光の中に吞のみ込む。光の中からトーメントの声がした。

「いかな勝利の剣つるぎレーヴァテインとはいえ、これだけの力を弾はじき返すことはできまい！　なにしろ、こちらは大たい神しんオーディンの力そのものといってもいいのだからな！　オーディンに歯向かうことなど誰だれにもできないのだから！」

　そして、哄こう笑しよう。

　確たしかに圧あつ倒とう的てきな力がそこには存そん在ざいしていた。エインヘリアルたちを取り込んだトーメントはそこにいるだけで俺おれたちにプレッシャーを与あたえている。

　だが、俺の中にある想いは揺ゆるがなかった。

　終わらせる。

　全てを終わらせてやる。

　死んでいった皆みなのために。

　世界のためにと虫けらのように殺されていった俺の親、妹、里の皆……エインヘリアルを作り出すために殺された者たち。

　その力を利用されたソロウ。

　そして、俺のために命を投げ出したフュアリー。

　お前らの全てを俺に乗せろ。お前らの想おもい──汚けがされた過か去こ、二度と戻もどらない現げん実じつ、断たち切られた未来、そして願い、全ての想いを俺に集める。

　俺がやる。この力を使って、悲ひ劇げきの運命を終わらせてやる。




「トーメント……この一いち撃げきで終わらせてやる！」




　俺は湧わき上がる炎ほのおをたたえた勝利の剣レーヴァテインに全ての力を込める。

　噴ふき出していた炎が一瞬、剣に吸い込まれた。




「終わるのはお前だよ、ロスト──────！」




　トーメントがグングニルを俺おれに向けて放った。

　目映まばゆい光が視し界かいを染そめる。世界そのものを光に吞のみ込こむかのような一いち撃げき。

　俺おれは目を瞑つむり精せい神しんを研とぎ澄すます。光など無くても構かまわない。奴やつに打ち勝つ想おもいさえあれば。

　俺はそのまま、レーヴァテインを横よこ薙なぎに払はらった。

　それまで刀身に閉とじ込こめられていた炎ほのおが、一気に噴ふん出しゆつするのを感じる。

　それは光すら燃もやす紅ぐ蓮れんの劫ごう火か。

　グングニルを弾はじき返す必要など無かった。グングニルをむしろ糧かてにして、レーヴァテインの炎は更さらに燃え盛さかる。

「な……!?　グングニルの力すら取りこんで燃える炎だと……!?」

　トーメントの狼ろう狽ばいの声。

　俺は目を見開いてその腕うでに力を込める。




「消えろ─────────！」




　俺は炎が舞まう視界の中に見た。

　紅蓮の劫火にトーメントが一瞬にして吞み込まれる様さまを。

「あああああ───っ！　………っ！」

　悲鳴が炎の爆はぜる音にかき消されていった。

　炎の幕まくの向こうで、トーメントが熱気で煽あおられ無ぶ様ざまに踊おどり、そしてすぐに黒い影かげへと変わっていった。

　俺がレーヴァテインを振ふり払はらって劫火を消し去った時、そこには何も残っていなかった。













　　エピローグ







　俺おれはミリアたちに捕つかまった。

「貴き様さま、ここまでやっておいて一人消えようとしてたんじゃないだろうな」

　転がり込こんでいた帝てい都と貧ひん民みん街がいの廃はい屋おくで、俺は詰きつ問もんされている。こいつら、どうやって俺の居い場ば所しよを探さぐり当てたのか。やはり、さっさと帝都を去るべきだったのかもしれない。ただ……それだと俺は、フュアリーとソロウに形ばかりの墓はかを作ってやることすらできなかっただろう。見つかるものなら、奴やつ等らの骨ほねも拾ってやりたかった。それが血誓兄弟フオースブレーズとしての俺に出来る最後の手た向むけなのだから。

　皇こう帝ていであるトーメントが死し亡ぼうし、帝国から実じつ質しつ的てきな支し配はい者しやが消えた。そして起こったのは混こん乱らんだった。帝国に仕えるグリームニルたちを統とう率そつしていた者がいなくなったのだ。そして、神紋ルーンを使うグリームニルたちは、法や力で御ぎよすることが難むずかしい。

　様々なグリームニルたちが、我こそは次なる皇帝であると名乗りを上げた。

　自らの欲よく望ぼうのために、または失われつつある秩ちつ序じよを取り戻もどすために、それぞれがそれぞれの思おも惑わくで神紋ルーンの力を使い始めたのだ。

　帝国皇帝という重しが無くなった世界は、急速に混こん沌とんへと向かいつつあった。

「貴様には、秩序を取り戻す義ぎ務むがある」

　ミリアはきっぱりと言った。

「現げん状じようの混乱は、貴様が皇帝を倒たおしたことにあるのだからな」

「……なら、お前はトーメントがいた方が良かったというのか？　あのままトーメントが世界に不幸を撒まき散らしていた方が良かったと？」

「そうじゃない。貴様が皇帝を倒してくれて良かったと思っている……」

　ミリアは頭を下げていた。

「真実を知った時、わたしも皇帝を倒したいと思った。貴様は正しいことをしたのだ」

「そうか？　何が正しいのかなんて誰だれにもわからない……」

　俺は皮肉に思う。トーメントが死んだことで世界から不幸が無くなったかと言えば、そんなことは無い。むしろ、この国には増ふえているのではないか。

　今いま頃ごろ、世界のどこかでは神紋ルーンの神々に気に入られた凄せい絶ぜつな不幸や絶望に囚とらわれた連中がどんどんグリームニルとなっているだろう。

　だが俺にとってはどうでもいいことだ。

　そんな俺にミリアは告げる。

「だが、それとこれとは話が別だ。正しいことをしたからと言って、義ぎ務むが免めん除じよされるわけではない。貴き様さまには各地で暴あばれ始めたグリームニルたちの無法を食い止める義務がある」

「何な故ぜ俺おれが」

「貴様にはそれだけの力があるからだ！　貴様が力を示しめせば、無法のグリームニルたちも大人おとなしくなるに違ちがいない。秩ちつ序じよは回かい復ふくされる。少しでも不幸は減へる……わたしはそう信じる」

　俺は肩かたを竦すくめた。

「勝手な奴やつだな……。わかっているのか？　それは、トーメントの代わりに俺が皇こう帝ていになるかもしれないということだと」

「わ、私はそれでもいいと思うよ？」

　それまでミリアの後ろで縮ちぢこまっていたスーが口を出してきた。

「あなたが皇帝なら、いいと思う。だって、あなた、いい人だし……」

「「はあ？」」

　ミリアと俺の声が重なる。俺たちは顔を見合わせた。

　スーが赤面しつつ、

「だって、なんだかんだ言って、ミリアちゃんを助けてくれたし、無む闇やみに人を殺したりしないし……」

　……この女は本当にフレイヤの如ごとく、奔ほん放ぽうなのか天然かなにかなのか……？

「わかっていないな」

　俺は廃はい屋おくのボロベッドに腰こしかける。

「無む駄だだ。秩序を回復しようとしても、私し欲よくを満たそうと思いのまま行動しても」

　俺はそして、ボロベッドに寝ね転ころがって背せを向けた。

「なんだその態たい度どは！」

「終しゆう焉えんはもう始まった」

　俺は呟つぶやいた。

「俺がトーメントを殺した時点で、もうこの世界の終焉は始まったらしい」

「なに？　それはどういうことだ？」

　ミリアの不ふ審しんげな声。

「トーメントが言っていただろう？　この世界は大たい神しんオーディンにエインヘリアルを捧ささげるためにある、と。そして、オーディンはそのエインヘリアルたちを使って巨きよ人じんたちと戦っている、と。トーメントが死んで、この世界からオーディンの代理人は消えた。オーディンのもとへエインヘリアルを送る者はいなくなり、オーディンはいずれ巨人たちに敗れるだろう」

「え……そうしたら、どうなってしまうの？」

　スーの言葉に俺は答える。

「……この世界も巨人とやらに滅ほろぼされるんだろうよ。いいか？　俺たち人間がどうしようと、もう関係なく世界は滅ほろぶんだろう。恐おそらく、そう遠くない日にな」

　トーメントが『神紋演武ルーンレゾナンス』で大量のグリームニルたちを戦死させエインヘリアルにしようとしていたことから考えて、オーディンは多くのエインヘリアルを欲ほつしている。それはつまり、巨きよ人じんたちとの戦いの戦せん況きようが芳かんばしくないことを意味しているのだろう。

「そんな……」

「そんな投げやりな態たい度どがあるか！　何の努力もせずに最初からあきらめてどうする！　世界を救え！」

　俺おれは寝ね返がえりを打って、ミリアたちを睨にらんだ。

「だから、何な故ぜ俺が？　火山が噴ふん火かするのを人間の力でどうやって止める？　押おし寄よせる津つ波なみを人間がどうやって押し止とどめることができる？　神々の戦いなんて、俺たちにどうこうできる話じゃない。俺たちの与あずかり知れないところで、俺たちの滅めつ亡ぼうは決まっているんだ」

　ロキはわかっていたのだ。俺がトーメントを殺すことで世界が終わることを。だから、俺がロキの司つかさどる偽ぎ神しんの神紋ルーンを使う時、「──覚かく悟ごはあるか？」と告げてきたんだ。世界を滅ぼしてでも復ふく讐しゆうする覚悟があるか、と。

　ミリアが沈ちん黙もくの後、首を強く振ふり始めた。

「……違ちがう、違う違う！　それは間違った考え方だ！　わたしたちはグリームニルなんだ。なにか世界を救う方法があるはずだ！　なにか……」

「ええ、確たしかに方法はありますよ」

　知らぬ声だった。俺はむくりと起き上がる。ミリアたちも啞あ然ぜんとしていた。

　壁かべ際ぎわに見知らぬ男が寄りかかって腕うでを組んで立っていた。

「こいつ、いつの間に……？」

「誰だれだ、お前は」

「僕ぼくは神々の番人ヘイムダルの加か護ごを受けしグリームニル、アヴィ。へえ、君がロストかー」

　そいつはじろじろと俺を見る。

　俺もじろじろ見る。細い体に細い目。奴は、にやっと笑った。白い歯が光る。胡う散さん臭くさい。

「オーディンの代理人を倒たおすとはね。まあ、お陰かげで世界が大変なことになってるわけだけど」

「……俺になんの用なんだ」

　俺は刺とげ々とげしく言う。得体の知れない奴やつに友好的である理由が無い。

　アヴィと名乗った男は神しん妙みような顔になり、

「ラグナロクはもうすぐそこに来ている。ロキ神のエインヘリアルである君がどこまでやれるか……世せ界かい樹じゆのもと、『ウルズの泉』まで来ると良いよ。そこから本当の全てが始まる」

　そして、再ふたたびニヤッと笑い、

「君はロキを偽れるかな？　それとも、ロキに偽られたままなのかな？」

「う……」

　アヴィが輝かがやき、目が眩くらむ。瞼まぶたを瞬またたいて、もう一度見た時、そこにアヴィはいなかった。

「……なんだ今のフラッシュ野や郎ろうは！」

「え……なに？　あなたのお友達じゃないの？」

「馬ば鹿かか……今のやりとりを見てそう思えるお前は誰だれとでも仲良くなれるはずだな……」

「ウルズの泉…………そうか！」

　ミリアが呟つぶやくのが聞こえた。そして、

「行くぞ、ロスト。さっさと立て」

　俺おれに命令してくるではないか。

「なんでだよ」

「ウルズの泉だ！　わたしの住んでいた地の伝でん承しようで聞いたことがある。そこはあらゆる答えが得られる賢けん者じやの泉だと。世界を救う方法も得られるに違ちがいない」

「そんなおとぎ話を信じろというのか。大体場所もわからないのに……」

「……わたしの故こ郷きようの街の名は『ウルズ』というんだ」

　ミリアは至し極ごく真ま面じ目めな顔で言った。

「泉の伝説もある。行けば、なにかわかるはずだ。ここで座ざして滅ほろびを待つより、ずっと正しいことだと思わないか？」

「……何な故ぜ、俺が世界を救うみたいな真ま似ねをしなくちゃいけないんだ？　それに俺にはもう何も残っていないというのに。復ふく讐しゆう心しんすら無くなった腑ふ抜ぬけだとは思わないのか？」

「なんだ、臆おくしているのか？」

「あ？」

「貴き様さまには世界を救う覚かく悟ごもないのか？」

「なに？」

「神々にいいように使われて、それで終わっていいのか？」

「それは……」

「わたしたちはグリームニルだ。その力で何かを守ることができるはずだ。為なす術すべもなく滅びる世界を、自分たちの手で守ることができるのかもしれないんだぞ？　貴様が言うようなちっぽけな人間の手で！　神々を敵てきに回すかもしれない……その覚悟が無いのならここで寝ねていればいい。わたしは行くぞ！」

　今にも飛び出して行こうとするミリア。

　暑苦しい奴だ……だが……。

　俺は一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんする。答えは決まっていた。

　俺はこれまでなにも守りきれたことが無い。全て失ってきた。

　だが、そんなのはもうたくさんだ。

　俺にも何かを守る力がある……そう信じたい。守るものが、この世界だとしたら……。

　父さんは、母さんは、妹……フーリンは、喜んでくれるだろうか？　フュアリーたちのような犠ぎ牲せい者しやが出るのはもうたくさんだ。

「……待て」

　俺おれはミリアを止める。

「なんだ!?　邪じや魔まするつもりか!?」

　嚙かみつきそうな剣けん幕まくのミリアに対して、

「……わかった。俺も行く」

「え」

　俺の言葉は意表をついたらしい。一いつ瞬しゆん、言葉を失った後、

「そうか！　わかってくれたのか！」

　ミリアはパッと顔を輝かがやかせた。それから弾はずんだ声で、

「わたしたちにもできることがあるんだ！　世界のために、なんて気負ったことを言うつもりはないが、よろしく頼たのむ！」

「……お前はどうして……何がお前をそうさせるんだ？」

「ん？　何がだ？」

「人の手には余あまるかもしれない大事を前にしても、お前は立ち竦すくんだり、項垂うなだれたりしていない。何な故ぜそんな風に先へ進もうとできるんだ？」

　ミリアは少しくすぐったそうに俯うつむくと、

「べ、別に、そんな大たい層そうなことじゃない。ただ、絶ぜつ望ぼうしたり諦あきらめたりするのは間ま違ちがっている。そう思うからだ。わたしはもう昔のように絶望に囚とらわれて動けなくなるのは嫌いやなんだ」

　それから俺を見上げ、笑う。

「それにこういうのもなんだが、貴き様さまは結けつ構こう頼たよりになるからな。一いつ緒しよに行けて嬉うれしく思うぞ！」

　俺を頼りに？　ふとフュアリー達のことが脳のう裏りに思い返された。仲間の笑顔を。

　こいつも信じるのか、この俺を。あいつらが俺を信じたように……。俺は憎にくしむことしかできない。だが、こいつといれば俺もいつか……。

「そうだな、ここで寝ているのも退たい屈くつだからな。お前がウルズの泉に行って、望んでいた答えを見つけられずに落らく胆たんするのを見るのもいい。きっとそれは面白い見世物になるだろう」

「貴様！　どうしてそういうことを言うんだ！　捻ひねくれた奴やつめ！」

　ミリアは一瞬でむうっと膨ふくれて踵きびすを返す。荒あら々あらしく部屋から出て行った。

「わかりやすい奴だ」

　俺は笑いを張はりつけながらその後ろに続く。その俺の袖そでを引く者がいる。スーだ。俺を見上げ、にっこり笑い、

「ほら、やっぱり行ってくれるんでしょ？」

「は？　なにがやっぱりなんだ？」

「なんだかんだ言って、やっぱりいい人なんだね、あなた」

　俺おれは張はり付けた笑いをとりこぼし、

「なに言ってる？　お前、頭がおかしいのか？　俺はミリアの奴が失敗するのを笑ってやりたいだけだと言っただろうが……」

「……じゃあ、私も」

「あ？」

「私もついていくよ。私は……ミリアちゃんとあなたがこの世を救うのを見たいから。そして、あなたが世界を救ったミリアちゃんを見てどんな顔をするのか見たいから。それに、この旅でミリアちゃんの竜りゆう鱗りん病びようが治せるかもしれないし」

「……訳わけがわからん。勝手にしろ」

　全くこいつの行動はわからない。

「じゃあ、私も支し度たくしてくるね。絶ぜつ対たい、待っててね」




　こうして、元血誓兄弟フオースブレーズの頭とう領りよう、元ビフレストというおかしな組み合わせの三人になった俺たちは帝てい都とを後にすることとなった。

　──ラグナロクはもうすぐそこに来ている……そんなアヴィの言葉が胸むねをよぎる。

　別に世界を救わねばとかそんなことじゃない。ただ……やりたいからやる。それが血誓兄弟フオースブレーズだ。そして、俺はミリアを見る。スーを見る。血誓兄弟フオースブレーズの誓ちかいは、まだ続いている──。










　あとがき




　今回の作品は北ほく欧おうファンタジーということになりました。

　ところで、北欧ファンタジーってなんでしょうか？

　北欧のファンタジー。

　最近、北欧ミステリーが面白いと聞きます。

　その北欧ミステリーのミステリーの部分をファンタジーに変えれば、それは北欧ファンタジーになるのではないでしょうか。

　というわけで、今作はシングルマザーの女剣士が男中心の封ほう建けん社しや会かいに立ち向かいます。

　それまで男にしか出場が認められなかった闘とう技ぎ大たい会かいに出場し、男社会の論ろん理りとぶつかります。闘技大会運うん営えい組そ織しきが腐ふ敗はいしていて、主人公を排はい除じよしようとするのはお約束。

　増ふえつつあるゴブリンやオークなどの移い民みんといったマイノリティー（少しよう数すう派は）との人間関係も欠かせません。

　様々な陰いん謀ぼうに巻まき込こまれつつも、主人公は相あい棒ぼうとなった魔ま術じゆつ師しと良い雰ふん囲い気きになったりします。が、娘むすめとの折り合いで中々ゴールまでは辿たどりつけないまま。

　そんな２人を意外な人物（ムーミンとか）が取り持って……。

　そんな高こう福ふく祉しファンタジーです。

　あと家具がみんなオシャレ。ＩＫＥＡがあるから。




　などという作品では全然ないのと、北欧ミステリーファンの人に怒おこられると思うので、謝あやまっておきます。すみません。

　何が言いたいのかというと、北欧ファンタジーって言っておきながらあんまり北欧っぽくなくてごめんね、ということが言いたかったのです。ＩＫＥＡも出ないし。




　最後にお礼を。

　イラストを担たん当とうしてくださったnyoroさん。素す敵てきなイラストありがとうございます。初めてイラストを拝はい見けんした際さい、綺き麗れい！　というか色気があって、とてもいいと思いました。

　担当様をはじめとしたアスキー・メディアワークスの皆みな様さま方がた。いつもありがとうございます。ご迷めい惑わくばかりかけて申し訳わけありません。この作品が完成できたのも、多大なご助言あってのことです。いつか御ご恩おん返がえししたいなあ……。そして校閲様。隅々までありがとうございました。

　そして、この本を読んでくださったあなたに心からの謝しや辞じを。


相あい原はらあきら
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相あい原はらあきら

今年はお花見に行きました。あほみたいに寒かったので、お酒で体を温めようということになり、日本酒を１人２パック飲んで、今後の人生や今後のガ○ダムについて深刻な話をしました。その後、居酒屋。寒かったし。桜？　そいつは見かけなかったな。
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イラスト／nyoro

イラストレーターです。

今回初めてラノベの挿絵を描かせていただきました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「相原あきら先生」係

「nyoro先生」係











本書は書き下ろしです。
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漆しっ黒こくのエインヘリアル








相あい原はらあきら
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